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＊平成 30（2018）年 3 月 30 日に文部科学省が公示した学習指導要領や，関係資料をもとに作成しました。

高等学校学習指導要領

新旧対照表



前文

　教育は，教育基本法第１条に定めるとおり，人格の完成を目

指し，平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質

を備えた心身ともに健康な国民の育成を期すという目的のもと，

同法第２条に掲げる次の目標を達成するよう行われなければな

らない。

１　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，

　豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこ

　と。

２　個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，

　自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関連

　を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

３　正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずると

　ともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，

　その発展に寄与する態度を養うこと。

４　生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度

　を養うこと。

５　伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷

　土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展

　に寄与する態度を養うこと。

　これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を

目指しつつ，一人一人の生徒が，自分のよさや可能性を認識す

るとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多

様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな

人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができる

ようにすることが求められる。このために必要な教育の在り方

を具体化するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ

計画的に組み立てた教育課程である。

　教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現

していくためには，よりよい学校教育を通してよりよい社会を

創るという理念を学校と社会とが共有し，それぞれの学校にお

いて，必要な学習内容をどのように学び，どのような資質・能

力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確に

しながら，社会との連携及び協働によりその実現を図っていく

という，社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。

　学習指導要領とは，こうした理念の実現に向けて必要となる

教育課程の基準を大綱的に定めるものである。学習指導要領が

果たす役割の一つは，公の性質を有する学校における教育水準

を全国的に確保することである。また，各学校がその特色を生

かして創意工夫を重ね，長年にわたり積み重ねられてきた教育

実践や学術研究の蓄積を生かしながら，生徒や地域の現状や課

題を捉え，家庭や地域社会と協力して，学習指導要領を踏まえ

た教育活動の更なる充実を図っていくことも重要である。

　生徒が学ぶことの意義を実感できる環境を整え，一人一人の

資質・能力を伸ばせるようにしていくことは，教職員をはじめ

とする学校関係者はもとより，家庭や地域の人々も含め，様々

な立場から生徒や学校に関わる全ての大人に期待される役割で

ある。幼児期の教育及び義務教育の基礎の上に，高等学校卒業

以降の教育や職業，生涯にわたる学習とのつながりを見通しな

がら，生徒の学習の在り方を展望していくために広く活用され

るものとなることを期待して，ここに高等学校学習指導要領を

定める。

第１章 総 則

第１款 高等学校教育の基本と教育課程の役割

１　各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法

　令並びにこの章以下に示すところに従い，生徒の人間として

　調和のとれた育成を目指し，生徒の心身の発達の段階や特性，

　課程や学科の特色及び学校や地域の実態を十分考慮して，適

　切な教育課程を編成するものとし，これらに掲げる目標を達

　成するよう教育を行うものとする。

２　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，

　第３款の１に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

高等学校学習指導要領新旧対照表【前文・総則】

《新設》

新たに「前文」が設けられ，教育基

本法を引用しながら教育の目的や目

標が明記された。また，「社会に開

かれた教育課程」の重要性と学習指

導要領の意義が示された。

　

《変更》

これまでの「教育課程編成の一般方

針」から，「高等学校教育の基本と

教育課程の役割」に変更された。

（新設）

第１章 総 則

第１款 教育課程編成の一般方針

１　各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法

　令並びにこの章以下に示すところに従い，生徒の人間として

　調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態，課程や学科

　の特色，生徒の心身の発達の段階及び特性等を十分考慮して，

　適切な教育課程を編成するものとし，これらに掲げる目標を

　達成するよう教育を行うものとする。

　　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，

　生徒に生きる力をはぐくむことを目指し，創意工夫を生かし

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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《追記》

総則において，「豊かなスポーツラ

イフの実現」を目指すことが示され

た。

　

《新設》

育成を目指す資質・能力が (1) ～

(3) の三つの柱で示された。

　授業改善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活動を

　展開する中で，次の (1) から (3) までに掲げる事項の実現を

　図り，生徒に生きる力を育むことを目指すものとする。

　　（1）　基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，こ

　　　 れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判

　　　 断力，表現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組

　　　 む態度を養い，個性を生かし多様な人々との協働を促す

　　　 教育の充実に努めること。その際，生徒の発達の段階を

　　　 考慮して，生徒の言語活動など，学習の基盤をつくる活

　　　 動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，生

　　　 徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。

　　（2）　道徳教育や体験活動，多様な表現や鑑賞の活動等を通

　　　 して，豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に

　　　 努めること。

　　　 　学校における道徳教育は，人間としての在り方生き方

　　　 に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行うことに

　　　 よりその充実を図るものとし，各教科に属する科目（以

　　　 下「各教科・科目」という。），総合的な探究の時間及び

　　　 特別活動（以下「各教科・科目等」という。）のそれぞ

　　　 れの特質に応じて，適切な指導を行うこと。

　　　 　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた

　　　 教育の根本精神に基づき，生徒が自己探求と自己実現に

　　　 努め国家・社会の一員としての自覚に基づき行為しうる

　　　 発達の段階にあることを考慮し，人間としての在り方生

　　　 き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間

　　　 として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳

　　　 性を養うことを目標とすること。

　　　 　道徳教育を進めるに当たっては，人間尊重の精神と生

　　　 命に対する畏敬の念を家庭，学校，その他社会における

　　　 具体的な生活の中に生かし，豊かな心をもち，伝統と文

　　　 化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，

　　　 個性豊かな文化の創造を図るとともに，平和で民主的な

　　　 国家及び社会の形成者として，公共の精神を尊び，社会

　　　 及び国家の発展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和

　　　 と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日

　　　 本人の育成に資することとなるよう特に留意すること。

　　（3）　学校における体育・健康に関する指導を，生徒の発達

　　　 の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に

　　　 行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツラ

　　　 イフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，

　　　 学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指

　　　 導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関す

　　　 る指導については，保健体育科，家庭科及び特別活動の

　　　 時間はもとより，各教科・科目及び総合的な探究の時間

　　　 などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

　　　 努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域

　　　 社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体

　　　 育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・

　　　 安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配

　　　 慮すること。

３　２の (1) から (3) までに掲げる事項の実現を図り，豊かな

　創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待され

　る生徒に，生きる力を育むことを目指すに当たっては，学校

　教育全体及び各教科・科目等の指導を通してどのような資質・

　能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実

　を図るものとする。その際，生徒の発達の段階や特性等を踏

　まえつつ，次に掲げることが偏りなく実現できるようにする

　ものとする。

　　（1）　知識及び技能が習得されるようにすること。

　　（2）　思考力，判断力，表現力等を育成すること。

　　（3）　学びに向かう力，人間性等を涵養すること。　

４　学校においては，地域や学校の実態等に応じて，就業やボ

　ランティアに関わる体験的な学習の指導を適切に行うように

　し，勤労の尊さや創造することの喜びを体得させ，望ましい

　勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に資するもの

　とする。

　た特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本的な知識

　及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決す

　るために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐ

　くむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を

　生かす教育の充実に努めなければならない。その際，生徒の

　発達の段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するとともに，

　家庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立するよう

　配慮しなければならない。

２　学校における道徳教育は，生徒が自己探求と自己実現に努

　め国家・社会の一員としての自覚に基づき行為しうる発達の

　段階にあることを考慮し人間としての在り方生き方に関する

　教育を学校の教育活動全体を通じて行うことにより，その充

　実を図るものとし，各教科に属する科目，総合的な学習の時

　間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，適切な指導を行

　わなければならない。

　　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育

　の根本精神に基づき，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の

　念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生

　かし，豊かな心をもち，伝統と文化を尊重し，それらをはぐ

　くんできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図

　るとともに，公共の精神を尊び，民主的な社会及び国家の発

　展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環境の保

　全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人を育成するため，

　その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

　　道徳教育を進めるに当たっては，特に，道徳的実践力を高

　めるとともに，自他の生命を尊重する精神，自律の精神及び

　社会連帯の精神並びに義務を果たし責任を重んずる態度及び

　人権を尊重し差別のないよりよい社会を実現しようとする態

　度を養うための指導が適切に行われるよう配慮しなければな

　らない。

３　学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段

　階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うもの

　とする。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に

　関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に

　関する指導については，保健体育科はもとより，家庭科，特

　別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよ

　う努めることとする。また，それらの指導を通して，家庭や

　地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体

　育･健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康･安全

　で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなけ

　ればならない。

（新設）

４　学校においては，地域や学校の実態等に応じて，就業やボ

　ランティアにかかわる体験的な学習の指導を適切に行うよう

　にし，勤労の尊さや創造することの喜びを体得させ，望まし

　い勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に資するも

　のとする。

《変更》

「総合的な学習の時間」から「総合

的な探求の時間」に変更された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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《新設》

改訂のキーワードである「カリキュ

ラム・マネジメント」について示さ

れた。

《新設》

教科等横断的な視点に立って，「資

質・能力」を育成していくことが強

調された。

《新設》

「社会に開かれた教育課程」の趣旨

を踏まえて，教育課程編成の方針に

ついて家庭や地域との共有に努めて

いくことが示された。

５　各学校においては，生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，

　教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断

　的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価

　してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人

　的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていく

　ことなどを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各

　学校の教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュ

　ラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

第２款 教育課程の編成

１　各学校の教育目標と教育課程の編成

　　教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科・科

　目等における指導を通して育成を目指す資質・能力を踏まえ

　つつ，各学校の教育目標を明確にするとともに，教育課程の

　編成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよ

　う努めるものとする。その際，第４章の第２の１に基づき定

　められる目標との関連を図るものとする。

２　教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

　　（1）　各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語

　　　 能力，情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・

　　　 解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成してい

　　　 くことができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，

　　　 教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとす

　　　 る。

　　（2）　各学校においては，生徒や学校，地域の実態及び生徒

　　　 の発達の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗

　　　 り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸

　　　 課題に対応して求められる資質・能力を，教科等横断的

　　　 な視点で育成していくことができるよう，各学校の特色

　　　 を生かした教育課程の編成を図るものとする。

３　教育課程の編成における共通的事項

　　（1）　各教科・科目及び単位数等

　　　　ア　卒業までに履修させる単位数等

　　　　　　各学校においては，卒業までに履修させるイから

　　　　　オまでに示す各教科・科目及びその単位数，総合的

　　　　　な探究の時間の単位数並びに特別活動及びその授業

　　　　　時数に関する事項を定めるものとする。この場合，

　　　　　各教科・科目及び総合的な探究の時間の単位数の計

　　　　　は，(2) のア，イ及びウの (ｱ) に掲げる各教科・科

　　　　　目の単位数並びに総合的な探究の時間の単位数を含

　　　　　めて 74 単位以上とする。

　　　　　　単位については，１単位時間を 50 分とし，35 単

　　　　　位時間の授業を１単位として計算することを標準と

　　　　　する。ただし，通信制の課程においては，５に定め

　　　　　るところによるものとする。

　　　　イ　各学科に共通する各教科・科目及び総合的な探究

　　　　　の時間並びに標準単位数

　　　　　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，

　　　　　次の表に掲げる各教科・科目及び総合的な探究の時

　　　　　間並びにそれぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履

　　　　　修させる各教科・科目及び総合的な探究の時間並び

　　　　　にそれらの単位数について適切に定めるものとする。

　　　　　ただし，生徒の実態等を考慮し，特に必要がある場

　　　　　合には，標準単位数の標準の限度を超えて単位数を

　　　　　増加して配当することができる。( 表省略 )

　　　　ウ　主として専門学科において開設される各教科・科

　　　　　目

　　　　　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，

　　　　　次の表に掲げる主として専門学科（専門教育を主と

　　　　　する学科をいう。以下同じ。）において開設される各

　　　　　教科・科目及び設置者の定めるそれぞれの標準単位

　　　　　数を踏まえ，生徒に履修させる各教科・科目及びそ

　　　　　の単位数について適切に定めるものとする。( 表省

　　　　　略 )

　　　　エ　学校設定科目

　　　　　　学校においては，生徒や学校，地域の実態及び学

（新設）

（新設）

（新設）

第２款 各教科・科目及び単位数等

１　卒業までに履修させる単位数等

　　各学校においては，卒業までに履修させる下記２から５ま

　でに示す各教科に属する科目及びその単位数，総合的な学習

　の時間の単位数並びに特別活動及びその授業時数に関する事

　項を定めるものとする。この場合，各教科に属する科目（以

　下「各教科・科目」という。）及び総合的な学習の時間の単位

　数の計は，第３款の１，２及び３の (1) に掲げる各教科・科

　目の単位数並びに総合的な学習の時間の単位数を含めて 74 単

　位以上とする。

　　単位については，１単位時間を 50 分とし，35 単位時間の

　授業を１単位として計算することを標準とする。ただし，通

　信制の課程においては，第７款の定めるところによるものと

　する。

２　各学科に共通する各教科・科目及び総合的な学習の時間並

　びに標準単位数

　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次の表に

　掲げる各教科・科目及び総合的な学習の時間並びにそれぞれ

　の標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各教科・科目及び

　総合的な学習の時間並びにそれらの単位数について適切に定

　めるものとする。ただし，生徒の実態等を考慮し，特に必要

　がある場合には，標準単位数の標準の限度を超えて単位数を

　増加して配当することができる。(表省略 )

３　主として専門学科において開設される各教科・科目

　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次の表に

　掲げる主として専門学科（専門教育を主とする学科をいう。

　以下同じ。）において開設される各教科・科目及び設置者の定

　めるそれぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各教

　科・科目及びその単位数について適切に定めるものとする。

　(表省略 )　

４　学校設定科目

　　学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の特色

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　　科の特色等に応じ，特色ある教育課程の編成に資す

　　　　　るよう，イ及びウの表に掲げる教科について，これ

　　　　　らに属する科目以外の科目（以下「学校設定科目」

　　　　　という。）を設けることができる。この場合において，

　　　　　学校設定科目の名称，目標，内容，単位数等につい

　　　　　ては，その科目の属する教科の目標に基づき，高等

　　　　　学校教育としての水準の確保に十分配慮し，各学校

　　　　　の定めるところによるものとする。　

　　　　オ　学校設定教科

　　　　　(ｱ)　学校においては，生徒や学校，地域の実態及び

　　　　　　 学科の特色等に応じ，特色ある教育課程の編成に

　　　　　　 資するよう，イ及びウの表に掲げる教科以外の教

　　　　　　 科（以下「学校設定教科」という。）及び当該教

　　　　　　 科に関する科目を設けることができる。この場合

　　　　　　 において，学校設定教科及び当該教科に関する科

　　　　　　 目の名称，目標，内容，単位数等については，高

　　　　　　 等学校教育の目標に基づき，高等学校教育として

　　　　　　 の水準の確保に十分配慮し，各学校の定めるとこ

　　　　　　 ろによるものとする。

　　　　　(ｲ)　学校においては，学校設定教科に関する科目と

　　　　　　 して「産業社会と人間」を設けることができる。

　　　　　　 この科目の目標，内容，単位数等を各学校におい

　　　　　　 て定めるに当たっては，産業社会における自己の

　　　　　　 在り方生き方について考えさせ，社会に積極的に

　　　　　　 寄与し，生涯にわたって学習に取り組む意欲や態

　　　　　　 度を養うとともに，生徒の主体的な各教科・科目

　　　　　　 の選択に資するよう，就業体験活動等の体験的な

　　　　　　 学習や調査・研究などを通して，次のような事項

　　　　　　 について指導することに配慮するものとする。

　　　　　　 ㋐　社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や

　　　　　 　　態度及び望ましい勤労観，職業観の育成

　　　　　　 ㋑　我が国の産業の発展とそれがもたらした社会

　　　　　　　 の変化についての考察

　　　　　　 ㋒　自己の将来の生き方や進路についての考察及

　　　　　　　 び各教科・科目の履修計画の作成

　　（2）　各教科・科目の履修等

　　　　ア　各学科に共通する必履修教科・科目及び総合的な

　　　　　探究の時間

　　　　　(ｱ)　全ての生徒に履修させる各教科・科目（以下「必

　　　　　　 履修教科・科目」という。）は次のとおりとし，

　　　　　　 その単位数は，(1) のイに標準単位数として示さ

　　　　　　 れた単位数を下らないものとする。ただし，生徒

　　　　　　 の実態及び専門学科の特色等を考慮し，特に必要

　　　　　　 がある場合には，「数学Ⅰ」及び「英語コミュニケー

　　　　　　 ションⅠ」については２単位とすることができ，

　　　　　　 その他の必履修教科・科目（標準単位数が２単位

　　　　　　 であるものを除く。）についてはその単位数の一

　　　　　　 部を減じることができる。

　　　　　　 ㋐　国語のうち「現代の国語」及び「言語文化」

　　　　　　 ㋑　地理歴史のうち「地理総合」及び「歴史総合」

　　　　　　 ㋒　公民のうち「公共」

　　　　　　 ㋓　数学のうち「数学Ⅰ」

　　　　　　 ㋔　理科のうち「科学と人間生活」，「物理基礎」，

　　　　　　 　「化学基礎」，「生物基礎」及び「地学基礎」の

　　　　　　 　うちから２科目（うち１科目は「科学と人間生

　　　　　　 　活」とする。）又は「物理基礎」，「化学基礎」，「生

　　　　　　 　物基礎」及び「地学基礎」のうちから３科目

　　　　　　 ㋕　保健体育のうち「体育」及び「保健」

　　　　　　 ㋖　芸術のうち「音楽Ⅰ」，「美術Ⅰ」，「工芸Ⅰ」

　　　　　　 　及び「書道Ⅰ」のうちから１科目　

　　　　　　 ㋗　外国語のうち「英語コミュニケーションⅠ」

　　　　　　 　（英語以外の外国語を履修する場合は，学校設

　　　　　　 　定科目として設ける１科目とし，その標準単位

　　　　　　 　数は３単位とする。）

　等に応じ，特色ある教育課程の編成に資するよう，上記２及

　び３の表に掲げる教科について，これらに属する科目以外の

　科目（以下「学校設定科目」という。）を設けることができる。

　この場合において，学校設定科目の名称，目標，内容，単位

　数等については，その科目の属する教科の目標に基づき，各

　学校の定めるところによるものとする。

５　学校設定教科

　　（1）　学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の

　　　 特色等に応じ，特色ある教育課程の編成に資するよう，

　　　 上記２及び３の表に掲げる教科以外の教科（以下「学校

　　　 設定教科」という。）及び当該教科に関する科目を設け

　　　 ることができる。この場合において，学校設定教科及び

　　　 当該教科に関する科目の名称，目標，内容，単位数等に

　　　 ついては，高等学校教育の目標及びその水準の維持等に

　　　 十分配慮し，各学校の定めるところによるものとする。

　　（2）　学校においては，学校設定教科に関する科目として「産

　　　 業社会と人間」を設けることができる。この科目の目標，

　　　 内容，単位数等を各学校において定めるに当たっては，

　　　 産業社会における自己の在り方生き方について考えさ

　　　 せ，社会に積極的に寄与し，生涯にわたって学習に取り

　　　 組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主体的な各教科・

　　　 科目の選択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や

　　　 調査・研究などを通して，次のような事項について指導

　　　 することに配慮するものとする。

　　　　ア　社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や態度

　　　　　及び望ましい勤労観，職業観の育成

　　　　イ　我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変

　　　　　化についての考察

　　　　ウ　自己の将来の生き方や進路についての考察及び各

　　　　　教科・科目の履修計画の作成

第３款 各教科・科目の履修等

１　各学科に共通する必履修教科・科目及び総合的な学習の時

　間

　　（1）　すべての生徒に履修させる各教科・科目（以下「必履

　　　 修教科・科目」という。）は次のとおりとし，その単位数は，

　　　 第２款の２に標準単位数として示された単位数を下らな

　　　 いものとする。ただし，生徒の実態及び専門学科の特色

　　　 等を考慮し，特に必要がある場合には，「国語総合」に

　　　 ついては３単位又は２単位とし，「数学Ⅰ」及び「コミュ

　　　 ニケーション英語Ⅰ」については２単位とすることがで

　　　 き，その他の必履修教科・科目（標準単位数が２単位で

　　　 あるものを除く。）についてはその単位数の一部を減じ

　　　 ることができる。

　　　　ア　国語のうち「国語総合」

　　　　イ　地理歴史のうち「世界史Ａ」及び「世界史Ｂ」の

　　　　　うちから１科目並びに「日本史Ａ」，「日本史Ｂ」，「地

　　　　　理Ａ」及び「地理Ｂ」のうちから１科目

　　　　ウ　公民のうち「現代社会」又は「倫理」・「政治・経済」

　　　　エ　数学のうち「数学Ⅰ」

　　　　オ　理科のうち「科学と人間生活」，「物理基礎」，「化

　　　　　学基礎」，「生物基礎」及び「地学基礎」のうちから

　　　　　２科目（うち１科目は「科学と人間生活」とする。）

　　　　　又は「物理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」及び「地

　　　　　学基礎」のうちから３科目

　　　　カ　保健体育のうち「体育」及び「保健」

　　　　キ　芸術のうち「音楽Ⅰ」，「美術Ⅰ」，「工芸Ⅰ」及び「書

　　　　　道Ⅰ」のうちから１科目

　　　　ク　外国語のうち「コミュニケーション英語Ⅰ」（英語

　　　　　以外の外国語を履修する場合は，学校設定科目とし

　　　　　て設ける１科目とし，その標準単位数は３単位とす

　　　　　る。）

《変更》

国語は「現代の国語」及び「言語文化」

に，地理歴史は「地理総合」及び「歴

史総合」に，公民は「公共」に，外

国語は「英語コミュニケーション

Ⅰ」に，家庭は「家庭基礎」及び「家

庭総合」のうちから１科目に，情報

は「情報Ⅰ」に変更された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　　　 ㋘　家庭のうち「家庭基礎」及び「家庭総合」の

　　　　　　 　うちから１科目

　　　　　　 ㋙　情報のうち「情報Ⅰ」

　　　　　(ｲ)　総合的な探究の時間については，全ての生徒に

　　　　　　 履修させるものとし，その単位数は，(1) のイに

　　　　　　 標準単位数として示された単位数の下限を下らな

　　　　　　 いものとする。ただし，特に必要がある場合には，

　　　　　　 その単位数を２単位とすることができる。

　　　　　(ｳ)　外国の高等学校に留学していた生徒について，

　　　　　　 外国の高等学校における履修により，必履修教科・

　　　　　　 科目又は総合的な探究の時間の履修と同様の成果

　　　　　　 が認められる場合においては，外国の高等学校に

　　　　　　 おける履修をもって相当する必履修教科・科目又

　　　　　　 は総合的な探究の時間の履修の一部又は全部に替

　　　　　　 えることができる。

　　　　イ　専門学科における各教科・科目の履修

　　　　　　専門学科における各教科・科目の履修については，

　　　　　アのほか次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　専門学科においては，専門教科・科目（(1) の

　　　　　　 ウの表に掲げる各教科・科目，同表に掲げる教科

　　　　　　 に属する学校設定科目及び専門教育に関する学校

　　　　　　 設定教科に関する科目をいう。以下同じ。）につ

　　　　　　 いて，全ての生徒に履修させる単位数は，25 単

　　　　　　 位を下らないこと。ただし，商業に関する学科に

　　　　　　 おいては，上記の単位数の中に外国語に属する科

　　　　　　 目の単位を５単位まで含めることができること。

　　　　　　 また，商業に関する学科以外の専門学科において

　　　　　　 は，各学科の目標を達成する上で，専門教科・科

　　　　　　 目以外の各教科・科目の履修により，専門教科・

　　　　　　 科目の履修と同様の成果が期待できる場合におい

　　　　　　 ては，その専門教科・科目以外の各教科・科目の

　　　　　　 単位を５単位まで上記の単位数の中に含めること

　　　　　　 ができること。

　　　　　(ｲ)　専門教科・科目の履修によって，アの必履修教

　　　　　　 科・科目の履修と同様の成果が期待できる場合に

　　　　　　 おいては，その専門教科・科目の履修をもって，

　　　　　　 必履修教科・科目の履修の一部又は全部に替える

　　　　　　 ことができること。

　　　　　(ｳ)　職業教育を主とする専門学科においては，総合

　　　　　　 的な探究の時間の履修により，農業，工業，商業，

　　　　　　 水産，家庭若しくは情報の各教科の「課題研究」，

　　　　　　 看護の「看護臨地実習」又は福祉の「介護総合演習」

　　　　　　 （以下「課題研究等」という。）の履修と同様の成

　　　　　　 果が期待できる場合においては，総合的な探究の

　　　　　　 時間の履修をもって課題研究等の履修の一部又は

　　　　　　 全部に替えることができること。また，課題研究

　　　　　　 等の履修により，総合的な探究の時間の履修と同

　　　　　　 様の成果が期待できる場合においては，課題研究

　　　　　　 等の履修をもって総合的な探究の時間の履修の一

　　　　　　 部又は全部に替えることができること。

　　　　ウ　総合学科における各教科・科目の履修等

　　　　　　総合学科における各教科・科目の履修等について

　　　　　は，アのほか次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　総合学科においては，(1) のオの (ｲ) に掲げる

　　　　　　 「産業社会と人間」を全ての生徒に原則として入

　　　　　　 学年次に履修させるものとし，標準単位数は２～

　　　　　　 ４単位とすること。

　　　　　(ｲ)　総合学科においては，学年による教育課程の区

　　　　　　 分を設けない課程（以下「単位制による課程」と

　　　　　　 いう。）とすることを原則とするとともに，「産業

　　　　　　 社会と人間」及び専門教科・科目を合わせて 25

　　　　　　 単位以上設け，生徒が多様な各教科・科目から主

　　　　　　 体的に選択履修できるようにすること。その際，

　　　　　　 生徒が選択履修するに当たっての指針となるよ

　　　　　　 う，体系性や専門性等において相互に関連する各

　　　　ケ　家庭のうち「家庭基礎」，「家庭総合」及び「生活

　　　　　デザイン」のうちから１科目

　　　　コ　情報のうち「社会と情報」及び「情報の科学」の

　　　　　うちから１科目　

　　（2）　総合的な学習の時間については，すべての生徒に履修

　　　 させるものとし，その単位数は，第２款の２に標準単位

　　　 数として示された単位数の下限を下らないものとする。

　　　 ただし，特に必要がある場合には，その単位数を２単位

　　　 とすることができる。

（新設）

２　専門学科における各教科・科目の履修

　　専門学科における各教科・科目の履修については，上記１

　のほか次のとおりとする。

　　（1）　専門学科においては，専門教科・科目（第２款の３の

　　　 表に掲げる各教科・科目，同表の教科に属する学校設定

　　　 科目及び専門教育に関する学校設定教科に関する科目を

　　　 いう。以下同じ。）について，すべての生徒に履修させ

　　　 る単位数は，25 単位を下らないこと。ただし，商業に

　　　 関する学科においては，上記の単位数の中に外国語に属

　　　 する科目の単位を５単位まで含めることができること。

　　　 また，商業に関する学科以外の専門学科においては，各

　　　 学科の目標を達成する上で，専門教科・科目以外の教科・

　　　 科目の履修により，専門教科・科目の履修と同様の成果

　　　 が期待できる場合においては，その専門教科・科目以外

　　　 の教科・科目の単位を５単位まで上記の単位数の中に含

　　　 めることができること。

　　（2）　専門教科・科目の履修によって，上記１の必履修教科・

　　　 科目の修と同様の成果が期待できる場合においては，そ

　　　 の専門教科・科目の履修をもって，必履修教科・科目の

　　　 履修の一部又は全部に替えることができること。

　　（3）　職業教育を主とする専門学科においては，総合的な学

　　　 習の時間の履修により，農業，工業，商業，水産，家庭

　　　 若しくは情報の各教科に属する「課題研究」，「看護臨地

　　　 実習」又は「介護総合演習」（以下この項において「課

　　　 題研究等」という。）の履修と同様の成果が期待できる

　　　 場合においては，総合的な学習の時間の履修をもって課

　　　 題研究等の履修の一部又は全部に替えることができる。

　　　 また，課題研究等の履修により，総合的な学習の時間の

　　　 履修と同様の成果が期待できる場合においては，課題研

　　　 究等の履修をもって総合的な学習の時間の履修の一部又

　　　 は全部に替えることができる。

３　総合学科における各教科・科目の履修等

　　総合学科における各教科・科目の履修等については，上記

　１のほか次のとおりとする。

　　（1）　総合学科においては，第２款の５の (2) に掲げる「産

　　　 業社会と人間」をすべての生徒に原則として入学年次に

　　　 履修させるものとし，標準単位数は２～４単位とするこ

　　　 と。

　　（2）　総合学科においては，学年による教育課程の区分を設

　　　 けない課程（以下「単位制による課程」という。）とす

　　　 ることを原則とするとともに，「産業社会と人間」及び

　　　 専門教科・科目を合わせて 25 単位以上設け，生徒が多

　　　 様な各教科・科目から主体的に選択履修できるようにす

　　　 ること。その際，生徒が選択履修するに当たっての指針

　　　 となるよう，体系性や専門性等において相互に関連する

　　　 各教科・科目によって構成される科目群を複数設けると

《新設》
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の，外国の高等学校での履修につい
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　　　　　　 教科・科目によって構成される科目群を複数設け

　　　　　　 るとともに，必要に応じ，それら以外の各教科・

　　　　　　 科目を設け，生徒が自由に選択履修できるように

　　　　　　 すること。

　　（3）　各教科・科目等の授業時数等

　　　　ア　全日制の課程における各教科・科目及びホームルー

　　　　　ム活動の授業は，年間 35 週行うことを標準とし，必

　　　　　要がある場合には，各教科・科目の授業を特定の学

　　　　　期又は特定の期間（夏季，冬季，学年末等の休業日

　　　　　の期間に授業日を設定する場合を含む。）に行うこと

　　　　　ができる。

　　　　イ　全日制の課程における週当たりの授業時数は，30

　　　　　単位時間を標準とする。ただし，必要がある場合には，

　　　　　これを増加することができる。

　　　　ウ　定時制の課程における授業日数の季節的配分又は

　　　　　週若しくは１日当たりの授業時数については，生徒

　　　　　の勤労状況と地域の諸事情等を考慮して，適切に定

　　　　　めるものとする。

　　　　エ　ホームルーム活動の授業時数については，原則と

　　　　　して，年間 35 単位時間以上とするものとする。

　　　　オ　生徒会活動及び学校行事については，学校の実態

　　　　　に応じて，それぞれ適切な授業時数を充てるものと

　　　　　する。

　　　　カ　定時制の課程において，特別の事情がある場合に

　　　　　は，ホームルーム活動の授業時数の一部を減じ，又

　　　　　はホームルーム活動及び生徒会活動の内容の一部を

　　　　　行わないものとすることができる。

　　　　キ　各教科・科目等のそれぞれの授業の１単位時間は，

　　　　　各学校において，各教科・科目等の授業時数を確保

　　　　　しつつ，生徒の実態及び各教科・科目等の特質を考

　　　　　慮して適切に定めるものとする。

　　　　ク　各教科・科目等の特質に応じ，10 分から 15 分程

　　　　　度の短い時間を活用して特定の各教科・科目等の指

　　　　　導を行う場合において，当該各教科・科目等を担当

　　　　　する教師が単元や題材など内容や時間のまとまりを

　　　　　見通した中で，その指導内容の決定や指導の成果の

　　　　　把握と活用等を責任をもって行う体制が整備されて

　　　　　いるときは，その時間を当該各教科・科目等の授業

　　　　　時数に含めることができる。

　　　　ケ　総合的な探究の時間における学習活動により，特

　　　　　別活動の学校行事に掲げる各行事の実施と同様の成

　　　　　果が期待できる場合においては，総合的な探究の時

　　　　　間における学習活動をもって相当する特別活動の学

　　　　　校行事に掲げる各行事の実施に替えることができる。

　　　　コ　理数の「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修

　　　　　により，総合的な探究の時間の履修と同様の成果が

　　　　　期待できる場合においては，「理数探究基礎」又は「理

　　　　　数探究」の履修をもって総合的な探究の時間の履修

　　　　　の一部又は全部に替えることができる。

　　（4）　選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程の編成

　　　 　教育課程の編成に当たっては，生徒の特性，進路等に

　　　 応じた適切な各教科・科目の履修ができるようにし，こ

　　　 のため，多様な各教科・科目を設け生徒が自由に選択履

　　　 修することのできるよう配慮するものとする。また，教

　　　 育課程の類型を設け，そのいずれかの類型を選択して履

　　　 修させる場合においても，その類型において履修させる

　　　 ことになっている各教科・科目以外の各教科・科目を履

　　　 修させたり，生徒が自由に選択履修することのできる各

　　　 教科・科目を設けたりするものとする。

　　（5）　各教科・科目等の内容等の取扱い

　　　　ア　学校においては，第２章以下に示していない事項

　　　　　を加えて指導することができる。また，第２章以下

　　　　　に示す内容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示

　　　　　す事項は，当該科目を履修する全ての生徒に対して

　　　 ともに，必要に応じ，それら以外の各教科・科目を設け，

　　　 生徒が自由に選択履修できるようにすること。

第４款 各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動の授業

時数等

１　全日制の課程における各教科・科目及びホームルーム活動

　の授業は，年間 35 週行うことを標準とし，必要がある場合に

　は，各教科・科目の授業を特定の学期又は特定の期間（夏季，

　冬季，学年末等の休業日の期間に授業日を設定する場合を含

　む。）に行うことができる。

２　全日制の課程における週当たりの授業時数は，30 単位時間

　を標準とする。ただし，必要がある場合には，これを増加す

　ることができる。

３　定時制の課程における授業日数の季節的配分又は週若しく

　は１日当たりの授業時数については，生徒の勤労状況と地域

　の諸事情等を考慮して，適切に定めるものとする。

４　ホームルーム活動の授業時数については，原則として，年

　間 35 単位時間以上とするものとする。

５　生徒会活動及び学校行事については，学校の実態に応じて，

　それぞれ適切な授業時数を充てるものとする。

６　定時制の課程において，特別の事情がある場合には，ホー

　ムルーム活動の授業時数の一部を減じ，又はホームルーム活

　動及び生徒会活動の内容の一部を行わないものとすることが

　できる。

７　各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各

　教科・科目等」という。）のそれぞれの授業の１単位時間は，

　各学校において，各教科・科目等の授業時数を確保しつつ，

　生徒の実態及び各教科・科目等の特質を考慮して適切に定め

　るものとする。なお，10 分間程度の短い時間を単位として特

　定の各教科・科目の指導を行う場合において，当該各教科・

　科目を担当する教師がその指導内容の決定や指導の成果の把

　握と活用等を責任をもって行う体制が整備されているときは，

　その時間を当該各教科・科目の授業時数に含めることができ

　る。

８　総合的な学習の時間における学習活動により，特別活動の

　学校行事に掲げる各行事の実施と同様の成果が期待できる場

　合においては，総合的な学習の時間における学習活動をもっ

　て相当する特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施に替え

　ることができる。

（新設）

第５款 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項

１　選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程編成

　　教育課程の編成に当たっては，生徒の特性，進路等に応じ

　た適切な各教科・科目の履修ができるようにし，このため，

　多様な各教科・科目を設け生徒が自由に選択履修することの

　できるよう配慮するものとする。また，教育課程の類型を設け，

　そのいずれかの類型を選択して履修させる場合においても，

　その類型において履修させることになっている各教科・科目

　以外の各教科・科目を履修させたり，生徒が自由に選択履修

　することのできる各教科・科目を設けたりするものとする。

２　各教科・科目等の内容等の取扱い

　　（1）　学校においては，第２章以下に示していない事項を加

　　　 えて指導することができる。また，第２章以下に示す内

　　　 容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項は，当

　　　 該科目を履修するすべての生徒に対して指導するものと

《新設》
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　　　　　指導するものとする内容の範囲や程度等を示したも

　　　　　のであり，学校において必要がある場合には，この

　　　　　事項にかかわらず指導することができる。ただし，

　　　　　これらの場合には，第２章以下に示す教科，科目及

　　　　　び特別活動の目標や内容の趣旨を逸脱したり，生徒

　　　　　の負担が過重となったりすることのないようにする

　　　　　ものとする。

　　　　イ　第２章以下に示す各教科・科目及び特別活動の内

　　　　　容に掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指

　　　　　導の順序を示すものではないので，学校においては，

　　　　　その取扱いについて適切な工夫を加えるものとする。

　　　　ウ　学校においては，あらかじめ計画して，各教科・

　　　　　科目の内容及び総合的な探究の時間における学習活

　　　　　動を学期の区分に応じて単位ごとに分割して指導す

　　　　　ることができる。

　　　　エ　学校においては，特に必要がある場合には，第２

　　　　　章及び第３章に示す教科及び科目の目標の趣旨を損

　　　　　なわない範囲内で，各教科・科目の内容に関する事

　　　　　項について，基礎的・基本的な事項に重点を置くな

　　　　　どその内容を適切に選択して指導することができる。

　　（6）　指導計画の作成に当たって配慮すべき事項

　　　 　各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の

　　　 創意工夫を生かし，全体として，調和のとれた具体的な

　　　 指導計画を作成するものとする。

　　　　ア　各教科・科目等の指導内容については，単元や題

　　　　　材など内容や時間のまとまりを見通しながら，その

　　　　　まとめ方や重点の置き方に適切な工夫を加え，第３

　　　　　款の１に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向

　　　　　けた授業改善を通して資質・能力を育む効果的な指

　　　　　導ができるようにすること。

　　　　イ　各教科・科目等について相互の関連を図り，系統的，

　　　　　発展的な指導ができるようにすること。

　　（7）　キャリア教育及び職業教育に関して配慮すべき事項

　　　　ア　学校においては，第５款の１に示すキャリア教育

　　　　　及び職業教育を推進するために，生徒の特性や進路，

　　　　　学校や地域の実態等を考慮し，地域や産業界等との

　　　　　連携を図り，産業現場等における長期間の実習を取

　　　　　り入れるなどの就業体験活動の機会を積極的に設け

　　　　　るとともに，地域や産業界等の人々の協力を積極的

　　　　　に得るよう配慮するものとする。

　　　　イ　普通科においては，生徒の特性や進路，学校や地

　　　　　域の実態等を考慮し，必要に応じて，適切な職業に

　　　　　関する各教科・科目の履修の機会の確保について配

　　　　　慮するものとする。

　　　　ウ　職業教育を主とする専門学科においては，次の事

　　　　　項に配慮するものとする。

　　　　　(ｱ)　職業に関する各教科・科目については，実験・

　　　　　　 実習に配当する授業時数を十分確保するようにす

　　　　　　 ること。

　　　　　(ｲ)　生徒の実態を考慮し，職業に関する各教科・科

　　　　　　 目の履修を容易にするため特別な配慮が必要な場

　　　　　　 合には，各分野における基礎的又は中核的な科目

　　　　　　 を重点的に選択し，その内容については基礎的・

　　　　　　 基本的な事項が確実に身に付くように取り扱い，

　　　　　　 また，主として実験・実習によって指導するなど

　　　　　　 の工夫をこらすようにすること。

　　　　エ　職業に関する各教科・科目については，次の事項

　　　　　に配慮するものとする。

　　　　　(ｱ)　職業に関する各教科・科目については，就業体

　　　　　　 験活動をもって実習に替えることができること。

　　　　　　 この場合，就業体験活動は，その各教科・科目の

　　　　　　 内容に直接関係があり，かつ，その一部としてあ

　　　　　　 らかじめ計画し，評価されるものであることを要

　　　　　　 すること。

　　　　　(ｲ)　農業，水産及び家庭に関する各教科・科目の指

　　　　　　 導に当たっては，ホームプロジェクト並びに学校

　　　 する内容の範囲や程度等を示したものであり，学校にお

　　　 いて必要がある場合には，この事項にかかわらず指導す

　　　 ることができる。ただし，これらの場合には，第２章以

　　　 下に示す教科，科目及び特別活動の目標や内容の趣旨を

　　　 逸脱したり，生徒の負担過重になったりすることのない

　　　 ようにするものとする。

　　（2）　第２章以下に示す各教科・科目及び特別活動の内容に

　　　 掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序

　　　 を示すものではないので，学校においては，その取扱い

　　　 について適切な工夫を加えるものとする。

　　（3）　学校においては，あらかじめ計画して，各教科・科目

　　　 の内容及び総合的な学習の時間における学習活動を学期

　　　 の区分に応じて単位ごとに分割して指導することができ

　　　 る。

　　（4）　学校においては，特に必要がある場合には，第２章及

　　　 び第３章に示す教科及び科目の目標の趣旨を損なわない

　　　 範囲内で，各教科・科目の内容に関する事項について，

　　　 基礎的・基本的な事項に重点を置くなどその内容を適切

　　　 に選択して指導することができる。

３　指導計画の作成に当たって配慮すべき事項

　　各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意

　工夫を生かし，全体として，調和のとれた具体的な指導計画

　を作成するものとする。

　　（2）　各教科・科目の指導内容については，各事項のまとめ

　　　 方及び重点の置き方に適切な工夫を加えて，効果的な指

　　　 導ができるようにすること。　

　　（1）　各教科・科目等について相互の関連を図り，発展的，

　　　 系統的な指導ができるようにすること。

４　職業教育に関して配慮すべき事項

　　（3）学校においては，キャリア教育を推進するために，地

　　　 域や学校の実態，生徒の特性 , 進路等を考慮し，地域や

　　　 産業界等との連携を図り，産業現場等における長期間の

　　　 実習を取り入れるなどの就業体験の機会を積極的に設け

　　　 るとともに，地域や産業界等の人々の協力を積極的に得

　　　 るよう配慮するものとする。

　　（1）　普通科においては，地域や学校の実態，生徒の特性，

　　　 進路等を考慮し，必要に応じて，適切な職業に関する各

　　　 教科・科目の履修の機会の確保について配慮するものと

　　　 する。

　　（2）　職業教育を主とする専門学科においては，次の事項に

　　　 配慮するものとする。

　　　　ア　職業に関する各教科・科目については，実験・実

　　　　　習に配当する授業時数を十分確保するようにするこ

　　　　　と。

　　　　イ　生徒の実態を考慮し，職業に関する各教科・科目

　　　　　の履修を容易にするため特別な配慮が必要な場合に

　　　　　は，各分野における基礎的又は中核的な科目を重点

　　　　　的に選択し，その内容については基礎的・基本的な

　　　　　事項が確実に身に付くように取り扱い，また，主と

　　　　　して実験・実習によって指導するなどの工夫をこら

　　　　　すようにすること。

　　（4）　職業に関する各教科・科目については，次の事項に配

　　　 慮するものとする。

　　　　ア　職業に関する各教科・科目については，就業体験

　　　　　をもって実習に替えることができること。この場合，

　　　　　就業体験は，その各教科・科目の内容に直接関係が

　　　　　あり，かつ，その一部としてあらかじめ計画される

　　　　　ものであることを要すること。

　　　　イ　農業，水産及び家庭に関する各教科・科目の指導

　　　　　に当たっては，ホームプロジェクト並びに学校家庭

《追記》

主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善を通して「資質・能

力」を育む効果的な指導を行うこと

が示された。
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　　　　　　 家庭クラブ及び学校農業クラブなどの活動を活用

　　　　　　 して，学習の効果を上げるよう留意すること。こ

　　　　　　 の場合，ホームプロジェクトについては，その各

　　　　　　 教科・科目の授業時数の 10 分の２以内をこれに

　　　　　　 充てることができること。

　　　　　(ｳ) 定時制及び通信制の課程において，職業に関す

　　　　　　 る各教科・科目を履修する生徒が，現にその各教

　　　　　　 科・科目と密接な関係を有する職業（家事を含む。）

　　　　　　 に従事している場合で，その職業における実務等

　　　　　　 が，その各教科・科目の一部を履修した場合と同

　　　　　　 様の成果があると認められるときは，その実務等

　　　　　　 をもってその各教科・科目の履修の一部に替える

　　　　　　 ことができること。

４　学校段階等間の接続

　　教育課程の編成に当たっては，次の事項に配慮しながら，

　学校段階等間の接続を図るものとする。

　　（1）現行の中学校学習指導要領を踏まえ，中学校教育まで

　　　 の学習の成果が高等学校教育に円滑に接続され，高等学

　　　 校教育段階の終わりまでに育成することを目指す資質・

　　　 能力を，生徒が確実に身に付けることができるよう工夫

　　　 すること。特に，中等教育学校，連携型高等学校及び併

　　　 設型高等学校においては，中等教育６年間を見通した計

　　　 画的かつ継続的な教育課程を編成すること。

　　（2）生徒や学校の実態等に応じ，必要がある場合には，例

　　　 えば次のような工夫を行い，義務教育段階での学習内容

　　　 の確実な定着を図るようにすること。

　　　　ア　各教科・科目の指導に当たり，義務教育段階での

　　　　　学習内容の確実な定着を図るための学習機会を設け

　　　　　ること。

　　　　イ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りな

　　　　　がら，必履修教科・科目の内容を十分に習得させる

　　　　　ことができるよう，その単位数を標準単位数の標準

　　　　　の限度を超えて増加して配当すること。

　　　　ウ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るこ

　　　　　とを目標とした学校設定科目等を履修させた後に，

　　　　　必履修教科・科目を履修させるようにすること。

　　（3）　大学や専門学校等における教育や社会的・職業的自立，

　　　 生涯にわたる学習のために，高等学校卒業以降の教育や

　　　 職業との円滑な接続が図られるよう，関連する教育機関

　　　 や企業等との連携により，卒業後の進路に求められる資

　　　 質・能力を着実に育成することができるよう工夫するこ

　　　 と。

５　通信制の課程における教育課程の特例

　　通信制の課程における教育課程については，１から４まで

　（３の (3)，(4) 並びに (7) のエの (ｱ) 及び (ｲ) を除く。）並び

　に第１款及び第３款から第７款までに定めるところによるほ

　か，次に定めるところによる。

　　（1）　各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時

　　　 間（１単位時間は，50 分として計算するものとする。

　　　 以下同じ。）数の標準は，１単位につき次の表のとおり

　　　 とする。(表省略 )

　　（2）　学校設定教科に関する科目のうち専門教科・科目以外

　　　 のものの添削指導の回数及び面接指導の単位時間数につ

　　　 いては，１単位につき，それぞれ１回以上及び１単位時

　　　 間以上を確保した上で，各学校が適切に定めるものとす

　　　 る。

　　（3）　理数に属する科目及び総合的な探究の時間の添削指導

　　　 の回数及び面接指導の単位時間数については，１単位に

　　　 つき，それぞれ１回以上及び１単位時間以上を確保した

　　　 上で，各学校において，学習活動に応じ適切に定めるも

　　　 のとする。

　　（4）　各学校における面接指導の１回あたりの時間は，各学

　　　 校において，(1) から (3) までの標準を踏まえ，各教科・

　　　 科目及び総合的な探究の時間の面接指導の単位時間数を

　　　 確保しつつ，生徒の実態並びに各教科・科目及び総合的

　　　　　クラブ及び学校農業クラブなどの活動を活用して，

　　　　　学習の効果を上げるよう留意すること。この場合，

　　　　　ホームプロジェクトについては，その各教科・科目

　　　　　の授業時数の 10 分の２以内をこれに充てることがで

　　　　　きること。

　　　　ウ　定時制及び通信制の課程において，職業に関する

　　　　　各教科・科目を履修する生徒が，現にその各教科・

　　　　　科目と密接な関係を有する職業（家事を含む。）に従

　　　　　事している場合で，その職業における実務等が，そ

　　　　　の各教科・科目の一部を履修した場合と同様の成果

　　　　　があると認められるときは，その実務等をもってそ

　　　　　の各教科・科目の履修の一部に替えることができる

　　　　　こと。

（新設）

　　（3）　学校や生徒の実態等に応じ，必要がある場合には，例

　　　 えば次のような工夫を行い，義務教育段階での学習内容

　　　 の確実な定着を図るようにすること。【第５款３】　　　

　　　　ア　各教科・科目の指導に当たり，義務教育段階での

　　　　　学習内容の確実な定着を図るための学習機会を設け

　　　　　ること。

　　　　イ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りな

　　　　　がら，必履修教科・科目の内容を十分に習得させる

　　　　　ことができるよう，その単位数を標準単位数の標準

　　　　　の限度を超えて増加して配当すること。

　　　　ウ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るこ

　　　　　とを目標とした学校設定科目等を履修させた後に，

　　　　　必履修教科・科目を履修させるようにすること。

（新設）

第７款 通信制の課程における教育課程の特例

　通信制の課程における教育課程については，第１款から第６

款まで（第４款，第５款の１並びに第５款の４の (4) のア及び

イを除く。）に定めるところによるほか，次に定めるところによ

る。

１　各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時間（１

　単位時間は，50 分として計算するものとする。以下同じ。）　

　数の標準は，１単位につき次の表のとおりとするほか，学校

　設定教科に関する科目のうち専門教科・科目以外のものにつ

　いては，各学校が定めるものとする。(表省略 )

２　総合的な学習の時間の添削指導の回数及び面接指導の単位

　時間数については，各学校において，学習活動に応じ適切に

　定めるものとする。

３　面接指導の授業の１単位時間は，各学校において，各教科・

　科目の面接指導の単位時間数を確保しつつ，生徒の実態及び

　各教科・科目等の特質を考慮して適切に定めるものとする。 

 

《新設》

小中 9 年間，あるいは中高 6年間を

見通した教育課程を編成し，各学校

段階の円滑な接続を図ることが明記

された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　 な探究の時間の特質を考慮して適切に定めるものとする。

　　（5）　学校が，その指導計画に，各教科・科目又は特別活動

　　　 について体系的に行われるラジオ放送，テレビ放送その

　　　 他の多様なメディアを利用して行う学習を計画的かつ継

　　　 続的に取り入れた場合で，生徒がこれらの方法により学

　　　 習し，報告課題の作成等により，その成果が満足できる

　　　 と認められるときは，その生徒について，その各教科・

　　　 科目の面接指導の時間数又は特別活動の時間数（以下「面

　　　 接指導等時間数」という。）のうち，10 分の６以内の時

　　　 間数を免除することができる。また，生徒の実態等を考

　　　 慮して特に必要がある場合は，面接指導等時間数のうち，

　　　 複数のメディアを利用することにより，各メディアごと

　　　 にそれぞれ 10 分の６以内の時間数を免除することがで

　　　 きる。ただし，免除する時間数は，合わせて 10 分の８

　　　 を超えることができない。

　　　 　なお，生徒の面接指導等時間数を免除しようとする場

　　　 合には，本来行われるべき学習の量と質を低下させるこ

　　　 とがないよう十分配慮しなければならない。

　　（6）　特別活動については，ホームルーム活動を含めて，各々

　　　 の生徒の卒業までに 30 単位時間以上指導するものとす

　　　 る。なお，特別の事情がある場合には，ホームルーム活

　　　 動及び生徒会活動の内容の一部を行わないものとするこ

　　　 とができる。

第３款 教育課程の実施と学習評価

１　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

　　各教科・科目等の指導に当たっては，次の事項に配慮する

　ものとする。

　　（1）　第１款の３の (1) から (3) までに示すことが偏りなく

　　　 実現されるよう，単元や題材など内容や時間のまとまり

　　　 を見通しながら，生徒の主体的・対話的で深い学びの実

　　　 現に向けた授業改善を行うこと。

　　　 　特に，各教科・科目等において身に付けた知識及び技

　　　 能を活用したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向

　　　 かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象とな

　　　 る物事を捉え思考することにより，各教科・科目等の特

　　　 質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考

　　　 え方」という。）が鍛えられていくことに留意し，生徒

　　　 が各教科・科目等の特質に応じた見方・考え方を働かせ

　　　 ながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，

　　　 情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解

　　　 決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすること

　　　 に向かう過程を重視した学習の充実を図ること。

　　（2）　第２款の２の (1) に示す言語能力の育成を図るため，

　　　 各学校において必要な言語環境を整えるとともに，国語

　　　 科を要としつつ各教科・科目等の特質に応じて，生徒の

　　　 言語活動を充実すること。あわせて，(6) に示すとおり

　　　 読書活動を充実すること。

　　（3）　第２款の２の (1) に示す情報活用能力の育成を図るた

　　　 め，各学校において，コンピュータや情報通信ネットワー

　　　 クなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え，

　　　 これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること。ま

　　　 た，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器など

　　　 の教材・教具の適切な活用を図ること。

　　（4）　生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り

　　　 返ったりする活動を，計画的に取り入れるように工夫す

　　　 ること。

　　（5）　生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦し

　　　 てみることや多様な他者と協働することの重要性などを

　　　 実感しながら理解することができるよう，各教科・科目

　　　 等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と

　　　 連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫するこ

　　　 と。

４　学校が，その指導計画に，各教科・科目又は特別活動につ

　いて計画的かつ継続的に行われるラジオ放送，テレビ放送そ

　の他の多様なメディアを利用して行う学習を取り入れた場合

　で，生徒がこれらの方法により学習し，報告課題の作成等に

　より，その成果が満足できると認められるときは，その生徒

　について，その各教科・科目の面接指導の時間数又は特別活

　動の時間数のうち，各メディアごとにそれぞれ 10 分の６以内

　の時間数を免除することができる。ただし，免除する時間数は，

　合わせて 10 分の８を超えることができない。

   

５　特別活動については，ホームルーム活動を含めて，各々の

　生徒の卒業までに30単位時間以上指導するものとする。なお，

　特別の事情がある場合には，ホームルーム活動及び生徒会活

　動の内容の一部を行わないものとすることができる。 

  

５　教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項

　以上のほか，次の事項について配慮するものとする。【第５款】

（新設）

　　（1）　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒の思考力，

　　　 判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・基本的

　　　 な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するととも

　　　 に，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力

　　　 の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活

　　　 動を充実すること。

　　（10）　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が情報モ

　　　 ラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネットワーク

　　　 などの情報手段を適切かつ実践的，主体的に活用できる

　　　 ようにするための学習活動を充実するとともに，これら

　　　 の情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教

　　　 具の適切な活用を図ること。

　　（5）　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が学習の見

　　　 通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を

　　　 計画的に取り入れるようにすること。

（新設）

《変更》

各教科・科目の面接指導の時間数又

は特別活動の時間数について，「面

接指導等時間数」という用語が用い

られた。

《追記》

各教科・科目の面接指導の時間数又

は特別活動の時間数について，「生

徒の面接指導等時間数を免除しよう

とする場合には，本来行われるべき

学習の量と質を低下させることがな

いよう十分配慮しなければならな

い」ことが追記された。

《新設》

主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善について，知識及び

技能の活用，特質に応じた思考力，

判断力，表現力等や学びに向かう力，

人間性等の発揮に向かう過程を重視

することが示された。

《追記》

新たに，「見方・考え方」（各教科・

科目等の特質に応じた物事を捉える

視点や考え方）を重視し学習を充実

させることが示された。

《追記》

言語能力の育成を図る活動の一つと

して，「読書活動」が示された。

《追記》

情報手段の活用に必要な環境を整え

ることが示された。

《新設》

「生徒が生命の有限性や自然の大切さ，

主体的に挑戦してみることや多様な

他者と協働することの重要性などを

実感しながら理解することができる」

ために，各教科・科目等の特質に応

じた体験活動，家庭や地域社会との

連携を体系的・継続的に実施できる

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　（6）　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，

　　　 生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

　　　 善に生かすとともに，生徒の自主的，自発的な学習活動

　　　 や読書活動を充実すること。また，地域の図書館や博物

　　　 館，美術館，劇場，音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，

　　　 資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実す

　　　 ること。

２　学習評価の充実

　　学習評価の実施に当たっては，次の事項に配慮するものと

　する。

　　（1）生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学

　　　 習したことの意義や価値を実感できるようにすること。

　　　 また，各教科・科目等の目標の実現に向けた学習状況を

　　　 把握する観点から，単元や題材など内容や時間のまとま

　　　 りを見通しながら評価の場面や方法を工夫して，学習の

　　　 過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図

　　　 り，資質・能力の育成に生かすようにすること。

　　（2）　創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められ

　　　 るよう，組織的かつ計画的な取組を推進するとともに，

　　　 学年や学校段階を越えて生徒の学習の成果が円滑に接続

　　　 されるように工夫すること。

第４款 単位の修得及び卒業の認定

１　各教科・科目及び総合的な探究の時間の単位の修得の認定

　　（1）学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　 て各教科・科目を履修し，その成果が教科及び科目の目

　　　 標からみて満足できると認められる場合には，その各教

　　　 科・科目について履修した単位を修得したことを認定し

　　　 なければならない。

　　（2）学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　 て総合的な探究の時間を履修し，その成果が第４章の第

　　　 ２の１に基づき定められる目標からみて満足できると認

　　　 められる場合には，総合的な探究の時間について履修し

　　　 た単位を修得したことを認定しなければならない。

　　（3）学校においては，生徒が１科目又は総合的な探究の時

　　　 間を２以上の年次にわたって履修したときは，各年次ご

　　　 とにその各教科・科目又は総合的な探究の時間について

　　　 履修した単位を修得したことを認定することを原則とす

　　　 る。また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行うこ

　　　 とができる。

２　卒業までに修得させる単位数

　　学校においては，卒業までに修得させる単位数を定め，校

　長は，当該単位数を修得した者で，特別活動の成果がその目

　標からみて満足できると認められるものについて，高等学校

　の全課程の修了を認定するものとする。この場合，卒業まで

　に修得させる単位数は，74 単位以上とする。なお，普通科に

　おいては，卒業までに修得させる単位数に含めることができ

　る学校設定科目及び学校設定教科に関する科目に係る修得単

　位数は，合わせて 20 単位を超えることができない。

３　各学年の課程の修了の認定

　　学校においては，各学年の課程の修了の認定については，

　単位制が併用されていることを踏まえ，弾力的に行うよう配

　慮するものとする。

第５款 生徒の発達の支援

１　生徒の発達を支える指導の充実

　教育課程の編成及び実施に当たっては，次の事項に配慮する

ものとする。

　　（1）　学習や生活の基盤として，教師と生徒との信頼関係及

　　（11）　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，

　　　 生徒の主体的，意欲的な学習活動や読書活動を充実する

　　　 こと。

　　（12）　生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価する

　　　 とともに，指導の過程や成果を評価し，指導の改善を行

　　　 い学習意欲の向上に生かすようにすること。

第６款 単位の修得及び卒業の認定

１　各教科・科目及び総合的な学習の時間の単位の修得の認定

　　（1）　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　 て各教科・科目を履修し，その成果が教科及び科目の目

　　　 標からみて満足できると認められる場合には，その各教

　　　 科・科目について履修した単位を修得したことを認定し

　　　 なければならない。

　　（2）　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　 て総合的な学習の時間を履修し，その成果が第４章に定

　　　 める目標からみて満足できると認められる場合には，総

　　　 合的な学習の時間について履修した単位を修得したこと

　　　 を認定しなければならない。

　　（3）学校においては，生徒が１科目又は総合的な学習の時

　　　 間を２以上の年次にわたって分割履修したときは，各年

　　　 次ごとにその各教科・科目又は総合的な学習の時間につ

　　　 いて履修した単位を修得したことを認定することを原則

　　　 とする。また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行

　　　 うことができる。

２　卒業までに修得させる単位数

　　学校においては，卒業までに修得させる単位数を定め，校

　長は，当該単位数を修得した者で，特別活動の成果がその目

　標からみて満足できると認められるものについて，高等学校

　の全課程の修了を認定するものとする。この場合，卒業まで

　に修得させる単位数は，74 単位以上とする。なお，普通科に

　おいては，卒業までに修得させる単位数に含めることができ

　る学校設定科目及び学校設定教科に関する科目に係る修得単

　位数は，合わせて 20 単位を超えることができない。

３　各学年の課程の修了の認定

　　学校においては，各学年の課程の修了の認定については，

　単位制が併用されていることを踏まえ，弾力的に行うよう配

　慮するものとする。　

（新設）

よう工夫することが明記された。

《変更》

「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて，学校図書館の利用に加

えて，地域の施設を積極的に活用し

ていく方針が示された。

《追記》

学習評価について，学習したことの

意義や価値を実感できるようにする

こと，各教科・科目等の目標の実現

に向けた学習状況を把握する観点か

ら，単元や題材など内容や時間のま

とまりを見通しながら評価の場面や

方法を工夫すること等が明示され

た。

《変更》

学習評価について，「指導の過程や

成果」から「学習の過程や成果」に

変更された。

《新設》

学習評価の妥当性や信頼性に関して

述べられ，「組織的かつ計画的な取

組を推進するとともに，学年や学校

段階を越えて生徒の学習の成果が円

滑に接続されるように工夫するこ

と」が盛り込まれた。

《新設》

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　 び生徒相互のよりよい人間関係を育てるため，日頃から

　　　 ホームルーム経営の充実を図ること。また，主に集団の

　　　 場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと，個々の生

　　　 徒の多様な実態を踏まえ，一人一人が抱える課題に個別

　　　 に対応した指導を行うカウンセリングの双方により，生

　　　 徒の発達を支援すること。

　　（2）　生徒が，自己の存在感を実感しながら，よりよい人間

　　　 関係を形成し，有意義で充実した学校生活を送る中で，

　　　 現在及び将来における自己実現を図っていくことができ

　　　 るよう，生徒理解を深め，学習指導と関連付けながら，

　　　 生徒指導の充実を図ること。

　　（3）　生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し

　　　 ながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる

　　　 資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活

　　　 動を要としつつ各教科・科目等の特質に応じて，キャリ

　　　 ア教育の充実を図ること。その中で，生徒が自己の在り

　　　 方生き方を考え主体的に進路を選択することができるよ

　　　 う，学校の教育活動全体を通じ，組織的かつ計画的な進

　　　 路指導を行うこと。

　　（4）　学校の教育活動全体を通じて，個々の生徒の特性等の

　　　 的確な把握に努め，その伸長を図ること。また，生徒が

　　　 適切な各教科・科目や類型を選択し学校やホームルーム

　　　 での生活によりよく適応するとともに，現在及び将来の

　　　 生き方を考え行動する態度や能力を育成することができ

　　　 るようにすること。

　　（5）　生徒が，基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め，

　　　 学習内容を確実に身に付けることができるよう，生徒や

　　　 学校の実態に応じ，個別学習やグループ別学習，繰り返

　　　 し学習，学習内容の習熟の程度に応じた学習，生徒の興

　　　 味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や発展的な

　　　 学習などの学習活動を取り入れることや，教師間の協力

　　　 による指導体制を確保することなど，指導方法や指導体

　　　 制の工夫改善により，個に応じた指導の充実を図ること。

　　　 その際，第３款の１の (3) に示す情報手段や教材・教具

　　　 の活用を図ること。

　　（6）　学習の遅れがちな生徒などについては，各教科・科目

　　　 等の選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を

　　　 行い，生徒の実態に応じ，例えば義務教育段階の学習内

　　　 容の確実な定着を図るための指導を適宜取り入れるな

　　　 ど，指導内容や指導方法を工夫すること。

２　特別な配慮を必要とする生徒への指導

　　（1）　障害のある生徒などへの指導

　　　　ア　障害のある生徒などについては，特別支援学校等

　　　　　の助言又は援助を活用しつつ，個々の生徒の障害の

　　　　　状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的

　　　　　かつ計画的に行うものとする。

　　　　イ　障害のある生徒に対して，学校教育法施行規則第

　　　　　140 条の規定に基づき，特別の教育課程を編成し，

　　　　　障害に応じた特別の指導（以下「通級による指導」

　　　　　という。）を行う場合には，学校教育法施行規則第

　　　　　129 条の規定により定める現行の特別支援学校高等

　　　　　部学習指導要領第６章に示す自立活動の内容を参考

　　　　　とし，具体的な目標や内容を定め，指導を行うもの

　　　　　とする。その際，通級による指導が効果的に行われ

　　　　　るよう，各教科・科目等と通級による指導との関連

　　　　　を図るなど，教師間の連携に努めるものとする。

　　　　　　なお，通級による指導における単位の修得の認定

　　　　　については，次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　学校においては，生徒が学校の定める個別の指

　　　　　　 導計画に従って通級による指導を履修し，その成

　　　　　　 果が個別に設定された指導目標からみて満足でき

　　　　　　 ると認められる場合には，当該学校の単位を修得

　　　　　　 したことを認定しなければならない。

　　　　　(ｲ)　学校においては，生徒が通級による指導を２以

　　　　　　 上の年次にわたって履修したときは，各年次ごと

　　（3）　教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関

　　　 係を育てるとともに生徒理解を深め，生徒が主体的に判

　　　 断，行動し積極的に自己を生かしていくことができるよ

　　　 う，生徒指導の充実を図ること。【第 5款 5】

　　（4）　生徒が自己の在り方生き方を考え，主体的に進路を選

　　　 択することができるよう，学校の教育活動全体を通じ，

　　　 計画的，組織的な進路指導を行い，キャリア教育を推進

　　　 すること。【第 5款 5】

　　（2）　学校の教育活動全体を通じて，個々の生徒の特性等の

　　　 的確な把握に努め，その伸長を図ること。また，生徒が

　　　 適切な各教科・科目や類型を選択し学校やホームルーム

　　　 での生活によりよく適応するとともに，現在及び将来の

　　　 生き方を考え行動する態度や能力を育成することができ

　　　 るよう，ガイダンスの機能の充実を図ること。【第 5 款

　　　 5】　

　　（6）　各教科・科目等の指導に当たっては，教師間の連携協

　　　 力を密にするなど指導体制を確立するとともに，学校や

　　　 生徒の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，繰り返

　　　 し指導，教師間の協力的な指導，生徒の学習内容の習熟

　　　 の程度等に応じた弾力的な学級の編成など指導方法や指

　　　 導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図ること。

　　　 【第 5 款 5】

　　（7）　学習の遅れがちな生徒などについては，各教科・科目

　　　 等の選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を

　　　 行い，生徒の実態に応じ，例えば義務教育段階の学習内

　　　 容の確実な定着を図るための指導を適宜取り入れるな

　　　 ど，指導内容や指導方法を工夫すること。【第 5 款 5】

　　（8）　障害のある生徒などについては，各教科・科目等の選

　　　 択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を行うと

　　　 ともに，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

　　　 例えば指導についての計画又は家庭や医療，福祉，労働

　　　 等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を

　　　 個別に作成することなどにより，個々の生徒の障害の状

　　　 態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織

　　　 的に行うこと。【第 5款 5】

（新設）

（新設）

「ホームルーム経営の充実」が新た

に明記された。また，集団の指導や

援助を行うガイダンスに加えて，生

徒一人一人が抱える課題に対して個

別に対応するカウンセリングの双方

により，生徒の発達を支援すること

が示された。

《追記》

「社会的・職業的自立に向けて必要

な基盤となる資質・能力を身に付け

ていくことができるよう，特別活動

を要としつつ各教科・科目等の特質

に応じて，キャリア教育の充実を図

ること」が追記された。

《変更・追記》

指導方法や指導体制の工夫改善につ

いて，「指導」から「学習」に変更

された。

また，「学習内容の習熟度の程度に

応じた学習，生徒の興味・関心等に

応じた課題学習，補充的な学習や発

展的な学習」が追記された。

《新設》

「障害のある生徒などへの指導」に

ついて，特別支援学校等の助言や援

助を活用しながら指導内容や指導方

法を工夫すること，また，教育課程

編成の際の留意点がア～ウとして具

体的に示された。

《追記》

「障害のある生徒などへの指導」に

ついて，「通級による指導」が明示

された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　　　 に当該学校の単位を修得したことを認定すること

　　　　　　 を原則とする。ただし，年度途中から通級による

　　　　　　 指導を開始するなど，特定の年度における授業時

　　　　　　 数が，１単位として計算する標準の単位時間に満

　　　　　　 たない場合は，次年度以降に通級による指導の時

　　　　　　 間を設定し，２以上の年次にわたる授業時数を合

　　　　　　 算して単位の修得の認定を行うことができる。ま

　　　　　　 た，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行うこ

　　　　　　 とができる。

　　　　ウ　障害のある生徒などについては，家庭，地域及び

　　　　　医療や福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関と

　　　　　の連携を図り，長期的な視点で生徒への教育的支援

　　　　　を行うために，個別の教育支援計画を作成し活用す

　　　　　ることに努めるとともに，各教科・科目等の指導に

　　　　　当たって，個々の生徒の実態を的確に把握し，個別

　　　　　の指導計画を作成し活用することに努めるものとす

　　　　　る。特に，通級による指導を受ける生徒については，

　　　　　個々の生徒の障害の状態等の実態を的確に把握し，

　　　　　個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し，効

　　　　　果的に活用するものとする。

　　（2）　海外から帰国した生徒などの学校生活への適応や，日

　　　 本語の習得に困難のある生徒に対する日本語指導

　　　　ア　海外から帰国した生徒などについては，学校生活

　　　　　への適応を図るとともに，外国における生活経験を

　　　　　生かすなどの適切な指導を行うものとする。

　　　　イ　日本語の習得に困難のある生徒については，個々

　　　　　の生徒の実態に応じた指導内容や指導方法の工夫を

　　　　　組織的かつ計画的に行うものとする。

　　（3）　不登校生徒への配慮

　　　　ア　不登校生徒については，保護者や関係機関と連携

　　　　　を図り，心理や福祉の専門家の助言又は援助を得な

　　　　　がら，社会的自立を目指す観点から，個々の生徒の

　　　　　実態に応じた情報の提供その他の必要な支援を行う

　　　　　ものとする。

　　　　イ　相当の期間高等学校を欠席し引き続き欠席すると

　　　　　認められる生徒等を対象として，文部科学大臣が認

　　　　　める特別の教育課程を編成する場合には，生徒の実

　　　　　態に配慮した教育課程を編成するとともに，個別学

　　　　　習やグループ別学習など指導方法や指導体制の工夫

　　　　　改善に努めるものとする。

第６款 学校運営上の留意事項

１　教育課程の改善と学校評価，教育課程外の活動との連携等

　　　　ア　各学校においては，校長の方針の下に，校務分掌

　　　　　に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ，相互に

　　　　　連携しながら，各学校の特色を生かしたカリキュラ

　　　　　ム・マネジメントを行うよう努めるものとする。また，

　　　　　各学校が行う学校評価については，教育課程の編成，

　　　　　実施，改善が教育活動や学校運営の中核となること

　　　　　を踏まえ，カリキュラム・マネジメントと関連付け

　　　　　ながら実施するよう留意するものとする。

　　　　イ　教育課程の編成及び実施に当たっては，学校保健

　　　　　計画，学校安全計画，食に関する指導の全体計画，

　　　　　いじめの防止等のための対策に関する基本的な方針

　　　　　など，各分野における学校の全体計画等と関連付け

　　　　　ながら，効果的な指導が行われるように留意するも

　　　　　のとする。

　　　　ウ　教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図

　　　　　られるように留意するものとする。特に，生徒の自

　　　　　主的，自発的な参加により行われる部活動について

　　　　　は，スポーツや文化，科学等に親しませ，学習意欲

　　　　　の向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目指

　　　　　す資質・能力の育成に資するものであり，学校教育

　　　　　の一環として，教育課程との関連が図られるよう留

　　（8）　障害のある生徒などについては，各教科・科目等の選

　　　 択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を行うと

　　　 ともに，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

　　　 例えば指導についての計画又は家庭や医療，福祉，労働

　　　 等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を

　　　 個別に作成することなどにより，個々の生徒の障害の状

　　　 態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織

　　　 的に行うこと。（再掲）

　　（9）　海外から帰国した生徒などについては，学校生活への

　　　 適応を図るとともに，外国における生活経験を生かすな

　　　 ど適切な指導を行うこと。

（新設）

（新設）

　　（13）　生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動

　　　 については，スポーツや文化及び科学等に親しませ，学

　　　 習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するもので

　　　 あり，学校教育の一環として，教育課程との関連が図ら

　　　 れるよう留意すること。その際，地域や学校の実態に応

　　　 じ，地域の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団

　　　 体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うよう

《新設》

「日本語の習得に困難のある生徒に

対する日本語指導」が新設され，組

織的・計画的な日本語指導の必要性

が明記された。

《新設》

「不登校生徒への配慮」として，不

登校の生徒についての記載が今回の

改訂で初めて登場した。

《新設》

「各学校の特色を生かしたカリキュ

ラム・マネジメント」は，校長の方

針の下，全ての教職員が参加するこ

とによって取り組んでいくことが示

された。

《新設》

食に関する指導やいじめ防止等，各

分野の全体計画と関連を図って効果

的な指導に取り組むことが示され

た。

《追記》

部活動について，「学校教育が目指

す資質・能力の育成に資するもの」

であることが示された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　　意すること。その際，学校や地域の実態に応じ，地

　　　　　域の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団体

　　　　　等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行い，

　　　　　持続可能な運営体制が整えられるようにするものと

　　　　　する。

２　家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携

　　教育課程の編成及び実施に当たっては，次の事項に配慮す

　るものとする。

　　　　ア　学校がその目的を達成するため，学校や地域の実

　　　　　態等に応じ，教育活動の実施に必要な人的又は物的

　　　　　な体制を家庭や地域の人々の協力を得ながら整える

　　　　　など，家庭や地域社会との連携及び協働を深めるこ

　　　　　と。また，高齢者や異年齢の子供など，地域におけ

　　　　　る世代を越えた交流の機会を設けること。

　　　　イ　他の高等学校や，幼稚園，認定こども園，保育所，

　　　　　小学校，中学校，特別支援学校及び大学などとの間

　　　　　の連携や交流を図るとともに，障害のある幼児児童

　　　　　生徒との交流及び共同学習の機会を設け，共に尊重

　　　　　し合いながら協働して生活していく態度を育むよう

　　　　　にすること。

第７款 道徳教育に関する配慮事項

　道徳教育を進めるに当たっては，道徳教育の特質を踏まえ，

第６款までに示す事項に加え，次の事項に配慮するものとする。

１　各学校においては，第１款の２の (2) に示す道徳教育の目

　標を踏まえ，道徳教育の全体計画を作成し，校長の方針の下に，

　道徳教育の推進を主に担当する教師（「道徳教育推進教師」と

　いう。）を中心に，全教師が協力して道徳教育を展開すること。

　なお，道徳教育の全体計画の作成に当たっては，生徒や学校

　の実態に応じ，指導の方針や重点を明らかにして，各教科・

　科目等との関係を明らかにすること。その際，公民科の「公共」

　及び「倫理」並びに特別活動が，人間としての在り方生き方

　に関する中核的な指導の場面であることに配慮すること。

２　道徳教育を進めるに当たっては，中学校までの特別の教科

　である道徳の学習等を通じて深めた，主として自分自身，人

　との関わり，集団や社会との関わり，生命や自然，崇高なも

　のとの関わりに関する道徳的諸価値についての理解を基にし

　ながら，様々な体験や思索の機会等を通して，人間としての

　在り方生き方についての考えを深めるよう留意すること。ま

　た，自立心や自律性を高め，規律ある生活をすること，生命

　を尊重する心を育てること，社会連帯の自覚を高め，主体的

　に社会の形成に参画する意欲と態度を養うこと，義務を果た

　し責任を重んずる態度及び人権を尊重し差別のないよりよい

　社会を実現しようとする態度を養うこと，伝統と文化を尊重

　し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに，他

　国を尊重すること，国際社会に生きる日本人としての自覚を

　身に付けることに関する指導が適切に行われるよう配慮する

　こと。

３　学校やホームルーム内の人間関係や環境を整えるとともに，

　就業体験活動やボランティア活動，自然体験活動，地域の行

　事への参加などの豊かな体験を充実すること。また，道徳教

　育の指導が，生徒の日常生活に生かされるようにすること。

　その際，いじめの防止や安全の確保等にも資することとなる

　ように留意すること。

４　学校の道徳教育の全体計画や道徳教育に関する諸活動など

　の情報を積極的に公表したり，道徳教育の充実のために家庭

　や地域の人々の積極的な参加や協力を得たりするなど，家庭

　や地域社会との共通理解を深めること。

　　　 にすること。

　　（14）　学校がその目的を達成するため，地域や学校の実態

　　　 等に応じ，家庭や地域の人々の協力を得るなど家庭や地

　　　 域社会との連携を深めること。また，高等学校間や中学

　　　 校，特別支援学校及び大学などとの間の連携や交流を図

　　　 るとともに，障害のある幼児児童生徒などとの交流及び

　　　 共同学習や高齢者などとの交流の機会を設けること。　

　　（4）　全教師が協力して道徳教育を展開するため，第１款の

　　　 ２に示す道徳教育の目標を踏まえ，指導の方針や重点を

　　　 明確にして，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育

　　　 について，その全体計画を作成すること。【第５款 ３】

（新設）

（新設）

（新設）

《新設》

道徳教育について，中学校までの特

別の教科である道徳の学習等を通し

て深めた道徳的諸価値についての理

解を基に，人間としての在り方生き

方についての考えを深めること等に

関して適切な指導が行われるよう明

記された。

《新設》

体験活動を重視し，道徳教育の指導

が日常生活に活かされるよう留意す

ることが示された。

《新設》

道徳教育について，家庭や地域社会

との共通理解を深めることが示され

た。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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（新設） 前文

　教育は，教育基本法第１条に定めるとおり，人格の完成を目

指し，平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質

を備えた心身ともに健康な国民の育成を期すという目的のも

と，同法第２条に掲げる次の目標を達成するよう行われなけれ

ばならない。

１ 幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，

　 豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養う

　 こと。

２ 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，

　 自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び生活との関

　 連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

３ 正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずると

　 ともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，

　 その発展に寄与する態度を養うこと。

４ 生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度

　 を養うこと。

５ 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷

　 土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発

　 展に寄与する態度を養うこと。

　これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を

目指しつつ，一人一人の生徒が，自分のよさや可能性を認識す

るとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多

様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな

人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができる

ようにすることが求められる。このために必要な教育の在り方

を具体化するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ

計画的に組み立てた教育課程である。

　教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現

していくためには，よりよい学校教育を通してよりよい社会を

創るという念を学校と社会とが共有し，それぞれの学校におい

《新設》

新たに「前文」が設けられ，教育

基本法を引用しながら教育の目的

や目標が明記された。また，「社会

に開かれた教育課程」の重要性と

学習指導要領の意義が示された。

《追記》

第１章 総 則

第１款 教育課程編成の一般方針

１　各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法

　令並びにこの章以下に示すところに従い，生徒の人間として

　調和のとれた育成を目指し，地域や学校の実態，課程や学科

　の特色，生徒の心身の発達の段階及び特性等を十分考慮して，

　適切な教育課程を編成するものとし，これらに掲げる目標を

　達成するよう教育を行うものとする。

　　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，

　生徒に生きる力をはぐくむことを目指し，創意工夫を生かし

　た特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本的な知識

　及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決す

て，必要な学習内容をどのように学び，どのような資質・能力

を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にし

ながら，社会との連携及び協働によりその実現を図っていくと

いう，社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。

　学習指導要領とは，こうした理念の実現に向けて必要となる

教育課程の基準を大綱的に定めるものである。学習指導要領が

果たす役割の一つは，公の性質を有する学校における教育水準

を全国的に確保することである。また，各学校がその特色を生

かして創意工夫を重ね，長年にわたり積み重ねられてきた教育

実践や学術研究の蓄積を生かしながら，生徒や地域の現状や課

題を捉え，家庭や地域社会と協力して，学習指導要領を踏まえ

た教育活動の更なる充実を図っていくことも重要である。

　生徒が学ぶことの意義を実感できる環境を整え，一人一人の

資質・能力を伸ばせるようにしていくことは，教職員をはじめ

とする学校関係者はもとより，家庭や地域の人々も含め，様々

な立場から生徒や学校に関わる全ての大人に期待される役割で

ある。幼児期の教育及び義務教育の基礎の上に，高等学校卒業

以降の教育や職業，生涯にわたる学習とのつながりを見通しな

がら，生徒の学習の在り方を展望していくために広く活用され

るものとなることを期待して，ここに高等学校学習指導要領を

定める。

第１章 総 則

第１款 高等学校教育の基本と教育課程の役割

１ 　各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の

　 法令並びにこの章以下に示すところに従い，生徒の人間と

　 して調和のとれた育成を目指し，生徒の心身の発達の段階

　 や特性，課程や学科の特色及び学校や地域の実態を十分考

　 慮して，適切な教育課程を編成するものとし，これらに掲

　 げる目標を達成するよう教育を行うものとする。

２ 　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，

　 第３款の１に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向け

　 た授業改善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活

　 動を展開する中で，次の (1) から (3) までに掲げる事項の

学習評価について、「学習したこと

の意義や価値を実感できるように

すること」、「各教科・科目等の目

標の実現に向けた学習状況を把握

する観点から，単元や題材など内

容や時間のまとまりを見通しなが

ら評価の場面や方法を工夫するこ

と」が明示された。

《新設》

学習評価の妥当性や信頼性に関し

て述べられ、「組織的かつ計画的な

取組を推進するとともに，学年や

学校段階を越えて生徒の学習の成

果が円滑に接続されるように工夫

すること」が盛り込まれた。

　　　　

高等学校学習指導要領新旧対照表【保健体育】

第６節 保 健 体 育

第１款 目 標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，

計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として

捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツ

ライフを継続するための資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

　　（1）　各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活におけ

　　　 る健康・安全について理解するとともに，技能を身に付

　　　 けるようにする。

　　（2）　運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合

　　　 理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，

　　　 他者に伝える力を養う。

　　（3）　生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の

　　　 保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある

　　　 生活を営む態度を養う。

第２款 各 科 目

第１　体育

１　　目標

　　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計

　画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として

　捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとと

　もに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能

　力を次のとおり育成することを目指す。

　　（1）　運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさ

　　　 や喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続

　　　 することができるようにするため，運動の多様性や体力

　　　 の必要性について理解するとともに，それらの技能を身

《追記》

体育と保健の 2 つに分けて「見方・

考え方」について追記された。

《変更》

教科の目標の示し方が改善され，前

文では保健体育科の大きな目的であ

る「生涯にわたって心身の健康を保

持増進し豊かなスポーツライフを実

現する」ことが示された。

《新設》

目標の後段では，保健体育科で育成

すべき資質・能力として，(1) 知識

及び技能，(2) 思考力，判断力，表

現力等，(3) 学びに向かう力，人間

性等の三つの柱で整理して示され

た。

《変更・新設》

教科の目標を受けて，体育分野の目

標と内容の示し方についても，現行

の「技能」，「態度」，「知識，思考・

判断」から変更され，「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学

びに向かう力，人間性等」の三つの

柱で具体的に示された。

第６節 保 健 体 育

第１款 目 標

　心と体を一体としてとらえ，健康・安全や運動についての理

解と運動の合理的，計画的な実践を通して，生涯にわたって豊

かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健

康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明る

く豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。

第２款 各 科 目

第１　体育

１　　目標

　　運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を深めるとと

　もに技能を高め，運動の楽しさや喜びを深く味わうことがで

　きるようにし，自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を

　育て，公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高め，健康・

　安全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継

　続する資質や能力を育てる。

（新設）

　　　 に付けるようにする。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発

　　　 見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると

　　　 ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養

　　　 う。

　　（3）　運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り

　　　 組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

　　　 一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育

　　　 てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたっ

　　　 て継続して運動に親しむ態度を養う。

２　内容

　Ａ　体つくり運動

　　　体つくり運動について，次の事項を身に付けることがで

　　きるよう指導する。

　　（1）　次の運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味

　　　 わい，体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実生

　　　 活への取り入れ方などを理解するとともに，自己の体力

　　　 や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生活に役

　　　 立てること。

　　　　　ア　体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と

　　　　　　体は互いに影響し変化することや心身の状態に気

　　　　　　付き，仲間と主体的に関わり合うこと。

　　　　　イ　実生活に生かす運動の計画では，自己のねらい

　　　　　　に応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の

　　　　　　向上を図るための継続的な運動の計画を立て取り

　　　　　　組むこと。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

（新設）　

（新設）

２　内容

　Ａ　体つくり運動

（新設）

　　（1）　次の運動を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味

　　　 わい，健康の保持増進や体力の向上を図り，目的に適し

　　　 た運動の計画や自己の体力や生活に応じた運動の計画を

　　　 立て，実生活に役立てることができるようにする。

　　（3）　体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実生活への

　　　 取り入れ方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた運

　　　 動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。

　　　　　ア　体ほぐしの運動では，心と体は互いに影響し変

　　　　　　化することに気付き，体の状態に応じて体の調子

　　　　　　を整え，仲間と積極的に交流するための手軽な運

　　　　　　動や律動的な運動を行うこと。

　　　　　イ　体力を高める運動では，自己のねらいに応じて，

　　　　　　健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図る

　　　　　　ための継続的な運動の計画を立て取り組むこと。

　　（3）　体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実生活への

　　　 取り入れ方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた運

《変更》

現行の「体の調子を整え」，「仲間と

交流する」，「律動的な運動」は削除

され，新たに「心身の状態」，「仲間

と主体的に関わり合う」が示された。

《変更》

現行の「体力を高める運動」は，「実

生活に生かす運動の計画」に変更さ

れた。

《追記》

「自己や仲間の課題を発見し，合理

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　るために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐ

　くむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を

　生かす教育の充実に努めなければならない。その際，生徒の

　発達の段階を考慮して，生徒の言語活動を充実するとともに，

　家庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立するよう

　配慮しなければならない。

２　学校における道徳教育は，生徒が自己探求と自己実現に努

　め国家・社会の一員としての自覚に基づき行為しうる発達の

　段階にあることを考慮し人間としての在り方生き方に関する

　教育を学校の教育活動全体を通じて行うことにより，その充

　実を図るものとし，各教科に属する科目，総合的な学習の時

　間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，適切な指導を行

　わなければならない。

　　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育

　の根本精神に基づき，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の

　念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生

　かし，豊かな心をもち，伝統と文化を尊重し，それらをはぐ

　くんできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図

　るとともに，公共の精神を尊び，民主的な社会及び国家の発

　展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環境の保

　全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人を育成するため，

　その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

　　道徳教育を進めるに当たっては，特に，道徳的実践力を高

　めるとともに，自他の生命を尊重する精神，自律の精神及び

　社会連帯の精神並びに義務を果たし責任を重んずる態度及び

　人権を尊重し差別のないよりよい社会を実現しようとする態

　 実現を図り，生徒に生きる力を育むことを目指すものとす

　 る。

　 (1)　基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，こ

　　　れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判

　　　断力，表現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組

　　　む態度を養い，個性を生かし多様な人々との協働を促す

　　　教育の充実に努めること。その際，生徒の発達の段階を

　　　考慮して，生徒の言語活動など，学習の基盤をつくる活

　　　動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，生

　　　徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。

　 (2)　道徳教育や体験活動，多様な表現や鑑賞の活動等を通

　　　して，豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に

　　　努めること。

　　　学校における道徳教育は，人間としての在り方生き方

　　　に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行うことに

　　　よりその充実を図るものとし，各教科に属する科目（以

　　　下「各教科・科目」という。），総合的な探究の時間及び

　　　特別活動（以下「各教科・科目等」という。）のそれぞ

　　　れの特質に応じて，適切な指導を行うこと。

　　　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた

　　　教育の根本精神に基づき，生徒が自己探求と自己実現に

　　　努め国家・社会の一員としての自覚に基づき行為しうる

　　　発達の段階にあることを考慮し，人間としての在り方生

　　　き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間

　　　として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳

　　　性を養うことを目標とすること。

　　　道徳教育を進めるに当たっては，人間尊重の精神と生

　　　命に対する畏敬の念を家庭，学校，その他社会における

　　　具体的な生活の中に生かし，豊かな心をもち，伝統と文

　　　化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，

　　　個性豊かな文化の創造を図るとともに，平和で民主的な

　　　国家及び社会の形成者として，公共の精神を尊び，社会

《変更》

これまでの「教育課程編成の一般

方針」から、「高等学校教育の基本

と教育課程の役割」に変更された。

　度を養うための指導が適切に行われるよう配慮しなければな

　らない。

３　学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段

　階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うもの

　とする。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に

　関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に

　関する指導については，保健体育科はもとより，家庭科，特

　別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよ

　う努めることとする。また，それらの指導を通して，家庭や

　地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体

　育･健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康･安全

　で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなけ

　ればならない。

（新設）

４　学校においては，地域や学校の実態等に応じて，就業やボ

　ランティアにかかわる体験的な学習の指導を適切に行うよう

　にし，勤労の尊さや創造することの喜びを体得させ，望まし

　い勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に資するも

　のとする。

（新設）

　　　及び国家の発展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和

　　　と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日

　　　本人の育成に資することとなるよう特に留意すること。

　 (3) 学校における体育・健康に関する指導を，生徒の発達

　　　の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に

　　　行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツラ

　　　イフの実現を目指した教育の充実に努めること。特に，

　　　学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指

　　　導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関す

　　　る指導については，保健体育科，家庭科及び特別活動の

　　　時間はもとより，各教科・科目及び総合的な探究の時間

　　　などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう

　　　努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域

　　　社会との連携を図りながら，日常生活において適切な体

　　　育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・

　　　安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配

　　　慮すること。

３ 　２の (1) から (3) までに掲げる事項の実現を図り，豊か

　 な創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待

　 される生徒に，生きる力を育むことを目指すに当たっては，

　 学校教育全体及び各教科・科目等の指導を通してどのよう

　 な資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教育

　 活動の充実を図るものとする。その際，生徒の発達の段階

　 や特性等を踏まえつつ，次に掲げることが偏りなく実現で

　 きるようにするものとする。

　 (1) 知識及び技能が習得されるようにすること。 　

　 (2) 思考力，判断力，表現力等を育成すること。 　

　 (3) 学びに向かう力，人間性等を涵養すること。

４ 　学校においては，地域や学校の実態等に応じて，就業や

　 ボランティアに関わる体験的な学習の指導を適切に行うよ

　 うにし，勤労の尊さや創造することの喜びを体得させ，望

　 ましい勤労観，職業観の育成や社会奉仕の精神の涵養に資

　 するものとする。

５ 　各学校においては，生徒や学校，地域の実態を適切に把

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　体つくり運動に主体的に取り組むとともに，互いに助

　　　 け合い高め合おうとすること，一人一人の違いに応じた

　　　 動きなどを大切にしようとすること，合意形成に貢献し

　　　 ようとすることなどや，健康・安全を確保すること。

　Ｂ　器械運動

　　　器械運動について，次の事項を身に付けることができる

　　よう指導する。

　　（1）　次の運動について，技がよりよくできたり自己や仲間

　　　 の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味

　　　 わい，技の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 発表の仕方などを理解するとともに，自己に適した技で

　　　 演技すること。

　　　　　ア　マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技

　　　　　　を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技や

　　　　　　発展技を行うこと及びそれらを構成し演技するこ

　　　　　　と。

　　　　　イ　鉄棒運動では，支持系や懸垂系の基本的な技を

　　　　　　滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技や発

　　　　　　展技を行うこと及びそれらを構成し演技すること。

　　　　　ウ　平均台運動では，体操系やバランス系の基本的

　　　　　　な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた

　　　　　　技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技す

　　　　　　ること。

　　　　　エ　跳び箱運動では，切り返し系や回転系の基本的

　　　　　　な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた

　　　　　　技や発展技を行うこと。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　器械運動に主体的に取り組むとともに，よい演技を讃

　　　 えようとすること，互いに助け合い高め合おうとするこ

　　　 と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう

　　　 とすることなどや，健康・安全を確保すること。

Ｃ　陸上競技

　　陸上競技について，次の事項を身に付けることができるよ

　う指導する。

　　（1）　次の運動について，記録の向上や競争及び自己や仲間

　　　 の課題を解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，

　　　 技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解するとともに，各種目特有の

　　　 技能を身に付けること。

　　　　　ア　短距離走・リレーでは，中間走の高いスピード

　　　　　　を維持して速く走ることやバトンの受渡しで次走

　　　　　　者と前走者の距離を長くすること，長距離走では，

　　　　　　ペースの変化に対応して走ること，ハードル走で

　　　　　　は，スピードを維持した走りからハードルを低く

　　　　　　リズミカルに越すこと。

　　　　　イ　走り幅跳びでは，スピードに乗った助走と力強

　　　　　　い踏み切りから着地までの動きを滑らかにして跳

　　　　　　ぶこと，走り高跳びでは，スピードのあるリズミ

　　　　　　カルな助走から力強く踏み切り，滑らかな空間動

　　　　　　作で跳ぶこと，三段跳びでは，短い助走からリズ

　　　　　　ミカルに連続して跳ぶこと。

　　　　　ウ　砲丸投げでは，立ち投げなどから砲丸を突き出

　　　　　　して投げること，やり投げでは，短い助走からや

　　　 動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。（再掲）

　　（2）　体つくり運動に主体的に取り組むとともに，体力など

　　　 の違いに配慮しようとすること，役割を積極的に引き受

　　　 け自己の責任を果たそうとすること，合意形成に貢献し

　　　 ようとすることなどや，健康・安全を確保することがで

　　　 きるようにする。

　Ｂ　器械運動

（新設）

　　（1）　次の運動について，技がよりよくできる楽しさや喜び

　　　 を味わい，自己に適した技を高めて，演技することがで

　　　 きるようにする。

　　（3）　技の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 発表の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた運

　　　 動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。

　　　　　ア　マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技

　　　　　　を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技，

　　　　　　発展技を滑らかに行うこと，それらを構成し演技

　　　　　　すること。

　　　　　イ　鉄棒運動では，支持系や懸垂系の基本的な技を

　　　　　　滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技，発

　　　　　　展技を滑らかに行うこと，それらを構成し演技す

　　　　　　ること。

　　　　　ウ　平均台運動では，体操系やバランス系の基本的

　　　　　　な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた

　　　　　　技，発展技を滑らかに行うこと，それらを構成し

　　　　　　演技すること。　

　　　　　エ　跳び箱運動では，切り返し系や回転系の基本的

　　　　　　な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた

　　　　　　技，発展技を滑らかに行うこと。

　　（3）　技の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 発表の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた運

　　　 動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

　　　 （再掲）

　　（2）　器械運動に主体的に取り組むとともに，役割を積極的

　　　 に引き受け自己の責任を果たそうとすること，合意形成

　　　 に貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保する

　　　 ことができるようにする。

Ｃ　陸上競技

（新設）

　　（1）　次の運動について，記録の向上や競争の楽しさや喜び

　　　 を味わい，各種目特有の技能を高めることができるよう

　　　 にする。

　　（3）　技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた

　　　 運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

　　　　　ア　競走

　　　　　　　短距離走・リレーでは，中間走の高いスピード

　　　　　　を維持して速く走ること，長距離走では，ペース

　　　　　　の変化に対応するなどして走ること，ハードル走

　　　　　　では，スピードを維持した走りからハードルを低

　　　　　　くリズミカルに越すこと。

　　　　　イ　跳躍

　　　　　　　走り幅跳びでは，スピードに乗った助走と力強

　　　　　　い踏み切りから着地までの動きを滑らかにして跳

　　　　　　ぶこと，走り高跳びでは，スピードのあるリズミ

　　　　　　カルな助走から力強く踏み切り，滑らかな空間動

　　　　　　作で跳ぶこと，三段跳びでは，短い助走からリズ

　　　　　　ミカルに連続して跳ぶこと。　

　　　　　ウ　投てき

　　　　　　　砲丸投げでは，立ち投げなどから砲丸を突き出

的，計画的な解決に向けて取り組み

方を工夫する」こと，「自己や仲間

の考えたことを他者に伝える」こと

が示された。

《変更》

現行の「体力などの違いに配慮しよ

うとすること」，「役割を積極的に引

き受け自己の責任を果たそうとする

こと」から，「互いに助け合い高め

合おうとすること」，「一人一人の違

いに応じた動きなどを大切にしよう

とすること」に変更された。

《追記》

多様な楽しさや喜びとして，「自己

や仲間の課題を解決したりする」こ

とが示された。

《変更》

現行の「役割を積極的に引き受け自

己の責任を果たそうとすること，合

意形成に貢献しようとすること」か

ら，「よい演技を讃えようとするこ

と，互いに助け合い高め合おうとす

ること，一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとするこ

と」に変更された。

《追記》

多様な楽しさや喜びとして，「自己

や仲間の課題を解決する」ことが示

された。

《追記》

バトンパスの技能が新たに示され

た。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　 握し，教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教

　 科等横断的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施

　 状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実

　 施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改

　 善を図っていくことなどを通して，教育課程に基づき組織

　 的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていく

　 こと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努

　 めるものとする。

第２款 教育課程の編成

１ 　各学校の教育目標と教育課程の編成

　　 教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科・

　 科目等における指導を通して育成を目指す資質・能力を踏

　 まえつつ，各学校の教育目標を明確にするとともに，教育

　 課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有

　 されるよう努めるものとする。その際，第４章の第２の１

　 に基づき定められる目標との関連を図るものとする。

２ 　教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

　 (1)　各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語

　　　能力，情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・

　　　解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成してい

　　　くことができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，

　　　教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとす

　　　る。

　 (2)　各学校においては，生徒や学校，地域の実態及び生徒

　　　の発達の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗

　　　り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸

　　　課題に対応して求められる資質・能力を，教科等横断的

　　　な視点で育成していくことができるよう，各学校の特色

　　　を生かした教育課程の編成を図るものとする。

３ 　教育課程の編成における共通的事項　

　 (1)　各教科・科目及び単位数等

　　　ア　卒業までに履修させる単位数等

《新設》

育成を目指す資質・能力が (1) ～

(3) の三つの柱で示された。

《新設》

改訂のキーワードである「カリキュ

ラム・マネジメント」について示

された。

《新設》

「社会に開かれた教育課程」の趣旨

を踏まえて，教育課程編成の方針

について家庭や地域との共有に努

めていくことが示された。

　　　　　各学校においては，卒業までに履修させるイからオ

　　　　までに示す各教科・科目及びその単位数，総合的な探

　　　　究の時間の単位数並びに特別活動及びその授業時数に

　　　　関する事項を定めるものとする。この場合，各教科・

　　　　科目及び総合的な探究の時間の単位数の計は，(2) の

　　　　ア，イ及びウの (ｱ) に掲げる各教科・科目の単位数並

　　　　びに総合的な探究の時間の単位数を含めて 74 単位以

　　　　上とする。

　　　　　単位については，１単位時間を 50 分とし，35 単位

　　　　時間の授業を１単位として計算することを標準とす

　　　　る。ただし，通信制の課程においては，５に定めると

　　　　ころによるものとする。

　　イ　各学科に共通する各教科・科目及び総合的な探究の

　　　　時間並びに標準単位数

　　　　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次

　　　　の表に掲げる各教科・科目及び総合的な探究の時間並

　　　　びにそれぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させ

　　　　る各教科・科目及び総合的な探究の時間並びにそれら

　　　　の単位数について適切に定めるものとする。ただし，

　　　　生徒の実態等を考慮し，特に必要がある場合には，標

　　　　準単位数の標準の限度を超えて単位数を増加して配当

　　　　することができる。(表省略 )

　　ウ　主として専門学科において開設される各教科・科目

　　　　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次

　　　　の表に掲げる主として専門学科（専門教育を主とする

　　　　学科をいう。以下同じ。）において開設される各教科・

　　　　科目及び設置者の定めるそれぞれの標準単位数を踏ま

　　　　え，生徒に履修させる各教科・科目及びその単位数に

　　　　ついて適切に定めるものとする。( 表省略 )

　　　エ　学校設定科目

　　　　　学校においては，生徒や学校，地域の実態及び学科

　　　　の特色等に応じ，特色ある教育課程の編成に資するよ

　　　　う，イ及びウの表に掲げる教科について，これらに属

　　　　する科目以外の科目（以下「学校設定科目」という。）

（新設）

（新設）

第２款 各教科・科目及び単位数等

１　卒業までに履修させる単位数等

　　各学校においては，卒業までに履修させる下記２から５ま

　でに示す各教科に属する科目及びその単位数，総合的な学習

　の時間の単位数並びに特別活動及びその授業時数に関する事

　項を定めるものとする。この場合，各教科に属する科目（以

　下「各教科・科目」という。）及び総合的な学習の時間の単

　位数の計は，第３款の１，２及び３の (1) に掲げる各教科・

　科目の単位数並びに総合的な学習の時間の単位数を含めて 74

　単位以上とする。

　　単位については，１単位時間を 50 分とし，35 単位時間の

　授業を１単位として計算することを標準とする。ただし，通

　信制の課程においては，第７款の定めるところによるものと

　する。

２ 　各学科に共通する各教科・科目及び総合的な学習の時間

　並びに標準単位数

　 　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次の表

　に掲げる各教科・科目及び総合的な学習の時間並びにそれぞ

　れの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各教科・科目及

　び総合的な学習の時間並びにそれらの単位数について適切に

　定めるものとする。ただし，生徒の実態等を考慮し，特に必

　要がある場合には，標準単位数の標準の限度を超えて単位数

　を増加して配当することができる。(表省略 )

３　主として専門学科において開設される各教科・科目

　　各学校においては，教育課程の編成に当たって，次の表に

　掲げる主として専門学科（専門教育を主とする学科をいう。

　以下同じ。）において開設される各教科・科目及び設置者の

　定めるそれぞれの標準単位数を踏まえ，生徒に履修させる各

　教科・科目及びその単位数について適切に定めるものとする。

　(表省略 )

４　学校設定科目

　　学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の特色

　等に応じ，特色ある教育課程の編成に資するよう，上記２及

　び３の表に掲げる教科について，これらに属する科目以外の

　科目（以下「学校設定科目」という。）を設けることができる。

《新設》

教科横断的に資質・能力を育成し

ていくことが強調された。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
　　　　　　りを前方にまっすぐ投げること。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷

　　　 静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとするこ

　　　 と，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとす

　　　 ること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし

　　　 ようとすることなどや，健康・安全を確保すること。

Ｄ　水泳

　　水泳について，次の事項を身に付けることができるよう指

　導する。

　　（1）　次の運動について，記録の向上や競争及び自己や仲間

　　　 の課題を解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わい，

　　　 技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解するとともに，自己に適した

　　　 泳法の効率を高めて泳ぐこと。

　　　　　ア　クロールでは，手と足の動き，呼吸のバランス

　　　　　　を保ち，伸びのある動作と安定したペースで長く

　　　　　　泳いだり速く泳いだりすること。

　　　　　イ　平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを

　　　　　　保ち，伸びのある動作と安定したペースで長く泳

　　　　　　いだり速く泳いだりすること。

　　　　　ウ　背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを

　　　　　　保ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳いだ

　　　　　　りすること。

　　　　　エ　バタフライでは，手と足の動き，呼吸のバラン

　　　　　　スを保ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳

　　　　　　いだりすること。

　　　　　オ　複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に

　　　 受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，

　　　 役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとするこ

　　　 と，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう

　　　 とすることなどや，水泳の事故防止に関する心得を遵守

　　　 するなど健康・安全を確保すること。

Ｅ　球技

　　球技について，次の事項を身に付けることができるよう指

　導する。

　　（1）　次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課

　　　 題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ

　　　 い，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解

　　　 決の方法，競技会の仕方などを理解するとともに，作戦 

　　　 や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開するこ

　　　 と。

　　　　　ア　ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間

　　　　　　を埋めるなどの動きによって空間への侵入などか

　　　　　　ら攻防をすること。

　　　　　イ　ネット型では，状況に応じたボール操作や安定

　　　　　　した用具の操作と連携した動きによって空間を作

　　　　　　り出すなどの攻防をすること。

　　　　　ウ　ベースボール型では，状況に応じたバット操作

　　　　　　と走塁での攻撃，安定したボール操作と状況に応

　　　　　　じた守備などによって攻防をすること。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや

　　　　　　して投げること，やり投げでは，短い助走からや

　　　　　　りを前方にまっすぐ投げること。

　　（3）　技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた

　　　 運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。（再掲）

　　（2）　陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷

　　　 静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとするこ

　　　 と，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとす

　　　 ること，合意形成に貢献しようとすることなどや，健康・

　　　 安全を確保することができるようにする。

Ｄ　水泳

（新設）

　　（1）　次の運動について，記録の向上や競争の楽しさや喜び

　　　 を味わい，自己に適した泳法の効率を高めて，泳ぐこと

　　　 ができるようにする。

　　（3）　技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた

　　　 運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。

　　　　　ア　クロールでは，手と足，呼吸のバランスを保ち，

　　　　　　伸びのある動作と安定したペースで長く泳いだり

　　　　　　速く泳いだりすること。

　　　　　イ　平泳ぎでは，手と足，呼吸のバランスを保ち，

　　　　　　伸びのある動作と安定したペースで長く泳いだり

　　　　　　速く泳いだりすること。

　　　　　ウ　背泳ぎでは，手と足，呼吸のバランスを保ち，安

　　　　　　定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。

　　　　　エ　バタフライでは，手と足，呼吸のバランスを保ち，

　　　　　　安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする

　　　　　　こと。

　　　　　オ　複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。

　　（3）　技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，

　　　 競技会の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた

　　　 運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにす

　　　 る。（再掲）

　　（2）　水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に

　　　 受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，

　　　 役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとするこ

　　　 と，合意形成に貢献しようとすることなどや，水泳の事

　　　 故防止に関する心得など健康・安全を確保することがで

　　　 きるようにする。

Ｅ　球技

（新設）

　　（1）　次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，

　　　 作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高めて

　　　 ゲームが展開できるようにする。

　　（3）　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の

　　　 方法，競技会の仕方などを理解し，チームや自己の課題

　　　 に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できる

　　　 ようにする。

　　　　　ア　ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間

　　　　　　を埋めるなどの動きによって空間への侵入などか

　　　　　　ら攻防を展開すること。

　　　　　イ　ネット型では，状況に応じたボール操作や安定

　　　　　　した用具の操作と連携した動きによって空間を作

　　　　　　りだすなどの攻防を展開すること。

　　　　　ウ　ベースボール型では，状況に応じたバット操作

　　　　　　と走塁での攻撃，安定したボール操作と状況に応

　　　　　　じた守備などによって攻防を展開すること。

　　（3）　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の

《新設》

生涯にわたり運動への取り組み方を

工夫すること，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることが示され

た。

《変更》

「一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすること」とい

う共生の視点が示された。

《追記》

多様な楽しさや喜びとして，「自己

や仲間の課題を解決する」ことが示

された。

《変更》

現行のア～エの「手と足」が「手と

足の動き」に変更された。

《新設》

生涯にわたり運動への取り組み方を

工夫すること，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることが示され

た。

《変更》

「一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすること」とい

う共生の視点が示された。

《追記》

多様な楽しさや喜びとして，「チー

ムや自己の課題を解決したりする」

ことが示された。

《新設》

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　を設けることができる。この場合において，学校設定

　　　　科目の名称，目標，内容，単位数等については，その

　　　　科目の属する教科の目標に基づき，高等学校教育とし

　　　　ての水準の確保に十分配慮し，各学校の定めるところ

　　　　によるものとする。

　　　オ　学校設定教科

　　　　　(ｱ)　学校においては，生徒や学校，地域の実態及

　　　　　　 び学科の特色等に応じ，特色ある教育課程の編

　　　　　　 成に資するよう，イ及びウの表に掲げる教科以

　　　　　　 外の教科（以下「学校設定教科」という。）及び

　　　　　　 当該教科に関する科目を設けることができる。

　　　　　　 この場合において，学校設定教科及び当該教科

　　　　　　 に関する科目の名称，目標，内容，単位数等に

　　　　　　 ついては，高等学校教育の目標に基づき，高等

　　　　　　 学校教育としての水準の確保に十分配慮し，各

　　　　　　 学校の定めるところによるものとする。

　　　　　(ｲ)　学校においては，学校設定教科に関する科目

　　　　　　 として「産業社会と人間」を設けることができる。

　　　　　　 この科目の目標，内容，単位数等を各学校にお

　　　　　　 いて定めるに当たっては，産業社会における自

　　　　　　 己の在り方生き方について考えさせ，社会に積

　　　　　　 極的に寄与し，生涯にわたって学習に取り組む

　　　　　　 意欲や態度を養うとともに，生徒の主体的な各

　　　　　　 教科・科目の選択に資するよう，就業体験活動

　　　　　　 等の体験的な学習や調査・研究などを通して，

　　　　　　 次のような事項について指導することに配慮す

　　　　　　 るものとする。　　

　　　　　㋐　 社会生活や職業生活に必要な基本的な能力

　　　　　や態度及び望ましい勤労観，職業観の育成

　　　　　　 ㋑　我が国の産業の発展とそれがもたらした社

　　　　　会の変化についての考察

　　　　　　 ㋒　 自己の将来の生き方や進路についての考察

　　　　　及び各教科・科目の履修計画の作成

　この場合において，学校設定科目の名称，目標，内容，単位

　数等については，その科目の属する教科の目標に基づき，各

　学校の定めるところによるものとする。

５ 学校設定教科

　 (1)　学校においては，地域，学校及び生徒の実態，学科の

　　　特色等に応じ，特色ある教育課程の編成に資するよう，

　　　上記２及び３の表に掲げる教科以外の教科（以下「学校

　　　設定教科」という。）及び当該教科に関する科目を設け

　　　ることができる。この場合において，学校設定教科及び

　　　当該教科に関する科目の名称，目標，内容，単位数等に

　　　ついては，高等学校教育の目標及びその水準の維持等に

　　　十分配慮し，各学校の定めるところによるものとする。

　 (2)　学校においては，学校設定教科に関する科目として「産

　　　業社会と人間」を設けることができる。この科目の目標，

　　　内容，単位数等を各学校において定めるに当たっては，

　　　産業社会における自己の在り方生き方について考えさ

　　　せ，社会に積極的に寄与し，生涯にわたって学習に取り

　　　組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主体的な各教科・

　　　科目の選択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や

　　　調査・研究などを通して，次のような事項について指導

　　　することに配慮するものとする。

　 　 ア　社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や態度及

　 　 　び望ましい勤労観，職業観の育成

　 　 イ　我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化

　 　 　についての考察

　 　 ウ　自己の将来の生き方や進路についての考察及び各教

　 　 　科・科目の履修計画の作成

第３款 各教科・科目の履修等

１　各学科に共通する必履修教科・科目及び総合的な学習の時

　間

　 (1)　すべての生徒に履修させる各教科・科目（以下「必履

　　　修教科・科目」という。）は次のとおりとし，その単位数は，

　　　第２款の２に標準単位数として示された単位数を下らな

　　　いものとする。ただし，生徒の実態及び専門学科の特色

　　　等を考慮し，特に必要がある場合には，「国語総合」に

　　　ついては３単位又は２単位とし，「数学Ⅰ」及び「コミュ

　　　ニケーション英語Ⅰ」については２単位とすることがで

　　　き，その他の必履修教科・科目（標準単位数が２単位で

　　　あるものを除く。）についてはその単位数の一部を減じ

　　　ることができる。

　 　 ア　国語のうち「国語総合」

　 　 イ　地理歴史のうち「世界史Ａ」及び「世界史Ｂ」のう

　　　　ちから１科目並びに「日本史Ａ」，「日本史Ｂ」，「地理Ａ」

　　　　及び「地理Ｂ」のうちから１科目

　 　 ウ　公民のうち「現代社会」又は「倫理」・「政治・経済」

　 　 エ　数学のうち「数学Ⅰ」

　 　 オ　理科のうち「科学と人間生活」，「物理基礎」，「化学

　　　　基礎」，「生物基礎」及び「地学基礎」 のうちから２科

　　　　目（うち１科目は「科学と人間生活」とする。）又は「物

　　　　理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」及び「地学基礎」

　　　　のうちから３科目

　 　 カ　保健体育のうち「体育」及び「保健」

　 　 キ　芸術のうち「音楽Ⅰ」，「美術Ⅰ」，「工芸Ⅰ」及び「書

　　　　道Ⅰ」のうちから１科目

　 　 ク　外国語のうち「コミュニケーション英語Ⅰ」（英語

　　　　以外の外国語を履修する場合は，学校設定科目として

　　　　設ける１科目とし，その標準単位数は３単位とする。）

　 　 ケ　家庭のうち「家庭基礎」，「家庭総合」及び「生活デ

　　　　ザイン」のうちから１科目

　 　 コ　情報のうち「社会と情報」及び「情報の科学」のう

　 (2)　各教科・科目の履修等

　　　ア　各学科に共通する必履修教科・科目及び総合的な探

　　　　究の時間

　　　　　(ｱ)　全ての生徒に履修させる各教科・科目（以下「必

　　　　　　 履修教科・科目」という。）は次のとおりとし，

　　　　　　 その単位数は，(1) のイに標準単位数として示さ

　　　　　　 れた単位数を下らないものとする。ただし，生

　　　　　　 徒の実態及び専門学科の特色等を考慮し，特に

　　　　　　 必要がある場合には，「数学Ⅰ」及び「英語コミュ

　　　　　　 ニケーションⅠ」については２単位とすること

　　　　　　 ができ，その他の必履修教科・科目（標準単位

　　　　　　 数が２単位であるものを除く。）についてはその

　　　　　　 単位数の一部を減じることができる。

　　　　　　 ㋐　国語のうち「現代の国語」及び「言語文化」

　　　　　　 ㋑　地理歴史のうち「地理総合」及び「歴史総合」

　　　　　　 ㋒　公民のうち「公共」

　　　　　　 ㋓　数学のうち「数学Ⅰ」

　　　　　　 ㋔　理科のうち「科学と人間生活」，「物理基礎」，

　　　　　「化学基礎」，「生物基礎」及び「地学基礎」のう

　　　　　ちから２科目（うち１科目は「科学と人間生活」

　　　　　とする。）又は「物理基礎」，「化学基礎」，「生物

　　　　　基礎」及び「地学基礎」のうちから３科目

　　　　　　 ㋕　保健体育のうち「体育」及び「保健」

　　　　　　 ㋖　芸術のうち「音楽Ⅰ」，「美術Ⅰ」，「工芸Ⅰ」

　　　　　及び「書道Ⅰ」のうちから１科目

　　　　　㋗　外国語のうち「英語コミュニケーションⅠ」

　　　　　（英語以外の外国語を履修する場合は，学校設定

　　　　　科目として設ける１科目とし，その標準単位数

　　　　　は３単位とする。）

　　　　　　 ㋘　家庭のうち「家庭基礎」及び「家庭総合」

　　　　　のうちから１科目

　　　　　㋙　情報のうち「情報Ⅰ」

《変更》

授業時数に含めて行う短時間学習

の留意事項について明記された。

《変更》

国語は「現代の国語」及び「言語

文化」に、地理歴史は「地理総合」

及び「歴史総合」に、公民は「公共」

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
　　　 自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取

　　　 り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたこ

　　　 とを他者に伝えること。

　　（3）　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを

　　　 大切にしようとすること，合意形成に貢献しようとする

　　　 こと，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよ

　　　 うとすること，互いに助け合い高め合おうとすることな

　　　 どや，健康・安全を確保すること。

Ｆ　武道

　　武道について，次の事項を身に付けることができるよう指

　導する。

　　（1）　次の運動について，勝敗を競ったり自己や仲間の課題

　　　 を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，

　　　 伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の

　　　 高め方，課題解決の方法，試合の仕方などを理解すると

　　　 ともに，得意技などを用いた攻防を展開すること。

　　　　　ア　柔道では，相手の動きの変化に応じた基本動作

　　　　　　から，得意技や連絡技・変化技を用いて，素早く

　　　　　　相手を崩して投げたり，抑えたり，返したりする

　　　　　　などの攻防をすること。

　　　　　イ　剣道では，相手の動きの変化に応じた基本動作

　　　　　　から，得意技を用いて，相手の構えを崩し，素早

　　　　　　くしかけたり応じたりするなどの攻防をすること。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　武道に主体的に取り組むとともに，相手を尊重し，礼

　　　 法などの伝統的な行動の仕方を大切にしようとするこ

　　　 と，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとす

　　　 ること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし

　　　 ようとすることなどや，健康・安全を確保すること。

Ｇ　ダンス

　　ダンスについて，次の事項を身に付けることができるよう

　指導する。

　　（1）　次の運動について，感じを込めて踊ったり仲間と自由

　　　 に踊ったり，自己や仲間の課題を解決したりするなどの

　　　 多様な楽しさや喜びを味わい，ダンスの名称や用語，文

　　　 化的背景と表現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の

　　　 方法，体力の高め方などを理解するとともに，それぞれ

　　　 特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をすること。

　　　　　ア　創作ダンスでは，表したいテーマにふさわしい

　　　　　　イメージを捉え，個や群で，対極の動きや空間の

　　　　　　使い方で変化を付けて即興的に表現したり，イメー

　　　　　　ジを強調した作品にまとめたりして踊ること。

　　　　　イ　フォークダンスでは，日本の民踊や外国の踊り

　　　　　　から，それらの踊り方の特徴を強調して，音楽に

　　　　　　合わせて多様なステップや動きと組み方で仲間と

　　　　　　対応して踊ること。

　　　　　ウ　現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を

　　　　　　強調して全身で自由に踊ったり，変化とまとまり

　　　　　　を付けて仲間と対応したりして踊ること。

　　（2）　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲

　　　 間の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り

　　　 組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを

　　　 他者に伝えること。

　　（3）　ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し高

　　　 め合おうとすること，合意形成に貢献しようとすること，

　　　 一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしようとす

　　　 ることなどや，健康・安全を確保すること。

　　　 方法，競技会の仕方などを理解し，チームや自己の課題

　　　 に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できる

　　　 ようにする。（再掲）

　　（2）　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを

　　　 大切にしようとすること，役割を積極的に引き受け自己

　　　 の責任を果たそうとすること，合意形成に貢献しようと

　　　 することなどや，健康・安全を確保することができるよ

　　　 うにする。

Ｆ　武道

（新設）

　　（1）　次の運動について，技を高め勝敗を競う楽しさや喜び

　　　 を味わい，得意技を用いた攻防が展開できるようにする。

　　（3）　伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古，体力の高め

　　　 方，課題解決の方法，試合の仕方などを理解し，自己や

　　　 仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

　　　 工夫できるようにする。

　　　　　ア　柔道では，相手の多様な動きに応じた基本動作

　　　　　　から，得意技や連絡技・変化技を用いて，素早く

　　　　　　相手を崩して投げたり，抑えたり，返したりする

　　　　　　などの攻防を展開すること。

　　　　　イ　剣道では，相手の多様な動きに応じた基本動作

　　　　　　から，得意技を用いて，相手の構えを崩し，素早

　　　　　　くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する

　　　　　　こと。

　　（3）　伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古，体力の高め

　　　 方，課題解決の方法，試合の仕方などを理解し，自己や

　　　 仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

　　　 工夫できるようにする。（再掲）

　　（2）　武道に主体的に取り組むとともに，相手を尊重し，礼

　　　 法などの伝統的な行動の仕方を大切にしようとするこ

　　　 と，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとす

　　　 ることなどや，健康・安全を確保することができるよう

　　　 にする。

Ｇ　ダンス

（新設）

　　（1）　次の運動について，感じを込めて踊ったり，仲間と自

　　　 由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい，それぞれ特有

　　　 の表現や踊りを高めて交流や発表ができるようにする。

　　（3）　ダンスの名称や用語，文化的背景と表現の仕方，体力

　　　 の高め方，課題解決の方法，交流や発表の仕方などを理

　　　 解し，グループや自己の課題に応じた運動を継続するた

　　　 めの取り組み方を工夫できるようにする。

　　　　　ア　創作ダンスでは，表したいテーマにふさわしい

　　　　　　イメージをとらえ，個や群で，対極の動きや空間

　　　　　　の使い方で変化を付けて即興的に表現したり，イ

　　　　　　メージを強調した作品にまとめたりして踊ること。

　　　　　イ　フォークダンスでは，踊り方の特徴を強調して，

　　　　　　音楽に合わせて多様なステップや動きと組み方で

　　　　　　仲間と対応して踊ること。

　　　　　ウ　現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を

　　　　　　強調して全身で自由に踊ったり，変化とまとまり

　　　　　　を付けて仲間と対応したりして踊ること。

　　（3）　ダンスの名称や用語，文化的背景と表現の仕方，体力

　　　 の高め方，課題解決の方法，交流や発表の仕方などを理

　　　 解し，グループや自己の課題に応じた運動を継続するた

　　　 めの取り組み方を工夫できるようにする。（再掲）

　　（2）　ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し高

　　　 め合おうとすること，役割を積極的に引き受け自己の責

　　　 任を果たそうとすること，合意形成に貢献しようとする

　　　 ことなどや，健康・安全を確保することができるように

　　　 する。

生涯にわたり運動への取り組み方を

工夫すること，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることが示された。

《追記》

「一人一人の違いに応じたプレイな

どを大切にしようとすること」とい

う共生の視点が示された。

《追記》

楽しさや喜びとして，「自己や仲間

の課題を解決したりする」ことが示

された。

《変更》

現行のア～イの「相手の多様な動き

に応じた基本動作」から，「相手の

動きの変化に応じた基本動作」に変

更された。

《新設》

生涯にわたり運動への取り組み方を

工夫すること，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることが示され

た。

《追記》

「一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすること」とい

う共生の視点が示された。

《追記》

多様な楽しさや喜びとして，「自己

や仲間の課題を解決したりする」こ

とが示された。

《追記》

「日本の民謡や外国の踊り」が新た

に示された。

《新設》

生涯にわたり運動への取り組み方を

工夫すること，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることが示された。

《変更》

現行の「役割を積極的に引き受け自

己の責任を果たそうとすること」か

ら「一人一人の違いに応じた表現や

役割を大切にしようとすること」に

変更された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　ちから１科目

　 (2)　総合的な学習の時間については，すべての生徒に履修

　　　させるものとし，その単位数は，第２款の２に標準単位

　　　数として示された単位数の下限を下らないものとする。

　　　ただし，特に必要がある場合には，その単位数を２単位

　　　とすることができる。

（新設）

２　専門学科における各教科・科目の履修

　　専門学科における各教科・科目の履修については，上記１

　のほか次のとおりとする。

　 (1)　専門学科においては，専門教科・科目（第２款の３の

　　　表に掲げる各教科・科目，同表の教科に属する学校設定

　　　科目及び専門教育に関する学校設定教科に関する科目を

　　　いう。以下同じ。）について，すべての生徒に履修させ

　　　る単位数は，25 単位を下らないこと。ただし，商業に関

　　　する学科においては，上記の単位数の中に外国語に属す

　　　る科目の単位を５単位まで含めることができること。ま

　　　た，商業に関する学科以外の専門学科においては，各学

　　　科の目標を達成する上で，専門教科・科目以外の教科・

　　　科目の履修により，専門教科・科目の履修と同様の成果

　　　が期待できる場合においては，その専門教科・科目以外

　　　の教科・科目の単位を５単位まで上記の単位数の中に含

　　　めることができること。

　 (2)　専門教科・科目の履修によって，上記１の必履修教科・

　　　科目の履修と同様の成果が期待できる場合においては，

　　　その専門教科・科目の履修をもって，必履修教科・科目

　　　の履修の一部又は全部に替えることができること。

　 (3)　職業教育を主とする専門学科においては，総合的な学

　　　習の時間の履修により，農業，工業，商業，水産，家庭

　　　若しくは情報の各教科に属する「課題研究」，「看護臨地

　　　実習」又は「介護総合演習」（以下この項において「課

　　　題研究等」という。）の履修と同様の成果が期待できる

　　　場合においては，総合的な学習の時間の履修をもって課

　　　題研究等の履修の一部又は全部に替えることができる。

　　　また，課題研究等の履修により，総合的な学習の時間の

　　　履修と同様の成果が期待できる場合においては，課題研

　　　究等の履修をもって総合的な学習の時間の履修の一部又

　　　は全部に替えることができる。

３　総合学科における各教科・科目の履修等

　　総合学科における各教科・科目の履修等については，上記

　１のほか次のとおりとする。

　 (1)　総合学科においては，第２款の５の (2) に掲げる「産

　　　業社会と人間」をすべての生徒に原則として入学年次に

　　　履修させるものとし，標準単位数は２～４単位とするこ

　　　と。

　 (2)　総合学科においては，学年による教育課程の区分を設

　　　けない課程（以下「単位制による課程」という。）とす

　　　ることを原則とするとともに，「産業社会と人間」及び

　　　専門教科・科目を合わせて 25 単位以上設け，生徒が多

　　　様な各教科・科目から主体的に選択履修できるようにす

　　　ること。その際，生徒が選択履修するに当たっての指針

　　　となるよう，体系性や専門性等において相互に関連する

　　　各教科・科目によって構成される科目群を複数設けると

　　　ともに，必要に応じ，それら以外の各教科・科目を設け，

　　　生徒が自由に選択履修できるようにすること。

　　　　　(ｲ)  総合的な探究の時間については，全ての生徒

　　　　　　 に履修させるものとし，その単位数は，(1) のイ

　　　　　　 に標準単位数として示された単位数の下限を下

　　　　　　 らないものとする。ただし，特に必要がある場

　　　　　　 合には，その単位数を２単位とすることができ

　　　　　　 る。

　　　　　(ｳ)  外国の高等学校に留学していた生徒について，

　　　　　　 外国の高等学校における履修により，必履修教

　　　　　　 科・科目又は総合的な探究の時間の履修と同様

　　　　　　 の成果が認められる場合においては，外国の高

　　　　　　 等学校における履修をもって相当する必履修教

　　　　　　 科・科目又は総合的な探究の時間の履修の一部

　　　　　　 又は全部に替えることができる。

　　　イ　専門学科における各教科・科目の履修

　　　　　専門学科における各教科・科目の履修については，

　　　　アのほか次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　専門学科においては，専門教科・科目（(1) の

　　　　　　 ウの表に掲げる各教科・科目，同表に掲げる教

　　　　　　 科に属する学校設定科目及び専門教育に関する

　　　　　　 学校設定教科に関する科目をいう。以下同じ。）

　　　　　　 について，全ての生徒に履修させる単位数は，

　　　　　　 25 単位を下らないこと。ただし，商業に関する

　　　　　　 学科においては，上記の単位数の中に外国語に

　　　　　　 属する科目の単位を５単位まで含めることがで

　　　　　　 きること。また，商業に関する学科以外の専門

　　　　　　 学科においては，各学科の目標を達成する上で，

　　　　　　 専門教科・科目以外の各教科・科目の履修により，

　　　　　　 専門教科・科目の履修と同様の成果が期待でき

　　　　　　 る場合においては，その専門教科・科目以外の

　　　　　　 各教科・科目の単位を５単位まで上記の単位数

　　　　　　 の中に含めることができること。

　　　　　(ｲ)  専門教科・科目の履修によって，アの必履修

　　　　　　 教科・科目の履修と同様の成果が期待できる場

　　　　　　 合においては，その専門教科・科目の履修をもっ

　　　　　　 て，必履修教科・科目の履修の一部又は全部に

　　　　　　 替えることができること。

　　　　　(ｳ)  職業教育を主とする専門学科においては，総

　　　　　　 合的な探究の時間の履修により，農業，工業，

　　　　　　 商業，水産，家庭若しくは情報の各教科の「課

　　　　　　 題研究」，看護の「看護臨地実習」又は福祉の「介

　　　　　　 護総合演習」（以下「課題研究等」という。）の

　　　　　　 履修と同様の成果が期待できる場合においては，

　　　　　　 総合的な探究の時間の履修をもって課題研究等

　　　　　　 の履修の一部又は全部に替えることができるこ

　　　　　　 と。また，課題研究等の履修により，総合的な

　　　　　　 探究の時間の履修と同様の成果が期待できる場

　　　　　　 合においては，課題研究等の履修をもって総合

　　　　　　 的な探究の時間の履修の一部又は全部に替える

　　　　　　 ことができること。

　　　ウ　総合学科における各教科・科目の履修等

　　　　　総合学科における各教科・科目の履修等については，

　　　　アのほか次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　総合学科においては，(1) のオの (ｲ) に掲げる

　　　　　　 「産業社会と人間」を全ての生徒に原則として入

　　　　　　 学年次に履修させるものとし，標準単位数は２

　　　　　　 ～４単位とすること。

　　　　　(ｲ)  総合学科においては，学年による教育課程の

　　　　　　 区分を設けない課程（以下「単位制による課程」

　　　　　　 という。）とすることを原則とするとともに，「産

　　　　　　 業社会と人間」及び専門教科・科目を合わせて

　　　　　　 25 単位以上設け，生徒が多様な各教科・科目か

　　　　　　 ら主体的に選択履修できるようにすること。そ

　　　　　　 の際，生徒が選択履修するに当たっての指針と

　　　　　　 なるよう，体系性や専門性等において相互に関

　　　　　　 連する各教科・科目によって構成される科目群

　　　　　　 を複数設けるとともに，必要に応じ，それら以

に、外国語は「英語コミュニケー

ションⅠ」に、家庭は「家庭基礎」

及び「家庭総合」のうちから１科

目に、情報は「情報Ⅰ」に変更さ

れた。

《新設》

外国の高等学校に留学していた生

徒の、外国の高等学校での履修に

ついての記載が加わった。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
Ｈ　体育理論

　　（1）　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい

　　　て，課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，

　　　次の事項を身に付けることができるよう指導する。

　　　　　ア　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展

　　　　　　について理解すること。

　　　　　　(ｱ)　スポーツは，人類の歴史とともに始まり，そ

　　　　　　　 の理念が時代に応じて多様に変容してきている

　　　　　　　 こと。また，我が国から世界に普及し，発展し

　　　　　　　 ているスポーツがあること。

　　　　　　(ｲ)　現代のスポーツは，オリンピックやパラリン

　　　　　　　 ピック等の国際大会を通して，国際親善や世界

　　　　　　　 平和に大きな役割を果たし，共生社会の実現に

　　　　　　　 も寄与していること。また，ドーピングは，フェ

　　　　　　　 アプレイの精神に反するなど，能力の限界に挑

　　　　　　　 戦するスポーツの文化的価値を失わせること。

　　　　　　(ｳ)　現代のスポーツは，経済的な波及効果があり，

　　　　　　　 スポーツ産業が経済の中で大きな影響を及ぼし

　　　　　　　 ていること。また，スポーツの経済的な波及効

　　　　　　　 果が高まるにつれ，スポーツの高潔さなどが一

　　　　　　　 層求められること。

　　　　　　(ｴ)　スポーツを行う際は，スポーツが環境や社会

　　　　　　　 にもたらす影響を考慮し，多様性への理解や持

　　　　　　　 続可能な社会の実現に寄与する責任ある行動が

　　　　　　　 求められること。

　　　　　イ　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展

　　　　　　について，課題を発見し，よりよい解決に向けて

　　　　　　思考し判断するとともに，他者に伝えること。

　　　　　ウ　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展

　　　　　　についての学習に自主的に取り組むこと。

　　（2）　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について，課題

　　　を発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項

　　　を身に付けることができるよう指導する。

　　　　　ア　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について

　　　　　　理解すること。

　　　　　　(ｱ)　運動やスポーツの技能と体力は，相互に関連

　　　　　　　 していること。また，期待する成果に応じた技

　　　　　　　 能や体力の高め方があること。さらに，過度な

　　　　　　　 負荷や長期的な酷使は，けがや疾病の原因とな

　　　　　　　 る可能性があること。

　　　　　　(ｲ)　運動やスポーツの技術は，学習を通して技能

　　　　　　　 として発揮されるようになること。また，技術

　　　　　　　 の種類に応じた学習の仕方があること。現代の

　　　　　　　 スポーツの技術や戦術，ルールは，用具の改良

　　　　　　　 やメディアの発達に伴い変わり続けていること。

　　　　　　(ｳ)　運動やスポーツの技能の上達過程にはいくつ

　　　　　　　 かの段階があり，その学習の段階に応じた練習

　　　　　　　 方法や運動観察の方法，課題の設定方法などが

　　　　　　　 あること。また，これらの獲得には，一定の期

　　　　　　　 間がかかること。

　　　　　　(ｴ)　運動やスポーツを行う際は，気象条件の変化

　　　　　　　 など様々な危険を予見し，回避することが求め

　　　　　　　 られること。

　　　　　イ　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について，

　　　　　　課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断

　　　　　　するとともに，他者に伝えること。

　　　　　ウ　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について

　　　　　　の学習に主体的に取り組むこと。

　　（3）　豊かなスポーツライフの設計の仕方について，課題を

　　　発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を

　　　身に付けることができるよう指導する。

　　　　　ア　豊かなスポーツライフの設計の仕方について理

Ｈ　体育理論

（新設）

　　（1）　スポーツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴

　　　について理解できるようにする。

　　　　　ア　スポーツは，人類の歴史とともに始まり，その

　　　　　　理念が時代に応じて変容してきていること。また，

　　　　　　我が国から世界に普及し，発展しているスポーツ

　　　　　　があること。

　　　　　ウ　現代のスポーツは，国際親善や世界平和に大き

　　　　　　な役割を果たしており，その代表的なものにオリ

　　　　　　ンピックムーブメントがあること。また，ドーピ

　　　　　　ングは，フェアプレイの精神に反するなど，能力

　　　　　　の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失わせ

　　　　　　ること。

　　　　　エ　現代のスポーツは，経済的な波及効果があり，

　　　　　　スポーツ産業が経済の中で大きな影響を及ぼして

　　　　　　いること。

　　（3）　 エ　スポーツを行う際は，スポーツが環境にもたら

　　　　　　す影響を考慮し，持続可能な社会の実現に寄与す

　　　　　　る責任ある行動が求められること。

（新設）

（新設）

（新設）

　　（2）　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について理解で

　　　きるようにする。

　　　　　ウ　運動やスポーツの技能と体力は，相互に関連し

　　　　　　ていること。また，期待する成果に応じた技能や

　　　　　　体力の高め方があること。

　　　　　ア　運動やスポーツの技術は，学習を通して技能と

　　　　　　して発揮されるようになること。また，技術の種

　　　　　　類に応じた学習の仕方があること。

　　（1）　 イ　スポーツの技術や戦術，ルールは，用具の改良

　　　　　　やメディアの発達に伴い変わり続けていること。

　　（2）　 イ　運動やスポーツの技能の上達過程にはいくつか

　　　　　　の段階があり，その学習の段階に応じた練習方法

　　　　　　や運動観察の方法，課題の設定方法などがあるこ

　　　　　　と。

　　　　　エ　運動やスポーツを行う際は，気象条件の変化な

　　　　　　ど様々な危険を予見し，回避することが求められ

　　　　　　ること。

（新設）

（新設）

（新設）

　　（3）　豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解でき

《変更》

スポーツの文化的特性や現代のス

ポーツについて，現行の「理解でき

るようにする」から，「課題を発見し，

その解決を目指した活動を通して，

次の事項を身に付けることができる

よう指導する」に変更された。

《追記》

現代のスポーツについて，「スポー

ツの経済的な波及効果が高まるにつ

れ，スポーツの高潔さなどが一層求

められること」が加わった。

《新設》

スポーツの文化的特性や現代のス

ポーツの発展について，「課題を発

見し，よりよい解決に向けて思考し

判断するとともに，他者に伝えるこ

と」，「学習に自主的に取り組むこと」

が示された。

《変更》

運動やスポーツの効果的な学習の仕

方について，現行の「理解できるよ

うにする」から，「課題を発見し，

その解決を目指した活動を通して，

次の事項を身に付けることができる

よう指導する」に変更された。

《追記》

技能や体力について，「過度な負荷

や長期的な酷使は，けがや疾病の原

因となる可能性があること」が加

わった。

《追記》

運動やスポーツの上達過程につい

て，「獲得には，一定の期間がかか

ること」が加わった。

《新設》

運動やスポーツの効果的な学習の仕

方について，「課題を発見し，より

よい解決に向けて思考し判断すると

ともに，他者に伝えること」，「学習

に主体的に取り組むこと」が示され

た。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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第４款　各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動の授

業時数等

１　全日制の課程における各教科・科目及びホームルーム活動

　の授業は，年間 35 週行うことを標準とし，必要がある場合

　には，各教科・科目の授業を特定の学期又は特定の期間（夏季，

　冬季，学年末等の休業日の期間に授業日を設定する場合を含

　む。）に行うことができる。

２　全日制の課程における週当たりの授業時数は，30 単位時間

　を標準とする。ただし，必要がある場合には，これを増加す

　ることができる。

３　定時制の課程における授業日数の季節的配分又は週若しく

　は１日当たりの授業時数については，生徒の勤労状況と地域

　の諸事情等を考慮して，適切に定めるものとする。

４　ホームルーム活動の授業時数については，原則として，年

　間 35 単位時間以上とするものとする。

５　生徒会活動及び学校行事については，学校の実態に応じて，

　それぞれ適切な授業時数を充てるものとする。

６　定時制の課程において，特別の事情がある場合には，ホー

　ムルーム活動の授業時数の一部を減じ，又はホームルーム活

　動及び生徒会活動の内容の一部を行わないものとすることが

　できる。

７　各教科・科目，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各

　教科・科目等」という。）のそれぞれの授業の１単位時間は，

　各学校において，各教科・科目等の授業時数を確保しつつ，

　生徒の実態及び各教科・科目等の特質を考慮して適切に定め

　るものとする。なお，10 分間程度の短い時間を単位として特

　定の各教科・科目の指導を行う場合において，当該各教科・

　科目を担当する教師がその指導内容の決定や指導の成果の把

　握と活用等を責任をもって行う体制が整備されているとき

　は，その時間を当該各教科・科目の授業時数に含めることが

　できる。

８　総合的な学習の時間における学習活動により，特別活動の

　学校行事に掲げる各行事の実施と同様の成果が期待できる場

　合においては，総合的な学習の時間における学習活動をもっ

　て相当する特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施に替え

　ることができる。

（新設）

第５款 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項

１　選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程編成

　　教育課程の編成に当たっては，生徒の特性，進路等に応じ

　た適切な各教科・科目の履修ができるようにし，このため，

　多様な各教科・科目を設け生徒が自由に選択履修することの

　できるよう配慮するものとする。また，教育課程の類型を設

　け，そのいずれかの類型を選択して履修させる場合において

　も，その類型において履修させることになっている各教科・

　科目以外の各教科・科目を履修させたり，生徒が自由に選択

　履修することのできる各教科・科目を設けたりするものとす

　る。

２　各教科・科目等の内容等の取扱い

　 (1)　学校においては，第２章以下に示していない事項を加

　　　えて指導することができる。また，第２章以下に示す内

　　　容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項は，当

　　　該科目を履修するすべての生徒に対して指導するものと

　　　する内容の範囲や程度等を示したものであり，学校にお

　　　いて必要がある場合には，この事項にかかわらず指導す

　　　ることができる。ただし，これらの場合には，第２章以

　　　下に示す教科，科目及び特別活動の目標や内容の趣旨を

　　　逸脱したり，生徒の負担過重になったりすることのない

　　　ようにするものとする。

備考
　　　　　　 外の各教科・科目を設け，生徒が自由に選択履

　　　　　　 修できるようにすること。

　 (3)　各教科・科目等の授業時数等

　　　ア　全日制の課程における各教科・科目及びホームルー

　　　　ム活動の授業は，年間 35 週行うことを標準とし，必要

　　　　がある場合には，各教科・科目の授業を特定の学期又

　　　　は特定の期間（夏季，冬季，学年末等の休業日の期間

　　　　に授業日を設定する場合を含む。）に行うことができる。

　　　イ　全日制の課程における週当たりの授業時数は，30 単

　　　　位時間を標準とする。ただし，必要がある場合には，

　　　　これを増加することができる。

　　　ウ　定時制の課程における授業日数の季節的配分又は週

　　　　若しくは１日当たりの授業時数については，生徒の勤

　　　　労状況と地域の諸事情等を考慮して，適切に定めるも

　　　　のとする。

　　　エ　ホームルーム活動の授業時数については，原則とし

　　　　て，年間 35 単位時間以上とするものとする。

　　　オ　生徒会活動及び学校行事については，学校の実態に

　　　　応じて，それぞれ適切な授業時数を充てるものとする。

　　　カ　定時制の課程において，特別の事情がある場合には，

　　　　ホームルーム活動の授業時数の一部を減じ，又はホー

　　　　ムルーム活動及び生徒会活動の内容の一部を行わない

　　　　ものとすることができる。

　　　キ　各教科・科目等のそれぞれの授業の１単位時間は，

　　　　各学校において，各教科・科目等の授業時数を確保し

　　　　つつ，生徒の実態及び各教科・科目等の特質を考慮し

　　　　て適切に定めるものとする。

　　　ク　各教科・科目等の特質に応じ，10 分から 15 分程度

　　　　の短い時間を活用して特定の各教科・科目等の指導を

　　　　行う場合において，当該各教科・科目等を担当する教

　　　　師が単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した

　　　　中で，その指導内容の決定や指導の成果の把握と活用

　　　　等を責任をもって行う体制が整備されているときは，

　　　　その時間を当該各教科・科目等の授業時数に含めるこ

　　　　とができる。

　　　ケ　総合的な探究の時間における学習活動により，特別

　　　　活動の学校行事に掲げる各行事の実施と同様の成果が

　　　　期待できる場合においては，総合的な探究の時間にお

　　　　ける学習活動をもって相当する特別活動の学校行事に

　　　　掲げる各行事の実施に替えることができる。

　　　コ　理数の「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修により，

　　　　総合的な探究の時間の履修と同様の成果が期待できる

　　　　場合においては，「理数探究基礎」又は「理数探究」の

　　　　履修をもって総合的な探究の時間の履修の一部又は全

　　　　部に替えることができる。

　 (4)　選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程の編成

　　　　教育課程の編成に当たっては，生徒の特性，進路等に

　　　応じた適切な各教科・科目の履修ができるようにし，こ

　　　のため，多様な各教科・科目を設け生徒が自由に選択履

　　　修することのできるよう配慮するものとする。また，教

　　　育課程の類型を設け，そのいずれかの類型を選択して履

　　　修させる場合においても，その類型において履修させる

　　　ことになっている各教科・科目以外の各教科・科目を履

　　　修させたり，生徒が自由に選択履修することのできる各

　　　教科・科目を設けたりするものとする。

　 (5)　各教科・科目等の内容等の取扱い

　　　ア　学校においては，第２章以下に示していない事項を

　　　　加えて指導することができる。また，第２章以下に示

　　　　す内容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項

　　　　は，当該科目を履修する全ての生徒に対して指導する

　　　　ものとする内容の範囲や程度等を示したものであり，

　　　　学校において必要がある場合には，この事項にかかわ

　　　　らず指導することができる。ただし，これらの場合に

　　　　は，第２章以下に示す教科，科目及び特別活動の目標

　　　　や内容の趣旨を逸脱したり，生徒の負担が過重となっ

　　　　たりすることのないようにするものとする。

《新設》

理数の履修による、総合的な探究

の時間の履修の代替が可能になっ

たことを示した。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
　　　　　　解すること。

　　　　　　(ｱ)　スポーツは，各ライフステージにおける身体

　　　　　　　 的，心理的，社会的特徴に応じた多様な楽しみ

　　　　　　　 方があること。また，その楽しみ方は，個人の

　　　　　　　 スポーツに対する欲求などによっても変化する

　　　　　　　 こと。

　　　　　　(ｲ)　生涯にわたってスポーツを継続するために

　　　　　　　 は，ライフスタイルに応じたスポーツとの関わ

　　　　　　　 り方を見付けること，仕事と生活の調和を図る

　　　　　　　 こと，運動の機会を生み出す工夫をすることな

　　　　　　　 どが必要であること。

　　　　　　(ｳ)　スポーツの推進は，様々な施策や組織，人々

　　　　　　　 の支援や参画によって支えられていること。

　　　　　　(ｴ)　人生に潤いをもたらす貴重な文化的資源とし

　　　　　　　 て，スポーツを未来に継承するためには，スポー

　　　　　　　 ツの可能性と問題点を踏まえて適切な「する，

　　　　　　　 みる，支える，知る」などの関わりが求められ

　　　　　　　 ること。

　　　　　イ　豊かなスポーツライフの設計の仕方について，

　　　　　　課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断

　　　　　　するとともに，他者に伝えること。

　　　　　ウ　豊かなスポーツライフの設計の仕方についての

　　　　　　学習に主体的に取り組むこと。

３　内容の取扱い

　　（1）　内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までの

　　　領域については，次のとおり取り扱うものとする。

　　　　　ア　「Ａ体つくり運動」及び「Ｈ体育理論」については，

　　　　　　各年次において全ての生徒に履修させること。

　　　　　イ　入学年次においては，「Ｂ器械運動」，「Ｃ陸上競

　　　　　　技」，「Ｄ水泳」及び「Ｇダンス」についてはこれ

　　　　　　らの中から一つ以上を，「Ｅ球技」及び「Ｆ武道」

　　　　　　についてはこれらの中から一つ以上をそれぞれ選

　　　　　　択して履修できるようにすること。その次の年次

　　　　　　以降においては，「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」

　　　　　　までの中から二つ以上を選択して履修できるよう

　　　　　　にすること。

　　（2）　内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までに

　　　示す事項については，各年次において次のとおり取り扱

　　　うものとする。

　　　　　ア　「Ａ体つくり運動」に示す事項については，全て

　　　　　　の生徒に履修させること。なお，(1) のアの運動

　　　　　　については，「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」まで

　　　　　　においても関連を図って指導することができると

　　　　　　ともに，「保健」における精神疾患の予防と回復な

　　　　　　どの内容との関連を図ること。(1) のイの運動に

　　　　　　ついては，日常的に取り組める運動例を組み合わ

　　　　　　せることに重点を置くなど指導方法の工夫を図る

　　　　　　こと。

　　　　　イ　「Ｂ器械運動」の (1) の運動については，アから

　　　　　　エまでの中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　ウ　「Ｃ陸上競技」の (1) の運動については，アから

　　　　　　ウまでの中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　エ　「Ｄ水泳」の (1) の運動については，アからオま

　　　　　　での中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　　なお，「保健」における応急手当の内容との関連を

　　　　　　図ること。

　　　　　　　また，泳法との関連において水中からのスター

　　　　　　ト及びターンを取り上げること。なお，入学年次

　　　　　　の次の年次以降は，安全を十分に確保した上で，

　　　　　　学校や生徒の実態に応じて段階的な指導を行うこ

　　　　　　とができること。

　　　　　オ　「Ｅ球技」の (1) の運動については，入学年次に

　　　　　　おいては，アからウまでの中から二つを，その次

　　　　　　の年次以降においては，アからウまでの中から一

　　　　　　つを選択して履修できるようにすること。また，

　　　るようにする。

　　　　　ア　スポーツは，各ライフステージにおける身体的，

　　　　　　心理的，社会的特徴に応じた楽しみ方があること。

　　　　　　また，その楽しみ方は，個人のスポーツに対する

　　　　　　欲求などによっても変化すること。

　　　　　イ　生涯にわたってスポーツを継続するためには，

　　　　　　自己に適した運動機会をもつこと，施設などを活

　　　　　　用して活動の場をもつこと，ライフスタイルに応

　　　　　　じたスポーツとのかかわり方を見付けることなど

　　　　　　が必要であること。

　　　　　ウ　スポーツの振興は，様々な施策や組織，人々の

　　　　　　支援や参画によって支えられていること。

（新設）

（新設）　

（新設）

３　内容の取扱い

　　（1）　内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までの

　　　領域については，次のとおり取り扱うものとする。

　　　　　ア　「Ａ体つくり運動」及び「Ｈ体育理論」については，

　　　　　　各年次においてすべての生徒に履修させること。

　　　　　イ　入学年次においては，「Ｂ器械運動」，「Ｃ陸上競

　　　　　　技」，「Ｄ水泳」及び「Ｇダンス」についてはこれ

　　　　　　らの中から一つ以上を，「Ｅ球技」及び「Ｆ武道」

　　　　　　についてはこれらの中から一つ以上をそれぞれ選

　　　　　　択して履修できるようにすること。その次の年次

　　　　　　以降においては，「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」

　　　　　　までの中から二つ以上を選択して履修できるよう

　　　　　　にすること。

　　（2）　内容の「Ａ体つくり運動」から「Ｈ体育理論」までに

　　　示す事項については，各年次において次のとおり取り扱

　　　うものとする。

　　　　　ア　「Ａ体つくり運動」に示す事項については，すべ

　　　　　　ての生徒に履修させること。なお，「Ａ体つくり運

　　　　　　動」の (1) のアの運動については，「Ｂ器械運動」

　　　　　　から「Ｇダンス」までにおいても関連を図って指

　　　　　　導することができるとともに，「保健」における精

　　　　　　神の健康などの内容との関連を図ること。「Ａ体つ

　　　　　　くり運動」の (1) のイの運動については，日常的

　　　　　　に取り組める運動例を組み合わせることに重点を

　　　　　　置くなど指導方法の工夫を図ること。

　　　　　イ　「Ｂ器械運動」の (1) の運動については，アから

　　　　　　エまでの中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　ウ　「Ｃ陸上競技」の (1) の運動については，アから

　　　　　　ウまでに示す運動の中から選択して履修できるよ

　　　　　　うにすること。

　　　　　エ　「Ｄ水泳」の (1) の運動については，アからオま

　　　　　　での中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　　また，スタートの指導については，段階的な指導

　　　　　　を行うとともに安全を十分に確保すること。また，

　　　　　　「保健」における応急手当の内容との関連を図るこ

　　　　　　と。

　　　　　オ　「Ｅ球技」の (1) の運動については，入学年次に

　　　　　　おいては，アからウまでの中から二つを，その次

　　　　　　の年次以降においては，アからウまでの中から一

　　　　　　つを選択して履修できるようにすること。また，

《追記》

生涯にわたるスポーツの継続につい

て，「仕事と生活の調和を図ること，

運動の機会を生み出す工夫をするこ

と」が追記された。

《変更》

現行の「スポーツの振興」は，「スポー

ツの推進」に変更された。

《新設》

豊かなスポーツライフの設計の仕方

について，「課題を発見し，よりよ

い解決に向け思考し判断するととも

に，他者に伝えること」，「学習に主

体的に取り組むこと」が示された。

《変更》

「保健」における内容の関連につい

て，現行の「精神の健康」から「精

神疾患の予防と回復」に変更された。

《追記》

泳法との関連について，「水中から

のスタート及びターンを取り上げる

こと」が示された。

《追記》

新たに，「入学年次の次の年次以降

は，安全を十分に確保した上で，学

校や生徒の実態に応じて段階的な指

導を行うことができること」が示さ

れた。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　 (2)　第２章以下に示す各教科・科目及び特別活動の内容に

　　　掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序

　　　を示すものではないので，学校においては，その取扱い

　　　について適切な工夫を加えるものとする。

　 (3)　学校においては，あらかじめ計画して，各教科・科目

　　　の内容及び総合的な学習の時間における学習活動を学期

　　　の区分に応じて単位ごとに分割して指導することができ

　　　る。

　 (4)　学校においては，特に必要がある場合には，第２章及

　　　び第３章に示す教科及び科目の目標の趣旨を損なわない

　　　範囲内で，各教科・科目の内容に関する事項について，

　　　基礎的・基本的な事項に重点を置くなどその内容を適切

　　　に選択して指導することができる。

３　指導計画の作成に当たって配慮すべき事項

　　各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意

　工夫を生かし，全体として，調和のとれた具体的な指導計画

　を作成するものとする。

　 (2)　各教科・科目の指導内容については，各事項のまとめ

　　　方及び重点の置き方に適切な工夫を加えて，効果的な指

　　　導ができるようにすること。

　 (1)　各教科・科目等について相互の関連を図り，発展的，

　　　系統的な指導ができるようにすること。

４　職業教育に関して配慮すべき事項

　 (3)　学校においては，キャリア教育を推進するために，地

　　　域や学校の実態，生徒の特性 , 進路等を考慮し，地域や

　　　産業界等との連携を図り，産業現場等における長期間の

　　　実習を取り入れるなどの就業体験の機会を積極的に設け

　　　るとともに，地域や産業界等の人々の協力を積極的に得

　　　るよう配慮するものとする。

　 (1)　普通科においては，地域や学校の実態，生徒の特性，

　　　進路等を考慮し，必要に応じて，適切な職業に関する各

　　　教科・科目の履修の機会の確保について配慮するものと

　　　する。

　 (2)　職業教育を主とする専門学科においては，次の事項に

　　　配慮するものとする。

　 　 ア　職業に関する各教科・科目については，実験・実習

　　　　に配当する授業時数を十分確保するようにすること。

　 　 イ　生徒の実態を考慮し，職業に関する各教科・科目の

　　　　履修を容易にするため特別な配慮が必要な場合には，

　　　　各分野における基礎的又は中核的な科目を重点的に選

　　　　択し，その内容については基礎的・基本的な事項が確

　　　　実に身に付くように取り扱い，また，主として実験・

　　　　実習によって指導するなどの工夫をこらすようにする

　　　　こと。

 　 (4)　職業に関する各教科・科目については，次の事項に

　　　配慮するものとする。

　 　 ア　職業に関する各教科・科目については，就業体験を

　　　　もって実習に替えることができること。この場合，就

　　　　業体験は，その各教科・科目の内容に直接関係があり，

　　　　かつ，その一部としてあらかじめ計画されるものであ

　　　　ることを要すること。

　 　 イ　農業，水産及び家庭に関する各教科・科目の指導に

　　　　当たっては，ホームプロジェクト並びに学校家庭クラ

　　　　ブ及び学校農業クラブなどの活動を活用して，学習の

　　　　効果を上げるよう留意すること。この場合，ホームプ

　　　　ロジェクトについては，その各教科・科目の授業時数

　　　　の 10 分の２以内をこれに充てることができること。

　 　 ウ　定時制及び通信制の課程において，職業に関する各

　　　イ　第２章以下に示す各教科・科目及び特別活動の内容

　　　　に掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の

　　　　順序を示すものではないので，学校においては，その

　　　　取扱いについて適切な工夫を加えるものとする。

　　　ウ　学校においては，あらかじめ計画して，各教科・科

　　　　目の内容及び総合的な探究の時間における学習活動を

　　　　学期の区分に応じて単位ごとに分割して指導すること

　　　　ができる。

　　　エ　学校においては，特に必要がある場合には，第２章

　　　　及び第３章に示す教科及び科目の目標の趣旨を損なわ

　　　　ない範囲内で，各教科・科目の内容に関する事項につ

　　　　いて，基礎的・基本的な事項に重点を置くなどその内

　　　　容を適切に選択して指導することができる。

　 (6)　指導計画の作成に当たって配慮すべき事項

　　　　各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の

　　　創意工夫を生かし，全体として，調和のとれた具体的な

　　　指導計画を作成するものとする。

　　　ア　各教科・科目等の指導内容については，単元や題材

　　　　など内容や時間のまとまりを見通しながら，そのまと

　　　　め方や重点の置き方に適切な工夫を加え，第３款の１

　　　　に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

　　　　改善を通して資質・能力を育む効果的な指導ができる

　　　　ようにすること。

　　　イ　各教科・科目等について相互の関連を図り，系統的，

　　　　発展的な指導ができるようにすること。

　 (7)　キャリア教育及び職業教育に関して配慮すべき事項

　　　ア　学校においては，第５款の１に示すキャリア教育及

　　　　び職業教育を推進するために，生徒の特性や進路，学

　　　　校や地域の実態等を考慮し，地域や産業界等との連携

　　　　を図り，産業現場等における長期間の実習を取り入れ

　　　　るなどの就業体験活動の機会を積極的に設けるととも

　　　　に，地域や産業界等の人々の協力を積極的に得るよう

　　　　配慮するものとする。

　　　イ　普通科においては，生徒の特性や進路，学校や地域

　　　　の実態等を考慮し，必要に応じて，適切な職業に関す

　　　　る各教科・科目の履修の機会の確保について配慮する

　　　　ものとする。

　　　ウ　職業教育を主とする専門学科においては，次の事項

　　　　に配慮するものとする。

　　　　　(ｱ)　職業に関する各教科・科目については，実験・

　　　　　　 実習に配当する授業時数を十分確保するようにす

　　　　　　 ること。

　　　　　(ｲ)  生徒の実態を考慮し，職業に関する各教科・科

　　　　　　 目の履修を容易にするため特別な配慮が必要な場

　　　　　　 合には，各分野における基礎的又は中核的な科目

　　　　　　 を重点的に選択し，その内容については基礎的・

　　　　　　 基本的な事項が確実に身に付くように取り扱い，

　　　　　　 また，主として実験・実習によって指導するなど

　　　　　　 の工夫をこらすようにすること。

　　　エ　職業に関する各教科・科目については，次の事項に

　　　　配慮するものとする。

　　　　　(ｱ)　職業に関する各教科・科目については，就業体

　　　　　　 験活動をもって実習に替えることができること。

　　　　　　 この場合，就業体験活動は，その各教科・科目の

　　　　　　 内容に直接関係があり，かつ，その一部としてあ

　　　　　　 らかじめ計画し，評価されるものであることを要

　　　　　　 すること。

　　　　　(ｲ)  農業，水産及び家庭に関する各教科・科目の指

　　　　　　 導に当たっては，ホームプロジェクト並びに学校

　　　　　　 家庭クラブ及び学校農業クラブなどの活動を活用

　　　　　　 して，学習の効果を上げるよう留意すること。こ

　　　　　　 の場合，ホームプロジェクトについては，その各

　　　　　　 教科・科目の授業時数の 10 分の２以内をこれに

　　　　　　 充てることができること。

　　　　　(ｳ)  定時制及び通信制の課程において，職業に関す

《追記》

主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を通して資質・

能力を育む効果的な指導を行うこ

とが示された。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
　　　　　　アについては，バスケットボール，ハンドボール，

　　　　　　サッカー，ラグビーの中から，イについては，バレー

　　　　　　ボール，卓球，テニス，バドミントンの中から，

　　　　　　ウについては，ソフトボールを適宜取り上げるこ

　　　　　　ととし，学校や地域の実態に応じて，その他の運

　　　　　　動についても履修させることができること。

　　　　　カ　「Ｆ武道」については，柔道，剣道，相撲，空手道，

　　　　　　なぎなた，弓道，合気道，少林寺拳法，銃剣道な

　　　　　　どを通して，我が国固有の伝統と文化により一層

　　　　　　触れることができるようにすること。また，(1)

　　　　　　の運動については，ア又はイのいずれかを選択し

　　　　　　て履修できるようにすること。なお，学校や地域

　　　　　　の実態に応じて，相撲，空手道，なぎなた，弓道，

　　　　　　合気道，少林寺拳法，銃剣道などについても履修

　　　　　　させることができること。

　　　　　キ　「Ｇダンス」の (1) の運動については，アからウ

　　　　　　までの中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　　なお，学校や地域の実態に応じて，社交ダンスな

　　　　　　どのその他のダンスについても履修させることが

　　　　　　できること。

　　　　　ク　「Ｈ体育理論」については，(1) は入学年次，

　　　　　　(2) はその次の年次，(3) はそれ以降の年次で取り

　　　　　　上げること。その際，各年次で６単位時間以上を

　　　　　　配当すること。

　　（3）　内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」までの領域及

　　　び運動については，学校や地域の実態及び生徒の特性や

　　　選択履修の状況等を踏まえるとともに，安全を十分に確

　　　保した上で，生徒が自由に選択して履修することができ

　　　るよう配慮するものとする。指導に当たっては，内容の「Ｂ

　　　器械運動」から「Ｇダンス」までの領域については，そ

　　　れぞれの運動の特性に触れるために必要な体力を生徒自

　　　ら高めるように留意するものとする。また，内容の「Ｂ

　　　器械運動」から「Ｆ武道」までの領域及び運動については，

　　　　　　アについては，バスケットボール，ハンドボール，

　　　　　　サッカー，ラグビーの中から，イについては，バレー

　　　　　　ボール，卓球，テニス，バドミントンの中から，

　　　　　　ウについては，ソフトボールを適宜取り上げるこ

　　　　　　ととし，地域や学校の実態に応じて，その他の運

　　　　　　動についても履修させることができること。

　　　　　カ　「Ｆ武道」の (1) の運動については，ア又はイの

　　　　　　いずれかを選択して履修できるようにすること。

　　　　　　なお，地域や学校の実態に応じて，相撲，なぎなた，

　　　　　　弓道などのその他の武道についても履修させるこ

　　　　　　とができること。　

　　　　　キ　「Ｇダンス」の (1) の運動については，アからウ

　　　　　　までの中から選択して履修できるようにすること。

　　　　　　なお，地域や学校の実態に応じて，社交ダンスな

　　　　　　どのその他のダンスについても履修させることが

　　　　　　できること。　

　　　　　ク　「Ｈ体育理論」については，(1) は入学年次，

　　　　　　(2) はその次の年次，(3) はそれ以降の年次で取り

　　　　　　上げること。

　　（3）　内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」までの領域及

　　　び運動については，地域や学校の実態及び生徒の特性や

　　　選択履修の状況等を踏まえるとともに，安全を十分に確

　　　保した上で，生徒が自由に選択して履修することができ

　　　るよう配慮するものとする。指導に当たっては，内容の「Ｂ

　　　器械運動」から「Ｇダンス」までの領域については，そ

　　　れぞれの運動の特性に触れるために必要な体力を生徒自

　　　ら高めるように留意するものとする。また，内容の「Ｂ

　　　器械運動」から「Ｆ武道」までの領域及び運動については，

　　　必要に応じて審判の仕方についても指導するものとする。

　　　また，「Ｆ武道」については，我が国固有の伝統と文化に

　　　より一層触れさせるため，中学校の学習の基礎の上に，

　　　より深められる機会を確保するよう配慮するものとする。

　　（4）　自然との関わりの深いスキー，スケートや水辺活動な

　　　どの指導については，学校や地域の実態に応じて積極的

　　　に行うことに留意するものとする。

　　　　また，レスリングについても履修させることができる

　　　ものとする。

　　（5）　集合，整頓，列の増減，方向変換などの行動の仕方を

　　　身に付け，能率的で安全な集団としての行動ができるよ

　　　うにするための指導については，内容の「Ａ体つくり運動」

　　　から「Ｇダンス」までの領域において適切に行うものと

　　　する。

　　（6）　筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動などを

　　　通して，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育

　　　成を促し，主体的な学習活動が充実するよう配慮するも

　　　のとする。

第２　保健

１　　目標

　　保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向

　けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環

　境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のと

　おり育成する。

　　（1）　個人及び社会生活における健康・安全について理解を

　　　深めるとともに，技能を身に付けるようにする。

　　（2）　健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，

　　　計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や

　　　状況に応じて他者に伝える力を養う。

　　（3）　生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環

　　　境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態

　　　度を養う。

　　　必要に応じて審判の仕方についても指導するものとする。

　　　また，「Ｆ武道」については，我が国固有の伝統と文化に

　　　より一層触れさせるため，中学校の学習の基礎の上に，

　　　より深められる機会を確保するよう配慮するものとする。

　　（4）　自然とのかかわりの深いスキー，スケートや水辺活動

　　　などの指導については，地域や学校の実態に応じて積極

　　　的に行うことに留意するものとする。また，レスリング

　　　についても履修させることができるものとする。

　　（5）　集合，整頓，列の増減，方向変換などの行動の仕方を

　　　身に付け，能率的で安全な集団としての行動ができるよ

　　　うにするための指導については，内容の「Ａ体つくり運動」

　　　から「Ｇダンス」までの領域において適切に行うものと

　　　する。

　　（6）　筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動などを

　　　通して，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育

　　　成を促し，主体的な学習活動が充実するよう配慮するも

　　　のとする。

第２　保健

１　　目標

　　個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め

　るようにし，生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善

　していく資質や能力を育てる。

（新設）

（新設）

（新設）

《追記》

「柔道，剣道，相撲，空手道，なぎなた，

弓道， 合気道，少林寺拳法，銃剣道

などを通して，我が国固有の伝統と

文化により一層触れることができる

ようにすること」が示された。

《追記》

学校や地域の実態に応じて履修させ

ることができる運動について，「空

手道」，「合気道」，「少林寺拳法」，「銃

剣道」が追記された。

《追記》

体育理論について，「各年次で６単

位時間以上を配当すること」が示さ

れた。

《変更・新設》

教科の目標を受けて，保健分野の目

標と内容の示し方についても，現行

の「技能」，「態度」，「知識，思考・判断」

から変更され，「知識及び技能」，「思

考力，判断力，表現力等」，「学びに

向かう力，人間性等」の三つの柱で

具体的に示された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　　　　教科・科目を履修する生徒が，現にその各教科・科目

　　　　と密接な関係を有する職業（家事を含む。）に従事し

　　　　ている場合で，その職業における実務等が，その各教

　　　　科・科目の一部を履修した場合と同様の成果があると

　　　　認められるときは，その実務等をもってその各教科・

　　　　科目の履修の一部に替えることができること。

（新設）

 　 (3)　学校や生徒の実態等に応じ，必要がある場合には， 

　　　例えば次のような工夫を行い，義務教育段階での学習内

　　　容の確実な定着を図るようにすること。【第５款３】

　 　 ア　各教科・科目の指導に当たり，義務教育段階での学

　　　　習内容の確実な定着を図るための学習機会を設けるこ

　　　　と。

　 　 イ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りなが

　　　　ら，必履修教科・科目の内容を十分に習得させること

　　　　ができるよう，その単位数を標準単位数の標準の限度

　　　　を超えて増加して配当すること。

　 　 ウ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図ること

　　　　を目標とした学校設定科目等を履修させた後に，必履

　　　　修教科・科目を履修させるようにすること。

（新設）

第７款 通信制の課程における教育課程の特例

　通信制の課程における教育課程については，第１款から第６

款まで（第４款，第５款の１並びに 第５款の４の (4) のア及

びイを除く。）に定めるところによるほか，次に定めるところ

による。

１　各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時間（１

　単位時間は，50 分として計算するものとする。以下同じ。）

　数の標準は，１単位につき次の表のとおりとするほか，学校

　設定教科に関する科目のうち専門教科・科目以外のものにつ

　いては，各学校が定めるものとする。(表省略 )

２　総合的な学習の時間の添削指導の回数及び面接指導の単位

　時間数については，各学校において，学習活動に応じ適切に

　定めるものとする。

３　面接指導の授業の１単位時間は，各学校において，各教科・

　科目の面接指導の単位時間数を確保しつつ，生徒の実態及び

　各教科・科目等の特質を考慮して適切に定めるものとする。

４　学校が，その指導計画に，各教科・科目又は特別活動につ

　いて計画的かつ継続的に行われるラジオ放送，テレビ放送そ

　の他の多様なメディアを利用して行う学習を取り入れた場合

　で，生徒がこれらの方法により学習し，報告課題の作成等に

　より，その成果が満足できると認められるときは，その生徒

　について，その各教科・科目の面接指導の時間数又は特別活

　動の時間数のうち，各メディアごとにそれぞれ 10 分の６以

　　　　　　 る各教科・科目を履修する生徒が，現にその各教

　　　　　　 科・科目と密接な関係を有する職業（家事を含む。）

　　　　　　 に従事している場合で，その職業における実務等

　　　　　　 が，その各教科・科目の一部を履修した場合と同

　　　　　　 様の成果があると認められるときは，その実務等

　　　　　　 をもってその各教科・科目の履修の一部に替える

　　　　　　 ことができること。

４　学校段階等間の接続

　　教育課程の編成に当たっては，次の事項に配慮しながら，

　学校段階等間の接続を図るものとする。

　 (1)　現行の中学校学習指導要領を踏まえ，中学校教育まで

　　　の学習の成果が高等学校教育に円滑に接続され，高等学

　　　校教育段階の終わりまでに育成することを目指す資質・

　　　能力を，生徒が確実に身に付けることができるよう工夫

　　　すること。特に，中等教育学校，連携型高等学校及び併

　　　設型高等学校においては，中等教育６年間を見通した計

　　　画的かつ継続的な教育課程を編成すること。

　 (2)　生徒や学校の実態等に応じ，必要がある場合には，例

　　　えば次のような工夫を行い，義務教育段階での学習内容

　　　の確実な定着を図るようにすること。

　　　ア　各教科・科目の指導に当たり，義務教育段階での学

　　　　習内容の確実な定着を図るための学習機会を設けるこ

　　　　と。

　　　イ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図りなが

　　　　ら，必履修教科・科目の内容を十分に習得させること

　　　　ができるよう，その単位数を標準単位数の標準の限度

　　　　を超えて増加して配当すること。

　 　 ウ　義務教育段階での学習内容の確実な定着を図ること

　　　　を目標とした学校設定科目等を履修させた後に，必履

　　　　修教科・科目を履修させるようにすること。

　 (3)　大学や専門学校等における教育や社会的・職業的自立，

　　　生涯にわたる学習のために，高等学校卒業以降の教育や

　　　職業との円滑な接続が図られるよう，関連する教育機関

　　　や企業等との連携により，卒業後の進路に求められる資

　　　質・能力を着実に育成することができるよう工夫するこ

　　　と。

５　通信制の課程における教育課程の特例

　　通信制の課程における教育課程については，１から４まで

　（３の (3)，(4) 並びに (7) のエの (ｱ) 及び (ｲ) を除く。）並び

　に第１款及び第３款から第７款までに定めるところによるほ

　か，次に定めるところによる。

　 (1)　各教科・科目の添削指導の回数及び面接指導の単位時

　　　間（１単位時間は，50 分として計算するものとする。以

　　　下同じ。）数の標準は，１単位につき次の表のとおりとす

　　　る。(表省略 )

　 (2)　学校設定教科に関する科目のうち専門教科・科目以外

　　　のものの添削指導の回数及び面接指導の単位時間数につ

　　　いては，１単位につき，それぞれ１回以上及び１単位時

　　　間以上を確保した上で，各学校が適切に定めるものとす

　　　る。

　 (3)　理数に属する科目及び総合的な探究の時間の添削指導

　　　の回数及び面接指導の単位時間数については，１単位に

　　　つき，それぞれ１回以上及び１単位時間以上を確保した

　　　上で，各学校において，学習活動に応じ適切に定めるも

　　　のとする。

　 (4)　各学校における面接指導の１回あたりの時間は，各学

　　　校において，(1) から (3) までの標準を踏まえ，各教科・

　　　科目及び総合的な探究の時間の面接指導の単位時間数を

　　　確保しつつ，生徒の実態並びに各教科・科目及び総合的

　　　な探究の時間の特質を考慮して適切に定めるものとする。

　 (5)　学校が，その指導計画に，各教科・科目又は特別活動

　　　について体系的に行われるラジオ放送，テレビ放送その

　　　他の多様なメディアを利用して行う学習を計画的かつ継

　　　続的に取り入れた場合で，生徒がこれらの方法により学

　　　習し，報告課題の作成等により，その成果が満足できる

　　　と認められるときは，その生徒について，その各教科・

　　　科目の面接指導の時間数又は特別活動の時間数（以下「面

《新設》

小中 9 年間，あるいは中高 6 年間

を見通した教育課程を編成し，各

学校段階の円滑な接続を図ること

が明記された。

《変更》

各教科・科目の面接指導の時間数

又は特別活動の時間数について、

「面接指導等時間数」という用語が

用いられた。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
２　内容

　　（1）　現代社会と健康について，自他や社会の課題を発見し，

　　　その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付け

　　　ることができるよう指導する。

　　　　　ア　現代社会と健康について理解を深めること。

　　　　　　(ｱ)　健康の考え方

　　　　　　　　 国民の健康課題や健康の考え方は，国民の健

　　　　　　 康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わって

　　　　　　 きていること。また，健康は，様々な要因の影響

　　　　　　 を受けながら，主体と環境の相互作用の下に成り

　　　　　　 立っていること。

　　　　　　 　健康の保持増進には，ヘルスプロモーションの

　　　　　　 考え方を踏まえた個人の適切な意思決定や行動選

　　　　　　 択及び環境づくりが関わること。

　　　　　　(ｲ)　現代の感染症とその予防

　　　　　　     感染症の発生や流行には，時代や地域によっ

　　　　　　て違いがみられること。その予防には，個人の取

　　　　　　組及び社会的な対策を行う必要があること。

　　　　　　(ｳ)　生活習慣病などの予防と回復

　　　　　　　　 健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回

　　　　　　復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれ

　　　　　　た生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的な対

　　　　　　策が必要であること。

　　　　　　(ｴ)　喫煙，飲酒，薬物乱用と健康

　　　　　　　　 喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になる

　　　　　　こと。また，薬物乱用は，心身の健康や社会に深

　　　　　　刻な影響を与えることから行ってはならないこと。

　　　　　　それらの対策には，個人や社会環境への対策が必

　　　　　　要であること。

　　　　　　(ｵ)　精神疾患の予防と回復

　　　　　　　　 精神疾患の予防と回復には，運動，食事，休

　　　　　　養及び睡眠の調和のとれた生活を実践するととも

　　　　　　に，心身の不調に気付くことが重要であること。

　　　　　　また，疾病の早期発見及び社会的な対策が必要で

　　　　　　あること。

　　　　　イ　現代社会と健康について，課題を発見し，健康

　　　　　　や安全に関する原則や概念に着目して解決の方法

　　　　　　を思考し判断するとともに，それらを表現すること。

　　（2）　安全な社会生活について，自他や社会の課題を発見し，

　　　 その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付け

　　　 ることができるよう指導する。

　　　　　ア　安全な社会生活について理解を深めるとともに，

　　　　　　応急手当を適切にすること。

　　　　　　(ｱ)　安全な社会づくり

　　　　　　　　 安全な社会づくりには，環境の整備とそれに

　　　　　　応じた個人の取組が必要であること。また，交通

　　　　　　事故を防止するには，車両の特性の理解，安全な

　　　　　　運転や歩行など適切な行動，自他の生命を尊重す

　　　　　　る態度，交通環境の整備が関わること。交通事故

　　　　　　には補償をはじめとした責任が生じること。

　　　　　　(ｲ)　応急手当

　　　　　　　　 適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を軽減

　　　　　　できること。応急手当には，正しい手順や方法が

　　　　　　あること。また，応急手当は，傷害や疾病によっ

　　　　　　て身体が時間の経過とともに損なわれていく場合

　　　　　　があることから，速やかに行う必要があること。

　　　　　　　心肺蘇生法などの応急手当を適切に行うこと。

　　　　　イ　安全な社会生活について，安全に関する原則や

　　　　　　概念に着目して危険の予測やその回避の方法を考

　　　　　　え，それらを表現すること。

　　（3）　生涯を通じる健康について，自他や社会の課題を発見

　　　 し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に

　　　 付けることができるよう指導する。

２　内容

　　（1）　現代社会と健康

　　　 　我が国の疾病構造や社会の変化に対応して，健康を保

　　　 持増進するためには，個人の行動選択やそれを支える社

　　　 会環境づくりなどが大切であるというヘルスプロモー

　　　 ションの考え方を生かし，人々が自らの健康を適切に管

　　　 理すること及び環境を改善していくことが重要であるこ

　　　 とを理解できるようにする。

　　　　　ア　健康の考え方

　　　　　　　健康の考え方は，国民の健康水準の向上や疾病

　　　　　　構造の変化に伴って変わってきていること。また，

　　　　　　健康は，様々な要因の影響を受けながら，主体と

　　　　　　環境の相互作用の下に成り立っていること。

　　　　　　　健康の保持増進には，健康に関する個人の適切

　　　　　　な意志決定や行動選択及び環境づくりがかかわる

　　　　　　こと。

　　　　　イ　健康の保持増進と疾病の予防

　　　　　　　健康の保持増進と生活習慣病の予防には，食事，

　　　　　　運動，休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践す

　　　　　　る必要があること。

　　　　　　　喫煙と飲酒は，生活習慣病の要因になること。

　　　　　　また，薬物乱用は，心身の健康や社会に深刻な影

　　　　　　響を与えることから行ってはならないこと。それ

　　　　　　らの対策には，個人や社会環境への対策が必要で

　　　　　　あること。

　　　　　　　感染症の発生や流行には，時代や地域によって

　　　　　　違いがみられること。その予防には，個人的及び

　　　　　　社会的な対策を行う必要があること。

　　　　　ウ　精神の健康

　　　　　　　人間の欲求と適応機制には，様々な種類がある

　　　　　　こと。精神と身体には，密接な関連があること。

　　　　　　また，精神の健康を保持増進するには，欲求やス

　　　　　　トレスに適切に対処するとともに，自己実現を図

　　　　　　るよう努力していくことが重要であること。

（新設）　　　

（新設）

　　　　　エ　交通安全

　　　　　　　交通事故を防止するには，車両の特性の理解，

　　　　　　安全な運転や歩行など適切な行動，自他の生命を

　　　　　　尊重する態度，交通環境の整備などがかかわるこ

　　　　　　と。また，交通事故には責任や補償問題が生じる

　　　　　　こと。

　　　　　オ　応急手当

　　　　　　　適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を軽減で

　　　　　　きること。応急手当には，正しい手順や方法があ

　　　　　　ること。また，心肺蘇生等の応急手当は，傷害や

　　　　　　疾病によって身体が時間の経過とともに損なわれ

　　　　　　ていく場合があることから，速やかに行う必要が

　　　　　　あること。　

（新設）

　　（2）生涯を通じる健康

　　　  生涯の各段階において健康についての課題があり，自

　　  らこれに適切に対応する必要があること及び我が国の保

《追記》

健康の保持増進について，「ヘルス

プロモーションの考え方を踏まえた

個人の適切な意思決定や行動選択及

び環境づくりが関わること」が示さ

れた。

《変更》

「意志決定」は，「意思決定」に表記

が変更された。

《追記》

健康の保持増進と生活習慣病につい

て，予防に加えて「回復」が示され，

「疾病の早期発見」が必要であるこ

とが示された。

《変更》

「精神の健康」は，「精神疾患の予防

と回復」に内容が変更された。

《新設》

安全な社会生活について，自他や社

会の課題の発見，解決を目指す際に

身に付ける事項について，追記され

た。

《追記》

「安全な社会づくりには，環境の整

備とそれに応じた個人の取組が必要

であること」が追記された。

《追記》

「心肺蘇生法などの応急手当を適切

に行うこと」が明記された。

《新設》

安全な社会生活について，「原則や

概念に着目して危険の予測やその回

避の方法を考え，それらを表現する

こと」が示された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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　内の時間数を免除することができる。ただし，免除する時間

　数は，合わせて 10 分の８を超えることができない。

５　特別活動については，ホームルーム活動を含めて，各々の

　生徒の卒業までに30単位時間以上指導するものとする。なお，

　特別の事情がある場合には，ホームルーム活動及び生徒会活

　動の内容の一部を行わないものとすることができる。

５　以上のほか，次の事項について配慮するものとする。【第

　５款】

（新設）

 　 (1)　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒の思考力，

　　　判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・基本的

　　　な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するととも

　　　に，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力

　　　の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活

　　　動を充実すること。

 　 (10)　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が情報モ

　　　ラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネットワーク

　　　などの情報手段を適切かつ実践的，主体的に活用できる

　　　ようにするための学習活動を充実するとともに，これら

　　　の情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教

　　　具の適切な活用を図ること。

 　 (5)　各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が学習の

　　　見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動

　　　を計画的に取り入れるようにすること。

（新設）

 　 (11)　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図

　　　り，生徒の主体的，意欲的な学習活動や読書活動を充実

　　　すること。

　　　接指導等時間数」という。）のうち，10 分の６以内の時

　　　間数を免除することができる。また，生徒の実態等を考

　　　慮して特に必要がある場合は，面接指導等時間数のうち，

　　　複数のメディアを利用することにより，各メディアごと

　　　にそれぞれ 10 分の６以内の時間数を免除することができ

　　　る。ただし，免除する時間数は，合わせて 10 分の８を超

　　　えることができない。

　　　　なお，生徒の面接指導等時間数を免除しようとする場

　　　合には，本来行われるべき学習の量と質を低下させるこ

　　　とがないよう十分配慮しなければならない。

　 (6)　特別活動については，ホームルーム活動を含めて，各々

　　　の生徒の卒業までに 30 単位時間以上指導するものとす

　　　る。なお，特別の事情がある場合には，ホームルーム活

　　　動及び生徒会活動の内容の一部を行わないものとするこ

　　　とができる。

第３款 教育課程の実施と学習評価

１　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

　　各教科・科目等の指導に当たっては，次の事項に配慮する

　ものとする。

　 (1)　第１款の３の (1) から (3) までに示すことが偏りなく

　　　実現されるよう，単元や題材など内容や時間のまとまり

　　　を見通しながら，生徒の主体的・対話的で深い学びの実

　　　現に向けた授業改善を行うこと。

　　　　特に，各教科・科目等において身に付けた知識及び技

　　　能を活用したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向

　　　かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象とな

　　　る物事を捉え思考することにより，各教科・科目等の特

　　　質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考

　　　え方」という。）が鍛えられていくことに留意し，生徒が

　　　各教科・科目等の特質に応じた見方・考え方を働かせな

　　　がら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情

　　　報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決

　　　策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに

　　　向かう過程を重視した学習の充実を図ること。

　 (2)　第２款の２の (1) に示す言語能力の育成を図るため，

　　　各学校において必要な言語環境を整えるとともに，国語

　　　科を要としつつ各教科・科目等の特質に応じて，生徒の

　　　言語活動を充実すること。あわせて，(6) に示すとおり

　　　読書活動を充実すること。

　 (3)　第２款の２の (1) に示す情報活用能力の育成を図るた

　　　め，各学校において，コンピュータや情報通信ネットワー

　　　クなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え，

　　　これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること。ま

　　　た，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器など

　　　の教材・教具の適切な活用を図ること。

　 (4)　生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り

　　　返ったりする活動を，計画的に取り入れるように工夫す

　　　ること。

　 (5)　生徒が生命の有限性や自然の大切さ，主体的に挑戦し

　　　てみることや多様な他者と協働することの重要性などを

　　　実感しながら理解することができるよう，各教科・科目

　　　等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭や地域社会と

　　　連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫するこ

　　　と。

　 (6)　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，

　　　生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

　　　善に生かすとともに，生徒の自主的，自発的な学習活動

　　　や読書活動を充実すること。また，地域の図書館や博物

　　　館，美術館，劇場，音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，

　　　資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実す

　　　ること。

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
《追記》

各教科・科目の面接指導の時間数

又は特別活動の時間数について、

「生徒の面接指導等時間数を免除し

ようとする場合には，本来行われ

るべき学習の量と質を低下させる

ことがないよう十分配慮しなけれ

ばならない」ことが追記された。

《新設》

主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善について、知識

と技能の活用及び特質に応じた思

考力と判断力と表現力の発揮に向

かう過程を重視することが示され

た。

《追記》

言語能力の育成を図る活動の一つ

通して，「読書活動」が示された。

《新設》

「生徒が生命の有限性や自然の大切

さ，主体的に挑戦してみることや

多様な他者と協働することの重要

性などを実感しながら理解するこ

とができる」ために、各教科・科

目等の特質に応じた体験活動，家

庭や地域社会との連携を体系的・

継続的に実施できるよう工夫する

ことが明記された。

《変更》

「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて，学校図書館の利用に

加えて，地域の施設を積極的に活

用していく方針が示された。

　　　　　ア　生涯を通じる健康について理解を深めること。

　　　　　　(ｱ)　生涯の各段階における健康

　　　　　　　　 生涯を通じる健康の保持増進や回復には，生

　　　　　　涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及

　　　　　　び環境づくりが関わっていること。

　　　　　　(ｲ)　労働と健康

　　　　　　　　 労働災害の防止には，労働環境の変化に起因

　　　　　　する傷害や職業病などを踏まえた適切な健康管理

　　　　　　及び安全管理をする必要があること。

　　　　　イ　生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見

　　　　　　し，健康に関する原則や概念に着目して解決の方

　　　　　　法を思考し判断するとともに，それらを表現する

　　　　　　こと。

　　（4）　健康を支える環境づくりについて，自他や社会の課題

　　　 を発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項

　　　 を身に付けることができるよう指導する。

　　　　　ア　健康を支える環境づくりについて理解を深める

　　　　　　こと。

　　　　　　(ｱ)　環境と健康

　　　　　　　　 人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し

　　　　　　健康に影響を及ぼすことがあること。それらを防

　　　　　　ぐには，汚染の防止及び改善の対策をとる必要が

　　　　　　あること。また，環境衛生活動は，学校や地域の

　　　　　　環境を健康に適したものとするよう基準が設定さ

　　　　　　れ，それに基づき行われていること。

　　　　　　(ｲ)　食品と健康

　　　　　　　　 食品の安全性を確保することは健康を保持増

　　　　　　進する上で重要であること。また，食品衛生活動は，

　　　　　　食品の安全性を確保するよう基準が設定され，そ

　　　　　　れに基づき行われていること。

　　　　　　(ｳ)　保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

　　　　　　　　 生涯を通じて健康を保持増進するには，保健・

　　　　　　医療制度や地域の保健所，保健センター，医療機

　　　　　　関などを適切に活用することが必要であること。

　　　　　　　また，医薬品は，有効性や安全性が審査されて

　　　　　　おり，販売には制限があること。疾病からの回復

　　　　　　や悪化の防止には，医薬品を正しく使用すること

　　　　　　が有効であること。

　　　　　　(ｴ)　様々な保健活動や社会的対策

　　　　　　　　 我が国や世界では，健康課題に対応して様々

　　　　　　な保健活動や社会的対策などが行われていること。

　　　　　　(ｵ)　健康に関する環境づくりと社会参加

　　　　　　　　 自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロ

　　　　　　モーションの考え方を生かした健康に関する環境

　　　　　　づくりが重要であり，それに積極的に参加してい

　　　　　　くことが必要であること。また，それらを実現す

　　　　　　るには，適切な健康情報の活用が有効であること。

　　　　　イ　健康を支える環境づくりに関する情報から課題

　　　　　　を発見し，健康に関する原則や概念に着目して解

　　　　　　決の方法を思考し判断するとともに，それらを表

　　　　　　現すること。

３　　内容の取扱い

　　（1）　内容の(1)のアの(ｳ)及び(4)のアの(ｲ)については，

　　　 食育の観点を踏まえつつ，健康的な生活習慣の形成に結

　　　 び付くよう配慮するものとする。また，(1) のアの (ｳ)

　　　 については，がんについても取り扱うものとする。

　　（2）　内容の(1)のアの(ｳ)及び(4)のアの(ｳ) については，

　　　 健康とスポーツの関連について取り扱うものとする。

　　（3）　内容の (1) のアの (ｴ) については，疾病との関連，社

　　　 会への影響などについて総合的に取り扱い，薬物につい

　　　 ては，麻薬，覚醒剤，大麻等を取り扱うものとする。

　　（4）　内容の (1) のアの (ｵ) については，大脳の機能，神経

　　　 系及び内分泌系の機能について必要に応じ関連付けて扱

　　　 う程度とする。また，「体育」の「Ａ体つくり運動」に

　　  健・医療制度や機関を適切に活用することが重要である

　　  ことについて理解できるようにする。

　　　　　ア　生涯の各段階における健康

　　　　　　　生涯にわたって健康を保持増進するには，生涯

　　　　　　の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び

　　　　　　環境づくりがかかわっていること。

　　（3）　 ウ　労働と健康

　　　　　　　労働災害の防止には，作業形態や作業環境の変

　　　　　　化に起因する傷害や職業病などを踏まえた適切な

　　　　　　健康管理及び安全管理をする必要があること。

（新設）

　　（3）　社会生活と健康

　　　 　社会生活における健康の保持増進には，環境や食品，

　　　 労働などが深くかかわっていることから，環境と健康，

　　　 環境と食品の保健，労働と健康にかかわる活動や対策が

　　　 重要であることについて理解できるようにする。

　　　　　ア　環境と健康

　　　　　　　人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し健

　　　　　　康に影響を及ぼすこともあること。それらを防ぐ

　　　　　　には，汚染の防止及び改善の対策をとる必要があ

　　　　　　ること。

　　　　　イ　環境と食品の保健

　　　　　　　環境衛生活動は，学校や地域の環境を健康に適

　　　　　　したものとするよう基準が設定され，それに基づ

　　　　　　き行われていること。また，食品衛生活動は，食

　　　　　　品の安全性を確保するよう基準が設定され，それ

　　　　　　に基づき行われていること。

　　（2）　 イ　保健・医療制度及び地域の保健・医療機関

　　　　　　　生涯を通じて健康の保持増進をするには，保健・

　　　　　　医療制度や地域の保健所，保健センター，医療機

　　　　　　関などを適切に活用することが重要であること。

　　　　　　　また，医薬品は，有効性や安全性が審査されて

　　　　　　おり，販売には制限があること。疾病からの回復

　　　　　　や悪化の防止には，医薬品を正しく使用すること

　　　　　　が有効であること。

　　　　　ウ　様々な保健活動や対策

　　　　　　　我が国や世界では，健康課題に対応して様々な

　　　　　　保健活動や対策などが行われていること。

　　（2）　 イ　環境と食品の保健

　　　　　　　環境衛生活動は，学校や地域の環境を健康に適

　　　　　　したものとするよう基準が設定され，それに基づ

　　　　　　き行われていること。また，食品衛生活動は，食

　　　　　　品の安全性を確保するよう基準が設定され，それ

　　　　　　に基づき行われていること。( 再掲 )

（新設）

３　　内容の取扱い

　　（1）　内容の (1) のイ及び (3) のイについては，食育の観点

　　　 を踏まえつつ，健康的な生活習慣の形成に結び付くよう

　　　 配慮するものとする。

　

（新設）

　　（2）　内容の (1) のイの喫煙と飲酒，薬物乱用については，

　　　 疾病との関連，社会への影響などについて総合的に取り

　　　 扱い，薬物については，麻薬，覚せい剤，大麻等を扱う

　　　 ものとする。

　　（3）　内容の (1) のウについては，大脳の機能，神経系及び

　　　 内分泌系の機能について必要に応じ関連付けて扱う程度

《新設》

生涯を通じる健康について，「原則

や概念に着目して解決の方法を思考

し判断するとともに，それらを表現

すること」が示された。

《追記》

環境衛生活動について追記された。

《追記》

「ヘルスプロモーションの考え方を

生かした健康に関する環境づくり」

の重要性が追記された。

《新設》

健康を支える環境づくりについて，

「原則や概念に着目して解決の方法

を思考し判断するとともに，それら

を表現すること」が示された。

《追記》

がんについても取り扱うことが示さ

れた。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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 　 (12)　生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価する

　　　とともに，指導の過程や成果を評価し，指導の改善を行

　　　い学習意欲の向上に生かすようにすること。

第６款 単位の修得及び卒業の認定

１　各教科・科目及び総合的な学習の時間の単位の修得の認定

 　 (1)　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　て各教科・科目を履修し，その成果が教科及び科目の目

　　　標からみて満足できると認められる場合には，その各教

　　　科・科目について履修した単位を修得したことを認定し

　　　なければならない。

 　 (2)　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　て総合的な学習の時間を履修し，その成果が第４章に定

　　　める目標からみて満足できると認められる場合には，総

　　　合的な学習の時間について履修した単位を修得したこと

　　　を認定しなければならない。

 　 (3)　学校においては，生徒が１科目又は総合的な学習の

　　　時間を２以上の年次にわたって分割履修したときは，各

　　　年次ごとにその各教科・科目又は総合的な学習の時間に

　　　ついて履修した単位を修得したことを認定することを原

　　　則とする。また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに

　　　行うことができる。

２　卒業までに修得させる単位数

　　学校においては，卒業までに修得させる単位数を定め，　 

　校長は，当該単位数を修得した者で，特別活動の成果がその

　目標からみて満足できると認められるものについて，高等学

　校の全課程の修了を認定するものとする。この場合，卒業ま

　でに修得させる単位数は，74 単位以上とする。なお，普通科

　においては，卒業までに修得させる単位数に含めることがで

　きる学校設定科目及び学校設定教科に関する科目に係る修得

　単位数は，合わせて 20 単位を超えることができない。

３　各学年の課程の修了の認定

　　学校においては，各学年の課程の修了の認定については，

　単位制が併用されていることを踏まえ，弾力的に行うよう配

　慮するものとする。

（新設）

 　 (3)　教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間

　　　関係を育てるとともに生徒理解を深め，生徒が主体的に

　　　判断，行動し積極的に自己を生かしていくことができる

　　　よう，生徒指導の充実を図ること。【第 5款 5】

 　 (4)　生徒が自己の在り方生き方を考え，主体的に進路を

　　　選択することができるよう，学校の教育活動全体を通じ，

　　　計画的，組織的な進路指導を行い，キャリア教育を推進

　　　すること。

２　学習評価の充実

　　学習評価の実施に当たっては，次の事項に配慮するものと

　する。

　 (1)　生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学

　　　習したことの意義や価値を実感できるようにすること。

　　　また，各教科・科目等の目標の実現に向けた学習状況を

　　　把握する観点から，単元や題材など内容や時間のまとま

　　　りを見通しながら評価の場面や方法を工夫して，学習の

　　　過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図

　　　り，資質・能力の育成に生かすようにすること。

　 (2)　創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められ

　　　るよう，組織的かつ計画的な取組を推進するとともに，

　　　学年や学校段階を越えて生徒の学習の成果が円滑に接続

　　　されるように工夫すること。

第４款 単位の修得及び卒業の認定

１　各教科・科目及び総合的な探究の時間の単位の修得の認定

　 (1)　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　て各教科・科目を履修し，その成果が教科及び科目の目

　　　標からみて満足できると認められる場合には，その各教

　　　科・科目について履修した単位を修得したことを認定し

　　　なければならない。

　 (2)　学校においては，生徒が学校の定める指導計画に従っ

　　　て総合的な探究の時間を履修し，その成果が第４章の第

　　　２の１に基づき定められる目標からみて満足できると認

　　　められる場合には，総合的な探究の時間について履修し

　　　た単位を修得したことを認定しなければならない。

　 (3)　学校においては，生徒が１科目又は総合的な探究の時

　　　間を２以上の年次にわたって履修したときは，各年次ご

　　　とにその各教科・科目又は総合的な探究の時間について

　　　履修した単位を修得したことを認定することを原則とす

　　　る。また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行うこ

　　　とができる。

２　卒業までに修得させる単位数

　　学校においては，卒業までに修得させる単位数を定め，校

　長は，当該単位数を修得した者で，特別活動の成果がその目

　標からみて満足できると認められるものについて，高等学校

　の全課程の修了を認定するものとする。この場合，卒業まで

　に修得させる単位数は，74 単位以上とする。なお，普通科に

　おいては，卒業までに修得させる単位数に含めることができ

　る学校設定科目及び学校設定教科に関する科目に係る修得単

　位数は，合わせて 20 単位を超えることができない。

３　各学年の課程の修了の認定

　　学校においては，各学年の課程の修了の認定については，

　単位制が併用されていることを踏まえ，弾力的に行うよう配

　慮するものとする。

第５款 生徒の発達の支援

１　生徒の発達を支える指導の充実

　　教育課程の編成及び実施に当たっては，次の事項に配慮す

　るものとする。

　 (1)　学習や生活の基盤として，教師と生徒との信頼関係及

　　　び生徒相互のよりよい人間関係を育てるため，日頃から

　　　ホームルーム経営の充実を図ること。また，主に集団の

　　　場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと，個々の生

　　　徒の多様な実態を踏まえ，一人一人が抱える課題に個別

　　　に対応した指導を行うカウンセリングの双方により，生

　　　徒の発達を支援すること。

　 (2)　生徒が，自己の存在感を実感しながら，よりよい人間

　　　関係を形成し，有意義で充実した学校生活を送る中で，

　　　現在及び将来における自己実現を図っていくことができ

　　　るよう，生徒理解を深め，学習指導と関連付けながら，

　　　生徒指導の充実を図ること。

　 (3)　生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通し

　　　ながら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる

　　　資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活

　　　動を要としつつ各教科・科目等の特質に応じて，キャリ

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）

《追記》

学習評価について、「学習したこと

の意義や価値を実感できるように

すること」、「各教科・科目等の目

標の実現に向けた学習状況を把握

する観点から，単元や題材など内

容や時間のまとまりを見通しなが

ら評価の場面や方法を工夫するこ

と」が明示された。

《新設》

学習評価の妥当性や信頼性に関し

て述べられ、「組織的かつ計画的な

取組を推進するとともに，学年や

学校段階を越えて生徒の学習の成

果が円滑に接続されるように工夫

すること」が盛り込まれた。

《新設》

「学級経営の充実」が新たに明記さ

れた。また，集団の指導や援助を

行うガイダンスに加えて，生徒一

人一人が抱える課題に対して個別

に対応するカウンセリングの双方

により，生徒の発達を支援するこ

とが示された。

《追記》

「社会的・職業的自立に向けて必要

な基盤となる資質・能力を身に付

　　　 おける体ほぐしの運動との関連を図るよう配慮するもの

　　　 とする。

　　（5）　内容の (2) のアの (ｱ) については，犯罪や自然災害な

　　　 どによる傷害の防止についても，必要に応じ関連付けて

　　　 扱うよう配慮するものとする。また，交通安全について

　　　 は，二輪車や自動車を中心に取り上げるものとする。

　　（6）　内容の (2) のアの (ｲ) については，実習を行うものと

　　　 し，呼吸器系及び循環器系の機能については，必要に応

　　　 じ関連付けて扱う程度とする。また，効果的な指導を行

　　　 うため，「体育」の「Ｄ水泳」などとの関連を図るよう

　　　 配慮するものとする。

　　（7）　内容の (3) のアの (ｱ) については，思春期と健康，結

　　　 婚生活と健康及び加齢と健康を取り扱うものとする。ま

　　　 た，生殖に関する機能については，必要に応じ関連付け

　　　 て扱う程度とする。責任感を涵養することや異性を尊重

　　　 する態度が必要であること，及び性に関する情報等への

　　　 適切な対処についても扱うよう配慮するものとする。

　　（8）　内容の (4) のアの (ｱ) については，廃棄物の処理と健

　　　 康についても触れるものとする。

　　（9）　指導に際しては，自他の健康やそれを支える環境づく

　　　 りに関心をもてるようにし，健康に関する課題を解決す

　　　 る学習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を行うも

　　　 のとする。

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものと

　する。

　　（1）　単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で

　　　 育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的

　　　 で深い学びの実現を図るようにすること。その際，体育

　　　 や保健の見方・考え方を働かせながら，運動や健康につ

　　　 いての自他や社会の課題を発見し，その合理的，計画的

　　　 な解決のための活動の充実を図ること。また，運動の楽

　　　 しさや喜びを深く味わったり，健康の大切さを実感した

　　　 りすることができるよう留意すること。

　　（2）　第１章第１款の２の (3) に示す学校における体育・健

　　　 康に関する指導の趣旨を生かし，特別活動，運動部の活

　　　 動などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に

　　　 関する活動が適切かつ継続的に実践できるよう留意する

　　　 こと。なお，体力の測定については，計画的に実施し，

　　　 運動の指導及び体力の向上に活用するようにすること。

　　（3）　「体育」は，各年次継続して履修できるようにし，各

　　　 年次の単位数はなるべく均分して配当すること。なお，

　　　 内容の「Ａ体つくり運動」に対する授業時数については，

　　　 各年次で７～ 10 単位時間程度を，内容の「Ｈ体育理論」

　　　 に対する授業時数については，各年次で６単位時間以上

　　　 を配当するとともに，内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダ

　　　 ンス」までの領域に対する授業時数の配当については，

　　　 その内容の習熟を図ることができるよう考慮すること。

　　（4）　「保健」は，原則として入学年次及びその次の年次の

　　　 ２か年にわたり履修させること。

　　（5）　義務教育段階との接続を重視し，中学校保健体育科と

　　　 の関連に留意すること。

　　（6）　障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合

　　　 に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計

　　　 画的，組織的に行うこと。

２　内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとす

　る。

　　（1）　言語能力を育成する言語活動を重視し，筋道を立てて

　　　 練習や作戦について話し合ったり身振りや身体を使って

　　　 とする。また，「体育」における体ほぐしの運動との関

　　　 連を図るよう配慮するものとする。

　　（4）　内容の (1) のエについては，二輪車及び自動車を中心

　　　 に取り上げるものとする。また，自然災害などによる傷

　　　 害の防止についても，必要に応じ関連付けて扱うよう配

　　　 慮するものとする。　

　　（5）　内容の (1) のオについては，実習を行うものとし，呼

　　　 吸器系及び循環器系の機能については，必要に応じ関連

　　　 付けて扱う程度とする。また，効果的な指導を行うため，

　　　 「体育」の「Ｄ水泳」などとの関連を図るよう配慮する

　　　 ものとする。

　　（6）　内容の (2) のアについては，思春期と健康，結婚生活

　　　 と健康及び加齢と健康を取り扱うものとする。また，生

　　　 殖に関する機能については，必要に応じ関連付けて扱う

　　　 程度とする。責任感を涵養することや異性を尊重する態

　　　 度が必要であること，及び性に関する情報等への適切な

　　　 対処についても扱うよう配慮するものとする。

　　（7）　内容の (3) のアについては，廃棄物の処理と健康につ

　　　 いても触れるものとする。　

　　（8）　指導に際しては，知識を活用する学習活動を取り入れ

　　　 るなどの指導方法の工夫を行うものとする。

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものと

　する。

（新設）

　　（1）　第１章総則第１款の３に示す学校における体育・健康

　　　 に関する指導の趣旨を生かし，特別活動，運動部の活動

　　　 などとの関連を図り，日常生活における体育・健康に関

　　　 する活動が適切かつ継続的に実践できるよう留意するも

　　　 のとする。なお，体力の測定については，計画的に実施し，

　　　 運動の指導及び体力の向上に活用するものとする。

　　（2）　「体育」は，各年次継続して履修できるようにし，各

　　　 年次の単位数はなるべく均分して配当するものとする。

　　　 なお，内容の「Ａ体つくり運動」に対する授業時数につ

　　　 いては，各年次で７～ 10 単位時間程度を，内容の「Ｈ

　　　 体育理論」に対する授業時数については，各年次で６単

　　　 位時間以上を配当するとともに，内容の「Ｂ器械運動」

　　　 から「Ｇダンス」までの領域に対する授業時数の配当に

　　　 ついては，その内容の習熟を図ることができるよう考慮

　　　 するものとする。

　　（3）　「保健」は，原則として入学年次及びその次の年次の

　　　 ２か年にわたり履修させるものとする。

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

《追記》

傷害の防止について，犯罪によるも

のも対象に含まれた。

《追記》

指導について，自他の健康やそれを

支える環境づくりに関心をもてるよ

うにすることが示された。

《変更》

指導に関して，現行の「知識を活用

する学習活動」が，「健康に関する

課題を解決する学習活動」に変更さ

れた。

《新設》

主体的・対話的で深い学びの実現を

図るための留意点について，追記さ

れた。

《新設》

義務教育段階との接続について示さ

れた。

《新設》

障害のある生徒などの指導につい

て，示された。

《新設》

言語活動を重視し，コミュニケー

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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 　 (2)　学校の教育活動全体を通じて，個々の生徒の特性等

　　　の的確な把握に努め，その伸長を図ること。また，生徒

　　　が適切な各教科・科目や類型を選択し学校やホームルー

　　　ムでの生活によりよく適応するとともに，現在及び将来

　　　の生き方を考え行動する態度や能力を育成することがで

　　　きるよう，ガイダンスの機能の充実を図ること。

 　 (6)　各教科・科目等の指導に当たっては，教師間の連携

　　　協力を密にするなど指導体制を確立するとともに，学校

　　　や生徒の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，繰り

　　　返し指導，教師間の協力的な指導，生徒の学習内容の習

　　　熟の程度等に応じた弾力的な学級の編成など指導方法や

　　　指導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図るこ

　　　と。

 　 (7)　学習の遅れがちな生徒などについては，各教科・科

　　　目等の選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮

　　　を行い，生徒の実態に応じ，例えば義務教育段階の学習

　　　内容の確実な定着を図るための指導を適宜取り入れるな

　　　ど，指導内容や指導方法を工夫すること。

 　 (8)　障害のある生徒などについては，各教科・科目等の

　　　選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を行う

　　　とともに，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

　　　例えば指導についての計画又は家庭や医療，福祉，労働

　　　等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を

　　　個別に作成することなどにより，個々の生徒の障害の状

　　　態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織

　　　的に行うこと。

（新設）

（新設）

 　 (8)　障害のある生徒などについては，各教科・科目等の

　　　選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を行う

　　　とともに，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

　　　例えば指導についての計画又は家庭や医療，福祉，労働

　　　等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を

　　　個別に作成することなどにより，個々の生徒の障害の状

　　　態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織

　　　的に行うこと。（再掲）

　

　　　ア教育の充実を図ること。その中で，生徒が自己の在り

　　　方生き方を考え主体的に進路を選択することができるよ

　　　う，学校の教育活動全体を通じ，組織的かつ計画的な進

　　　路指導を行うこと。

　 (4)　学校の教育活動全体を通じて，個々の生徒の特性等の

　　　的確な把握に努め，その伸長を図ること。また，生徒が

　　　適切な各教科・科目や類型を選択し学校やホームルーム

　　　での生活によりよく適応するとともに，現在及び将来の

　　　生き方を考え行動する態度や能力を育成することができ

　　　るようにすること。

　 (5)　生徒が，基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め，

　　　学習内容を確実に身に付けることができるよう，生徒や

　　　学校の実態に応じ，個別学習やグループ別学習，繰り返

　　　し学習，学習内容の習熟の程度に応じた学習，生徒の興

　　　味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や発展的な

　　　学習などの学習活動を取り入れることや，教師間の協力

　　　による指導体制を確保することなど，指導方法や指導体

　　　制の工夫改善により，個に応じた指導の充実を図ること。

　　　その際，第３款の１の (3) に示す情報手段や教材・教具

　　　の活用を図ること。

　 (6)　学習の遅れがちな生徒などについては，各教科・科目

　　　等の選択，その内容の取扱いなどについて必要な配慮を

　　　行い，生徒の実態に応じ，例えば義務教育段階の学習内

　　　容の確実な定着を図るための指導を適宜取り入れるな

　　　ど，指導内容や指導方法を工夫すること。

２　特別な配慮を必要とする生徒への指導

　 (1)　障害のある生徒などへの指導

　　　ア　障害のある生徒などについては，特別支援学校等の

　　　　助言又は援助を活用しつつ，個々の生徒の障害の状態

　　　　等に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計

　　　　画的に行うものとする。

　　　イ　障害のある生徒に対して，学校教育法施行規則第

　　　　140 条の規定に基づき，特別の教育課程を編成し，障

　　　　害に応じた特別の指導（以下「通級による指導」とい

　　　　う。）を行う場合には，学校教育法施行規則第 129 条

　　　　の規定により定める現行の特別支援学校高等部学習指

　　　　導要領第６章に示す自立活動の内容を参考とし，具体

　　　　的な目標や内容を定め，指導を行うものとする。その

　　　　際，通級による指導が効果的に行われるよう，各教科・

　　　　科目等と通級による指導との関連を図るなど，教師間

　　　　の連携に努めるものとする。

　　　　　なお，通級による指導における単位の修得の認定に

　　　　ついては，次のとおりとする。

　　　　　(ｱ)　学校においては，生徒が学校の定める個別の

　　　　　　指導計画に従って通級による指導を履修し，その

　　　　　　成果が個別に設定された指導目標からみて満足で

　　　　　　きると認められる場合には，当該学校の単位を修

　　　　　　得したことを認定しなければならない。

　　　　　(ｲ)  学校においては，生徒が通級による指導を２

　　　　　　以上の年次にわたって履修したときは，各年次ご

　　　　　　とに当該学校の単位を修得したことを認定するこ

　　　　　　とを原則とする。ただし，年度途中から通級によ

　　　　　　る指導を開始するなど，特定の年度における授業

　　　　　　時数が，１単位として計算する標準の単位時間に

　　　　　　満たない場合は，次年度以降に通級による指導の

　　　　　　時間を設定し，２以上の年次にわたる授業時数を

　　　　　　合算して単位の修得の認定を行うことができる。

　　　　　　また，単位の修得の認定を学期の区分ごとに行う

　　　　　　ことができる。

　　　ウ　障害のある生徒などについては，家庭，地域及び医

　　　　療や福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関との連

　　　　携を図り，長期的な視点で生徒への教育的支援を行う

　　　　ために，個別の教育支援計画を作成し活用することに

　　　　努めるとともに，各教科・科目等の指導に当たって，

　　　　個々の生徒の実態を的確に把握し，個別の指導計画を

　　　　作成し活用することに努めるものとする。特に，通級

　　　　による指導を受ける生徒については，個々の生徒の障

備考現行（平成 21 年告示・道徳改訂反映後） 改訂（平成 30 年告示，2019 年 2 月末現在）
けていくことができるよう，特別

活動を要としつつ各教科・科目等

の特質に応じて，キャリア教育の

充実を図ること」が追記された。

《新設》

「障害のある生徒などへの指導」に

ついて，特別支援学校等の助言や

援助を活用しながら指導内容や指

導方法を工夫すること，また，教

育課程編成の際の留意点がア～ウ

として具体的に示された。

２　各科目の指導に当たっては，その特質を踏まえ，必要に応

　じて，コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活

　用し，学習の効果を高めるよう配慮するものとする。　

（新設）

（新設）

（新設）

　　　 動きの修正を図ったりする活動や，個人及び社会生活に

　　　 おける健康の保持増進や回復について話し合う活動など

　　　 を通して，コミュニケーション能力や論理的な思考力の

　　　 育成を促し，主体的な学習活動の充実を図ること。

　　（2）　各科目の指導に当たっては，その特質を踏まえ，必要

　　　 に応じて，コンピュータや情報通信ネットワークなどを

　　　 適切に活用し，学習の効果を高めるよう配慮すること。

　　（3）体力や技能の程度，性別や障害の有無等にかかわらず，

　　　 運動の多様な楽しみ方を社会で実践することができるよ

　　　 う留意すること。

　　（4）　「体育」におけるスポーツとの多様な関わり方や「保健」

　　　 の指導については，具体的な体験を伴う学習の工夫を行

　　　 うよう留意すること。

　　（5）　「体育」と「保健」で示された内容については，相互

　　　 の関連が図られるよう，それぞれの内容を適切に指導し

　　　 た上で，学習成果の関連が実感できるよう留意すること。

ション能力や論理的な思考力を養う

ことが示された。

《新設》

様々な人々が運動の多様な楽しみ方

を実践できるようにすることが示さ

れた。

《新設》

「体育」や「保健」について，具体

的な体験を伴う学習の工夫を行うよ

う留意することが示された。

《新設》

「体育」と「保健」の相互の関連を

図り，学習成果の関連が実感できる

よう留意することが示された。

現行（平成 21 年告示） 改訂（平成 30 年告示） 備考
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中学校第 1学年及び第 2学年 中学校第３学年
運動領域，体育分野，科目体育の「知識及び技能」系統表

高等学校入学年次 高等学校その次の年次以降
（体つくり運動は「知識及び運動」，体育理論は「知識）

○ 体を動かす楽しさや心地よさを味わう
○ 体つくり運動の意義と行い方，体の動きを高める方法など
　を理解する
○ 目的に適した運動を身に付け，組み合わせる
　※体ほぐしの運動
　　・心と体との関係や心身の状態に気付く
　　・仲間と積極的に関わり合う
　※体の動きを高める運動
　　・ねらいに応じて，体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，
　　　動きを持続する能力を高めるための運動を行う
　　・それらを組み合わせる

○体を動かす楽しさや心地よさを味わう
○運動を継続する意義，体の構造，運動の原則などを理解する
○目的に適した運動の計画を立て取り組む
　※体ほぐしの運動
　　・心と体は互いに影響し変化することや心身の状態に気付
　　　く
　　・仲間と自主的に関わり合う
　※実生活に生かす運動の計画
　　・ねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の
　　　向上を図るための運動の計画を立て取り組む

○体を動かす楽しさや心地よさを味わう
○体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実生活への取り入
　れ方などを理解する
○自己の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立て，実生
　活に役立てる
　※体ほぐしの運動
　　・心と体は互いに影響し変化することや心身の状態に気付
　　　く
　　・仲間と主体的に関わり合う
　※実生活に生かす運動の計画
　　・自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた
　　　体力の向上を図るための継続的な運動の計画を立て取り
　　　組む

○ 技ができる楽しさや喜びを味わう
○ 器械運動の特性や成り立ち，技の名称や行い方，その運動
　に関連して高まる体力などを理解する
○ 技をよりよく行う
　※マット運動
　　・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを組み合わせる
　※鉄棒運動
　　・支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを組み合わせる
　※平均台運動
　　・体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを組み合わせる
　※跳び箱運動
　　・切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う

○技ができる楽しさや喜びを味わう
○技の名称や行い方，運動観察の方法，体力の高め方などを理
　解する
○自己に適した技で演技する
　※マット運動
　　・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※鉄棒運動
　　・支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに安定して行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※平均台運動
　　・体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行
　　　う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※跳び箱運動
　　・切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行
　　　う
　　・条件を変えた技や発展技を行う

○技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解決したりするな
　どの多様な楽しさや喜びを味わう
○技の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，発表の
　仕方などを理解する
○自己に適した技で演技する
　※マット運動
　　・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※鉄棒運動
　　・支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに安定して行う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※平均台運動
　　・体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行
　　　う
　　・条件を変えた技や発展技を行う
　　・それらを構成し演技する
　※跳び箱運動
　　・切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行
　　　う
　　・条件を変えた技や発展技を行う

体
つ
く
り
運
動

器
械
運
動
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中学校第 1学年及び第 2学年 中学校第３学年 高等学校入学年次 高等学校その次の年次以降

中学校第 1学年及び第 2学年 中学校第３学年 高等学校入学年次 高等学校その次の年次以降

○ 記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○ 陸上競技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運
　動に関連して高まる体力などを理解する
○ 基本的な動きや効率のよい動きを身に付ける
　※短距離走・リレー
　 　・滑らかな動きで速く走る
　　・バトンの受渡しでタイミングを合わせる
　※長距離走
　　・ペースを守って走る
　※ハードル走
　　・リズミカルな走りから滑らかにハードルを越す
　※走り幅跳び
　　・スピードに乗った助走から素早く踏み切って跳ぶ
　※ 走り高跳び
　　・リズミカルな助走から力強く踏み切って大きな動作で跳
　　　ぶ

○記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを
　理解する
○各種目特有の技能を身に付ける
　※短距離走・リレー
　　・中間走へのつなぎを滑らかにして速く走る
　　・バトンの受渡しで次走者のスピードを十分高める
　※長距離走
　　・自己に適したペースを維持して走る
　※ハードル走
　　・スピードを維持した走りからハードルを低く越す
　※走り幅跳び
　　・スピードに乗った助走から力強く踏み切って跳ぶ
　※走り高跳び
　　・リズミカルな助走から力強く踏み切り滑らかな空間動作
　　　で跳ぶ

○記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決するなどの多
　様な楽しさや喜びを味わう
○技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技
　会の仕方などを理解する
○各種目特有の技能を身に付ける
　※短距離走・リレー
　　・中間走の高いスピードを維持して速く走る
　　・バトンの受渡しで次走者と前走者の距離を長くする
　※長距離走
　　・ペースの変化に対応して走る
　※ハードル走
　　・スピードを維持した走りからハードルを低くリズミカル
　　　に越す
　※走り幅跳び
　　・スピードに乗った助走と力強い踏み切りから着地までの
　　　動きを滑らかにして跳ぶ
　※走り高跳び
　　・スピードのあるリズミカルな助走から力強く踏み切り，
　　　滑らかな空間動作で跳ぶ
　※三段跳び
　　・短い助走からリズミカルに連続して跳ぶ
　※砲丸投げ
　　・立ち投げなどから砲丸を突き出して投げる
　※やり投げ
　　・短い助走からやりを前方にまっすぐ投げる

○ 記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○ 水泳の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に
　関連して高まる体力などを理解する
○ 泳法を身に付ける
　※クロール
　　・手と足の動き，呼吸のバランスをとり速く泳ぐ
　※平泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスをとり長く泳ぐ
　※背泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスをとり泳ぐ
　※バタフライ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスをとり泳ぐ

○記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わう
○技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを
　理解する
○効率的に泳ぐ
　※クロール
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で長く泳いだり速く泳いだりする
　※平泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で長く泳いだり速く泳いだりする
　※背泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で泳ぐ
　※バタフライ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で泳ぐ
　※複数の泳法で泳ぐこと，又はリレーをすること

○記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決するなどの多
　様な楽しさや喜びを味わう
○技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技
　会の仕方などを理解する
○自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐ
　※クロール
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，伸びのある動作
　　　と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする
　※平泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，伸びのある動作
　　　と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする
　※背泳ぎ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で長く泳いだり速く泳いだりする
　※バタフライ
　　・手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定したペース
　　　で長く泳いだり速く泳いだりする
　※複数の泳法で長く泳ぐこと，又はリレーをすること

○ 勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○ 球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に
　関連して高まる体力などを理解する
○ 基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開する
　※ゴール型
　　・ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール
　　　前での攻防をする
　※ネット型
　　・ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって
　　　空いた場所をめぐる攻防をする
　※ベースボール型
　　・基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と定位
　　　置での守備などによって攻防をする

○勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを
　理解する
○作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開する
　※ゴール型
　　・安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによっ
　　　てゴール前への侵入などから攻防をする
　※ネット型
　　・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携し
　　　た動きによって空いた場所をめぐる攻防をする
　※ベースボール型
　　・安定したバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携
　　　した守備などによって攻防をする

○勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの
　多様な楽しさや喜びを味わう
○技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，
　競技会の仕方などを理解する
○作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開する
　※ゴール型
　　・状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きに　
　　　よって空間への侵入などから攻防をする
　※ネット型
　　・状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携し
　　　た動きによって空間を作り出すなどの攻防をする
　※ベースボール型
　　・状況に応じたバット操作と走塁での攻撃，安定したボー
　　　ル操作と状況に応じた守備などによって攻防をする

○ 感じを込めて踊ったりみんなで踊ったりする楽しさや喜び
　を味わう
○ ダンスの特性や由来，表現の仕方，その運動に関連して高
　まる体力などを理解する
○ イメージを捉えた表現や踊りを通した交流をする
　※創作ダンス
　　・多様なテーマから表したいイメージを捉え，動きに変化
　　　を付けて即興的に表現したり，変化のあるひとまとまり
　　　の表現にしたりして踊る
　※フォークダンス
　　・日本の民踊や外国の踊りから，それらの踊り方の特徴を
　　　捉え，音楽に合わせて特徴的なステップや動きで踊る
　※現代的なリズムのダンス
　　・リズムの特徴を捉え，変化のある動きを組み合わせて，
　　　リズムに乗って全身で踊る

○感じを込めて踊ったり，みんなで自由に踊ったりする楽しさ
　や喜びを味わう
○ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の仕方，交流や発表
　の仕方，運動観察の方法，体力の高め方などを理解する
○イメージを深めた表現や踊りを通した交流や発表をする
　※創作ダンス
　　・表したいテーマにふさわしいイメージを捉え，個や群で，
　　　緩急強弱のある動きや空間の使い方で変化を付けて即興
　　　的に表現したり，簡単な作品にまとめたりして踊る
　※フォークダンス
　　・日本の民踊や外国の踊りから，それらの踊り方の特徴を
　　　捉え，音楽に合わせて特徴的なステップや動きと組み方
　　　で踊る
　※現代的なリズムのダンス
　　・リズムの特徴を捉え，変化とまとまりを付けて，リズム
　　　に乗って全身で踊る

○感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己や仲間の
　課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わう
○ダンスの名称や用語，文化的背景と表現の仕方，交流や発表
　の仕方，課題解決の方法，体力の高め方などを理解する
○それぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をする
　※創作ダンス
　　・表したいテーマにふさわしいイメージを捉え，個や群で，
　　　対極の動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表現
　　　したり，イメージを強調した作品にまとめたりして踊る
　※フォークダンス
　　・日本の民踊や外国の踊りから，それらの踊り方の特徴を
　　　強調して，音楽に合わせて多様なステップや動きと組み
　　　方で仲間と対応して踊る
　※現代的なリズムのダンス
　　・リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり，変化と
　　　まとまりを付けて仲間と対応したりして踊る

○ 技ができる楽しさや喜びを味わう
○ 武道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，
　その運動に関連して高まる体力などを理解する
○ 基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開する
　※柔道
　　・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて，
　　　投げたり抑えたりするなどの簡易な攻防をする
　※剣道
　　・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて，
　　　打ったり受けたりするなどの簡易な攻防をする
　※ 相撲
　　・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて，

○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わう
○伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め
　方などを理解する
○基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開する
　※柔道
　　・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技，連
　　　絡技を用いて，相手を崩して投げたり，抑えたりするな
　　　どの攻防をする
　※剣道
　　・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用
　　　いて，相手の構えを崩し，しかけたり応じたりするなど
　　　の攻防をする

○勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決したりするなどの多
　様な楽しさや喜びを味わう
○伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め
　方，課題解決の方法，試合の仕方などを理解する
○得意技などを用いた攻防を展開する
　※柔道
　　・相手の動きの変化に応じた基本動作から，得意技や連絡
　　　技・変化技を用いて，素早く相手を崩して投げたり，抑
　　　えたり，返したりするなどの攻防をする
　※剣道
　　・相手の動きの変化に応じた基本動作から，得意技を用い
　　　て，相手の構えを崩し，素早くしかけたり応じたりする
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　　　押したり寄ったりするなどの簡易な攻防をする
　

　※相撲　( 中学校第３学年のみ )
　　・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用
　　　いて，相手を崩し，投げたりいなしたりするなどの攻防
　　　をする

○ 運動やスポーツが多様であることについて理解する
　※運動やスポーツは，体を動かしたり健康を維持したりする
　　などの必要性及び競い合うことや課題を達成することなど
　　の楽しさから生みだされ発展してきたこと
　※運動やスポーツには，行うこと，見ること，支えること及
　　び知ることなどの多様な関わり方があること
　※世代や機会に応じて，生涯にわたって運動やスポーツを楽
　　しむためには，自己に適した多様な楽しみ方を見付けたり，
　　工夫したりすることが大切であること

○ 運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方につ
　いて理解する
　※運動やスポーツは，身体の発達やその機能の維持，体力の
　　向上などの効果や自信の獲得，ストレスの解消などの心理
　　的効果及びルールやマナーについて合意したり，適切な人
　　間関係を築いたりするなどの社会性を高める効果が期待で
　　きること
　※運動やスポーツには，特有の技術があり，その学び方には，
　　運動の課題を合理的に解決するための一定の方法があるこ
　　と
　※運動やスポーツを行う際は，その特性や目的，発達の段階
　　や体調などを踏まえて運動を選ぶなど，健康・安全に留意
　　する必要があること

○ 文化としてのスポーツの 
　意義について理解する
　※スポーツは，文化的な
　　生活を営みよりよく生
　　きていくために重要で
　　あること
　※ オリンピックやパラリ
　　ンピック及び国際的な
　　スポーツ大会などは，
　　国際親善や世界平和に
　　大きな役割を果たして
　　いること
　※ ス ポ ー ツ は，民 族 や
　　国，人種や性，障害の
　　違いなどを超えて人々
　　を結び付けていること

○スポーツの文化的特性や現代
　のスポーツの発展について理
　解する
　※スポーツは，人類の歴史と
　　ともに始まり，その理念が
　　時代に応じて多様に変容し
　　てきていること。また，我
　　が国から世界に普及し，発
　　展しているスポーツがある
　　こと
　※現代のスポーツは，オリン
　　ピックやパラリンピック等
　　の国際大会を通して，国際
　　親善や世界平和に大きな役
　　割を果たし，共生社会の実
　　現にも寄与していること。
　　また，ドーピングは，フェ
　　アプレイの精神に反するな
　　ど，能力の限界に挑戦する
　　スポーツの文化的価値を失
　　わせること
　※現代のスポーツは，経済的
　　な波及効果があり，スポー
　　ツ産業が経済の中で大きな
　　影響を及ぼしていること。
　　また，スポーツの経済的な
　　波及効果が高まるにつれ，
　　スポーツの高潔さなどが一
　　層求められること
　※ス ポ ー ツ を 行 う 際 は，ス
　　ポーツが環境や社会にもた
　　らす影響を考慮し，多様性
　　への理解や持続可能な社会
　　の実現に寄与する責任ある
　　行動が求められること

○運動やスポーツの効果的な学習の仕方について理解する
　※運動やスポーツの技能と体力は，相互に関連していること。
　　また，期待する成果に応じた技能や体力の高め方があるこ
　　と。さらに，過度な負荷や長期的な酷使は，けがや疾病の
　　原因となる可能性があること
　※運動やスポーツの技術は，学習を通して技能として発揮さ
　　れるようになること。また，技術の種類に応じた学習の仕
　　方があること。現代のスポーツの技術や戦術，ルールは，
　　用具の改良やメディアの発達に伴い変わり続けていること
　※運動やスポーツの技能の上達過程にはいくつかの段階があ
　　り，その学習の段階に応じた練習方法や運動観察の方法，
　　課題の設定方法などがあること。また，これらの獲得には，
　　一定の期間がかかること
　※運動やスポーツを行う際は，気象条件の変化など様々な危
　　険を予見し，回避することが求められること

○豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解する
　※スポーツは，各ライフステージにおける身体的，心理的，
　　社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があること。また，そ
　　の楽しみ方は，個人のスポーツに対する欲求などによって
　　も変化すること
　※生涯にわたってスポーツを継続するためには，ライフスタ
　　イルに応じたスポーツとの関わり方を見付けること，仕事
　　と生活の調和を図ること，運動の機会を生み出す工夫をす
　　ることなどが必要であること
　※スポーツの推進は，様々な施策や組織，人々の支援や参画
　　によって支えられていること
　※人生に潤いをもたらす貴重な文化的資源として，スポーツ
　　を未来に継承するためには，スポーツの可能性と問題点を
　　踏まえて適切な「する，みる，支える，知る」などの関わ
　　りが求められること

体つくり運動

自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを
他者に伝える

自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

器械運動
技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこと
を他者に伝える

技などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考え
たことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

陸上競技
動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ
とを他者に伝える

動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

水泳
泳法などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ
とを他者に伝える

泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

球技
攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える

攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自
己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたこと
を他者に伝える

武道
攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ
とを他者に伝える

攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

ダンス
表現などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える

表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝える

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える

体育理論

運動やスポーツが多様であることについて，自己の課題
を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える

運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に
ついて，自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに，他者に伝える

文化としてのスポー
ツ の 意 義 に つ い て，
自己の課題を発見し，
よりよい解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
る

スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに，他者に伝え
る

運動やスポーツの効果的な学習の仕方について，課題を
発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える

豊かなスポーツライフの設計の仕方について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える

武
道

体
育
理
論

　　　などの攻防をする
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中学校第 1学年及び第 2学年 中学校第３学年
運動領域，体育分野，科目体育の「学びに向かう力，人間性等」系統表 

高等学校入学年次 高等学校その次の年次以降

中学校第 1学年 中学校第 2学年 中学校第３学年
保健領域，保健分野，科目保健の「知識及び技能」系統表

高等学校入学年次及びその次の年次

・体つくり運動に積極的に取り組む
・仲間の学習を援助しようとする
・一人一人の違いに応じた動きなどを認めようとする
・話合いに参加しようとする
・健康・安全に気を配る

・体つくり運動に自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとする
・話合いに貢献しようとする
・健康・安全を確保する

・体つくり運動に主体的に取り組む
・互いに助け合い高め合おうとする
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとする
・合意形成に貢献しようとする
・健康・安全を確保する

ア 健康な生活と疾病の予防について理解を
　深めること。
　(ｱ) 健康は，主体と環境の相互作用の下
　　に成り立っていること。また，疾病は，
　　主体の要因と環境の要因が関わり合っ
　　て発生すること。
　(ｲ) 年齢，生活環境等に応じた運動，食事，
　　休養及び睡眠の調和のとれた生活

ア 健康な生活と疾病の予防について理解を
　深めること。
　(ｳ) 生活習慣病などの予防
　　・運動不足，食事の量や質の偏り，休
　　　養や睡眠の不足などの生活習慣の乱
　　　れが主な要因
　　・適切な運動，食事，休養及び睡眠の
　　　調和のとれた生活の実践
　(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
　　・心身に様々な影響
　　・健康を損なう原因
　　・個人の心理状態や人間関係，社会環
　　　境が影響

ア 健康な生活と疾病の予防について理解を
　深めること。
　(ｵ) 感染症の予防
　　・病原体が主な要因
　　・発生源をなくすこと
　　・感染経路を遮断すること
　　・主体の抵抗力を高めること
　(ｶ) 健康の保持増進や疾病の予防のため
　　の個人や社会の取組
　　・保健・医療機関の有効利用
　　・医薬品の正しい使用

ア 現代社会と健康について理解を深めること。
　(ｱ) 健康の考え方
 　　・国民の健康課題
 　　・主体と環境の相互作用
　(ｲ) 現代の感染症とその予防
　　・個人の取組及び社会的な対策
　(ｳ) 生活習慣病などの予防と回復
　　・運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活
　　・疾病の早期発見及び社会的な対策
　(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
 　　・個人や社会環境への対策
　(ｵ) 精神疾患の予防と回復
 　　・運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活
　　・疾病の早期発見及び社会的な対策

ア 心身の機能の発達と心の健康について理
　解を深めるとともに，ストレスへの対処
　をすること。
　(ｱ) 身体機能の発達と個人差
　(ｲ) 生殖に関わる機能の成熟と適切な行
　　動
　(ｳ) 精神機能の発達と自己形成
　(ｴ) 欲求やストレスの心身への影響と欲
　　求やストレスへの対処の知識及び技能

ア 傷害の防止について理解を深めるととも
　に，応急手当をすること。
　(ｱ) 交通事故や自然災害などによる傷害
　　は，人的要因や環境要因などが関わっ
　　て発生すること。
　(ｲ) 交通事故などによる傷害の防止
　　・安全な行動
　　・環境の改善
　(ｳ) 自然災害による傷害の防止
　　・災害発生時と二次災害
　　・災害に備えておくこと
　　・安全に避難すること
　(ｴ) 応急手当
　　・傷害の悪化の防止
　　・心肺蘇生法などの応急手当の知識及
　　　び技能

ア 健康と環境について理解を深めること。
　(ｱ) 身体の適応能力とそれを超えた環境
　　による健康に影響，快適で能率のよい
　　生活を送る環境の範囲
　(ｲ) 飲料水や空気と健康との関わり，飲
　　料水や空気の衛生的管理
　(ｳ) 生活によって生じた廃棄物の衛生的
　　な処理

ア 安全な社会生活について理解を深めるとともに，応
　急手当を適切にすること。
　(ｱ) 安全な社会づくり
　　・環境の整備と個人の取組
　(ｲ) 応急手当
　　・傷害や疾病の悪化の軽減
　　・正しい手順や方法
　　・応急手当の速やかな実施

ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。
　(ｱ) 生涯の各段階における健康
　　・生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管
　　　理及び環境づくり
　(ｲ) 労働と健康
　　・労働環境の変化に起因する傷害や職業病などを
　　　踏まえた適切な健康管理及び安全管理

・器械運動に積極的に取り組む
・よい演技を認めようとする
・仲間の学習を援助しようとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとする
・健康・安全に気を配る

・器械運動に自主的に取り組む
・よい演技を讃えようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・器械運動に主体的に取り組む
・よい演技を讃えようとする
・互いに助け合い高め合おうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・陸上競技に積極的に取り組む
・勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとする
・分担した役割を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとする
・健康・安全に気を配る

・陸上競技に自主的に取り組む
・勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・陸上競技に主体的に取り組む
・勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとする
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・水泳に積極的に取り組む
・勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとする
・分担した役割を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとする
・水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全に気を配る

・水泳に自主的に取り組む
・勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保する

・水泳に主体的に取り組む
・勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとする
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保する

・球技に積極的に取り組む
・フェアなプレイを守ろうとする
・作戦などについての話合いに参加しようとする
・一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとする
・仲間の学習を援助しようとする
・健康・安全に気を配る

・球技に自主的に取り組む
・フェアなプレイを大切にしようとする
・作戦などについての話合いに貢献しようとする
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・健康・安全を確保する

・球技に主体的に取り組む
・フェアなプレイを大切にしようとする
・合意形成に貢献しようとする
・一人一人の 違いに応じたプレイなどを 大切にしようとする
・互いに助け合い高め合おうとする
・健康・安全を確保する

・武道に積極的に取り組む
・相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとする
・分担した役割を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとする
・禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配る

・武道に自主的に取り組む
・相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとする
・自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・武道に主体的に取り組む
・相手を尊重し，礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にしようとする
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・ダンスに積極的に取り組む
・仲間の学習を援助しようとする
・交流などの話合いに参加しようとする
・一人一人の違いに応じた表現や役割を認めようとする
・健康・安全に気を配る

・ダンスに自主的に取り組む
・互いに助け合い教え合おうとする
・作品や発表などの話合いに貢献しようとする
・一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・ダンスに主体的に取り組む
・互いに共感し高め合おうとする
・合意形成に貢献しようとする
・一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしようとする
・健康・安全を確保する

・運動やスポーツが多様であることについての学習に積極的に
　取り組む
・運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方につい
　ての学習に積極的に取り組む

・文化としてのスポーツの意義
　についての学習に自主的に
　取り組む

・スポーツの文化的特性や現代
　のスポーツの発展について
　の学習に自主的に取り組む

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方についての学習に主体
　的に取り組む
・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学習に主体的
　に取り組む

保
健
領
域
・
保
健
分
野

体
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中学校第 1学年中学校第 1学年 中学校第 2学年 中学校第３学年
保健領域，保健分野，科目保健の「思考力，判断力，表現力等」系統表        

高等学校入学年次及びその次の年次

ア 健康を支える環境づくりについて理解を深めるこ　
　と。
　(ｱ) 環境と健康
　　・人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し健
　　　康に影響を及ぼすこと
　　・学校や地域の環境を健康に適したものとするよ
　　　う基準が設定されていること
　(ｲ) 食品と健康
　　・食品の安全性を確保する基準の設定
　(ｳ) 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
 　　・保健・医療制度や地域の保健所，保健センター，
　　　医療機関などを適切な活用
　 　・医薬品の有効性や安全性の審査
　 　・販売には制限があること
    　・疾病からの回復や悪化の防止
    　・医薬品の正しい使用
　(ｵ) 健康に関する環境づくりと社会参加
　　・健康に関する環境づくり
　　・適切な健康情報の活用

保
健
領
域
・
保
健
分
野

イ 健康な生活と疾病の予防について，課題
　を発見し，その解決に向けて思考し判断
　するとともに，それらを表現すること。

イ 健康な生活と疾病の予防について，課題
　を発見し，その解決に向けて思考し判断
　するとともに，それらを表現すること。

イ健康な生活と疾病の予防について，課題
　を発見し，その解決に向けて思考し判断
　するとともに，それらを表現すること。

イ 安全な社会生活について，安全に関する原則や概念
　に着目して危険の予測やその回避の方法を考え，そ
　れらを表現すること。

イ 心身の機能の発達と心の健康について，
　課題を発見し，その解決に向けて思考し
　判断するとともに，それらを表現するこ
　と。

イ 傷害の防止について，危険の予測やその
　回避の方法を考え，それらを表現するこ
　と。

イ 健康と環境に関する情報から課題を発見
　し，その解決に向けて思考し判断すると
　ともに，それらを表現すること。

イ 安全な社会生活について，安全に関する原則や概念
　に着目して危険の予測やその回避の方法を考え，そ
　れらを表現すること。

イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し，
　健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を思
　考し判断するとともに，それらを表現すること。

イ 健康を支える環境づくりに関する情報から課題を発
　見し，健康に関する原則や概念に着目して解決の方
　法を思考し判断するとともに，それらを表現するこ
　と。
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